


はは  じじ  めめ  にに  

  

  わわがが国国でではは、、急急速速にに少少子子高高齢齢化化がが進進みみ、、令令和和22年年99月月のの

総総人人口口にに占占めめるる6655歳歳以以上上人人口口のの割割合合（（高高齢齢化化率率））はは

2288..77％％とと、、44人人にに11人人以以上上がが高高齢齢者者とといいうう超超高高齢齢社社会会とと

ななっってておおりりまますす。。  

  ここのの傾傾向向ははささららにに加加速速しし、、団団塊塊のの世世代代のの人人たたちちがが    

7755歳歳をを迎迎ええるる22002255年年（（令令和和77年年））ににはは、、高高齢齢化化率率がが3300％％

にに達達すするるここととがが見見込込ままれれてておおりり、、ここれれままででにに経経験験ししたた  

ここととののなないい本本格格的的なな超超高高齢齢社社会会をを迎迎ええよよううととししてておおりり

まますす。。  

  国国ににおおいいててはは、、「「超超高高齢齢化化」」「「人人口口減減少少」」とといいっったた現現況況

をを踏踏ままええ、、22002255年年（（令令和和77年年））をを目目途途にに、、介介護護保保険険制制度度

のの持持続続可可能能性性をを確確保保ししななががらら、、高高齢齢者者がが可可能能なな限限りり住住みみ

慣慣れれたた地地域域でで、、自自立立ししたた日日常常生生活活をを営営むむここととががででききるるよようう、、医医療療、、介介護護、、介介護護予予防防、、      

住住ままいい及及びび自自立立ししたた日日常常生生活活のの支支援援がが包包括括的的にに確確保保さされれるる「「地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム」」のの

構構築築をを推推進進ししてていいるるととこころろでですす。。  

  

  本本市市ににおおいいててもも22002255年年（（令令和和77年年））ににはは、、高高齢齢化化率率はは2288..77％％ととななるるここととがが見見込込ままれれてて

おおりり、、要要介介護護認認定定率率やや11人人ああたたりりのの介介護護費費用用のの増増加加、、介介護護ササーービビススをを支支ええるる介介護護人人材材のの

確確保保ななどど、、22002255年年（（令令和和77年年））をを見見据据ええたた対対策策がが急急務務ととななっってていいまますす。。  

  ここううししたた中中、、本本市市でではは「「大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画（（第第77期期介介護護保保険険事事業業計計画画））」」のの計計画画    

期期間間のの終終了了にに伴伴いい、、国国ににおおけけるる見見直直しし等等をを踏踏ままええてて、、「「誰誰ももがが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで生生ききがが

いいをを持持ちち安安心心ししてて暮暮ららせせるる社社会会のの実実現現」」をを基基本本目目標標にに、、22002211年年度度（（令令和和33年年度度））かからら    

22002233年年度度（（令令和和55年年度度））ままででのの｢｢大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画（（第第88期期介介護護保保険険事事業業計計画画））｣｣をを    

策策定定いいたたししままししたた。。  

  本本計計画画でではは、、「「健健ややかかでで生生ききががいいののああるる生生活活のの実実現現」」「「自自立立ししたた安安全全・・安安心心なな生生活活のの    

支支援援」」「「包包括括的的なな支支援援体体制制のの充充実実」」をを計計画画のの柱柱ととしし、、ここれれままでで以以上上にに保保健健・・医医療療・・福福祉祉

のの連連携携をを図図りりななががらら、、水水とと緑緑ののああふふれれるる「「高高齢齢者者ににややささししいいままちち大大垣垣」」のの実実現現にに向向けけてて、、

取取りり組組んんででままいいりりまますす。。  

  

  終終わわりりにに、、本本計計画画のの策策定定ににああたたりり、、熱熱心心ににごご審審議議をを賜賜りりままししたた大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営  

協協議議会会委委員員ををははじじめめ、、関関係係者者のの皆皆様様ののごご尽尽力力にに心心かからら感感謝謝申申しし上上げげ、、ごごああいいささつつとといいたた

ししまますす。。  

  

令令和和33年年33月月  

大大垣垣市市長長  小小川川  敏敏  
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第第１１章章    計計画画策策定定ににああたたっってて  

  

１１  計計画画策策定定のの趣趣旨旨 

  

  わわがが国国でではは、、急急速速にに少少子子高高齢齢化化がが進進みみ、、令令和和22年年99月月現現在在のの総総人人口口11億億22,,558866万万人人にに対対

しし、、6655歳歳以以上上のの高高齢齢者者数数はは33,,661177万万人人、、高高齢齢化化率率はは2288..77％％とと過過去去最最高高ととななっってていいまますす。。

ささららにに、、団団塊塊のの世世代代のの人人たたちちがが7755歳歳をを迎迎ええるる22002255年年（（令令和和77年年））ににはは、、高高齢齢化化率率がが3300％％

にに達達すするるここととがが見見込込ままれれ、、ここれれままでで経経験験ののなないい本本格格的的なな超超高高齢齢社社会会をを迎迎ええよよううととししてて

いいまますす。。  

  ここううししたた傾傾向向はは本本市市ににおおいいててもも同同様様でで、、高高齢齢者者がが、、住住みみ慣慣れれたた地地域域でで、、生生ききががいいをを

持持ちち安安心心ししたた暮暮ららししがが持持続続ででききるるよようう、、医医療療、、介介護護、、介介護護予予防防、、住住ままいい及及びび自自立立ししたた

日日常常生生活活のの支支援援がが包包括括的的にに確確保保さされれるる体体制制のの構構築築にに取取りり組組んんででいいるるととこころろでですす。。  

  ここののよよううにに、、社社会会全全体体でで高高齢齢者者をを支支ええるるたためめのの仕仕組組みみづづくくりりがが求求めめらられれるる一一方方、、介介

護護保保険険料料をを負負担担すするる4400歳歳以以上上のの人人口口はは減減少少すするるここととがが見見込込ままれれ、、今今後後、、団団塊塊のの世世代代がが

7755歳歳をを迎迎ええるる22002255年年（（令令和和77年年））、、ささららににはは団団塊塊ジジュュニニアア世世代代がが6655歳歳以以上上ととななりり高高齢齢者者

数数ががピピーーククをを迎迎ええるる22004400年年（（令令和和2222年年））をを見見据据ええたた、、持持続続可可能能なな介介護護保保険険ササーービビススのの

確確保保がが課課題題ととななっってていいまますす。。  

  本本計計画画はは、、ここれれままででのの計計画画のの理理念念やや考考ええ方方をを引引きき継継ぎぎ、、22002255年年（（令令和和77年年））のの本本市市にに

おおけけるる高高齢齢社社会会のの姿姿もも視視野野にに入入れれななががらら、、今今後後33年年間間ににわわたたるる本本市市のの取取りり組組むむべべきき高高齢齢

者者及及びび介介護護保保険険関関連連施施策策やや具具体体的的なな事事業業をを明明ららかかににすするるここととをを目目的的ととししてて策策定定すするるもも

ののでですす。。  
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２２  計計画画のの位位置置づづけけ  

  

  「「大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画（（第第88期期介介護護保保険険事事業業計計画画））」」はは、、老老人人福福祉祉法法第第2200条条のの88にに規規

定定すするる高高齢齢者者のの福福祉祉にに関関すするる「「老老人人福福祉祉計計画画」」とと、、介介護護保保険険法法第第111177条条にに規規定定すするる介介護護

保保険険事事業業のの円円滑滑なな実実施施にに関関すするる「「介介護護保保険険事事業業計計画画」」をを一一体体にに策策定定すするるももののでですす。。  

  本本計計画画はは、、大大垣垣市市未未来来ビビジジョョンンのの個個別別計計画画、、大大垣垣市市地地域域福福祉祉計計画画のの分分野野別別計計画画ととしし

てて位位置置づづけけらられれてておおりり、、本本市市のの未未来来都都市市像像「「みみんんななでで創創るる  希希望望ああふふれれるる産産業業文文化化都都

市市」」をを実実現現すするるたためめ、、保保健健、、福福祉祉等等にに関関すするる事事項項をを定定めめるる他他のの計計画画ととのの調調和和をを保保ちちまま

すす。。  

  ままたた、、「「持持続続可可能能なな開開発発目目標標（（ＳＳＤＤＧＧｓｓ））※※11」」のの達達成成にに向向けけたた取取組組等等をを勘勘案案ししてて策策定定

ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                    など 
 

  

  

  

  

 
 
 
                 など                 など 

 

 

 

 

大垣市未来ビジョン 
国の根拠法等 

大大  

垣垣  
市市  
地地  

域域  

福福  

祉祉  

計計  

画画  

大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画  

（（介介護護保保険険事事業業計計画画））  

大大垣垣市市障障ががいい者者総総合合支支援援ププラランン  

おおおおががきき生生きき活活ききヘヘルルススププラランン  

大大垣垣市市人人権権施施策策推推進進指指針針  

県の計画等 

老老人人福福祉祉法法／／介介護護保保険険法法  

健健康康日日本本 2211（（第第 22 次次））  

岐岐阜阜県県高高齢齢者者安安心心計計画画  

岐岐阜阜県県保保健健医医療療計計画画  

認認知知症症施施策策推推進進大大綱綱  
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■ 用語解説   

※※11  持持続続可可能能なな開開

発発目目標標（（ＳＳＤＤＧＧ

ｓｓ））  

22001155年年（（平平成成2277年年））のの国国連連ササミミッットトでで採採択択さされれたた、、22003300年年（（令令和和1122年年））

をを達達成成年年限限ととすするる国国際際社社会会全全体体でで取取りり組組むむ目目標標。。誰誰一一人人取取りり残残ささなないい

社社会会のの実実現現をを目目指指しし、、「「貧貧困困ををななくくそそうう」」「「すすべべててのの人人にに健健康康とと福福祉祉

をを」」ななどど1177ののゴゴーールル（（目目標標））がが設設定定さされれてていいるる。。  

3
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３３  計計画画策策定定のの体体制制  

  

⑴⑴  被被保保険険者者やや介介護護保保険険利利用用状状況況等等のの把把握握  

  計計画画期期間間中中のの被被保保険険者者数数、、要要介介護護者者数数、、要要支支援援者者数数等等のの見見込込みみをを推推計計すするるとととともも

にに、、介介護護保保険険制制度度のの利利用用状状況況ににつついいてて、、介介護護保保険険ササーービビススのの給給付付実実績績をを基基にに介介護護ササーー

ビビスス利利用用状状況況をを把把握握しし、、今今後後のの見見込込量量をを推推計計ししままししたた。。  
  

⑵⑵  実実態態調調査査のの実実施施  

  ①①  大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画（（第第 88 期期介介護護保保険険事事業業計計画画））実実態態調調査査  

   要要介介護護認認定定をを受受けけてていいなないい一一般般高高齢齢者者やや、、在在宅宅やや施施設設でで介介護護ササーービビススをを利利用用しし

てていいるる方方にに対対ししてて記記述述式式ののアアンンケケーートトででササーービビススのの満満足足度度やや今今後後のの利利用用意意向向ににつつ

いいてて調調査査をを行行いいままししたた。。ままたた、、介介護護支支援援専専門門員員やや介介護護ササーービビスス提提供供事事業業所所にに対対しし

てて、、現現在在のの介介護護ササーービビススのの提提供供状状況況やや今今後後のの意意向向をを調調査査ししままししたた。。  
  

区区      分分  配配布布数数  回回収収数数  有有効効回回答答数数  有有効効回回答答率率

一一般般高高齢齢者者  11,,554455 996677 996666  6622..55％％

在在宅宅要要介介護護認認定定者者  11,,550066 775522 774477  4499..66％％

施施設設利利用用者者  550011 332200 332200  6633..99％％

介介護護ササーービビスス提提供供事事業業所所  112200 8855 8855  7700..88％％

介介護護支支援援専専門門員員  116666 111144 111144  6688..77％％

  

  ②②  在在宅宅介介護護実実態態調調査査  

      要要介介護護者者のの在在宅宅生生活活のの継継続続やや、、介介護護者者のの就就労労のの継継続続にに有有効効なな介介護護ササーービビススののああ

りり方方をを検検討討すするるたためめ、、主主にに在在宅宅のの要要介介護護認認定定者者ややそそのの介介護護者者をを対対象象にに調調査査をを実実施施

ししままししたた。。  

有有効効回回答答数数  663388件件  

  

⑶⑶  庁庁内内連連携携  

    計計画画策策定定ににああたたりり、、障障ががいい福福祉祉、、保保健健医医療療ををははじじめめ、、交交通通、、住住宅宅等等のの担担当当課課とともも

連連携携ししままししたた。。  
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⑷⑷  介介護護保保険険運運営営協協議議会会のの開開催催  

    計計画画策策定定組組織織ととししてて保保健健・・医医療療・・福福祉祉のの専専門門家家、、各各種種地地域域団団体体関関係係者者やや介介護護者者のの

代代表表、、公公募募にによよるる市市民民代代表表、、介介護護ササーービビスス事事業業者者代代表表等等、、幅幅広広いい分分野野のの関関係係者者をを委委

員員ととししたた大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会をを設設置置しし、、大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画（（第第77期期介介護護保保

険険事事業業計計画画））のの進進捗捗状状況況等等をを踏踏ままええ、、議議論論いいたただだいいたた内内容容をを集集約約しし、、本本計計画画にに反反映映

ししままししたた。。  

  

⑸⑸  パパブブリリッックク・・ココメメンントト  

    市市民民やや関関係係者者のの皆皆様様かからら幅幅広広いいごご意意見見をを聴聴取取すするるたためめ、、令令和和22年年1122月月ににパパブブリリッッ

クク・・ココメメンントトをを実実施施ししままししたた。。  

  

  

  

４４  計計画画のの期期間間  

  

  今今回回のの計計画画ににつついいててはは、、団団塊塊のの世世代代がが7755歳歳をを迎迎ええるる22002255年年（（令令和和77年年））及及びび団団塊塊ジジュュ

ニニアア世世代代がが6655歳歳をを迎迎ええるる22004400年年（（令令和和2222年年））のの双双方方のの介介護護需需要要をを念念頭頭にに、、22002211年年度度（（令令

和和33年年度度））かからら22002233年年度度（（令令和和55年年度度））ままででのの33年年間間をを計計画画期期間間ととししてていいまますす。。  

  

  22002211年年度度  

((令令和和33))  

22002222年年度度

((令令和和44))

22002233年年度度

((令令和和55))

22002244年年度度

((令令和和66))

22002255年年度度

((令令和和77))

22002266年年度度  

((令令和和88))  

22002277年年度度  

((令令和和99))  
‥‥  

22004400年年度度

((令令和和2222))

未未来来ビビジジョョンン  
              

‥‥  

  

高高齢齢者者福福祉祉計計画画  

((介介護護保保険険事事業業計計画画))  

                

‥‥  

  

地地域域福福祉祉計計画画  
              

‥‥  

  

  

  

  

第 9 期計画 

第 1 期計画 

（2025 年（令和 7 年）までの見通し） 

第 2 期計画 

（2040 年（令和 22 年）までの見通し） 

第 5 次計画 

第 8 期計画 

第 4 次計画 

第 10 期 

計画 

2021年度

(令和3)

2022年度

(令和4)

2023年度

(令和5)

2024年度

(令和6)

2025年度

(令和7)

2026年度

(令和8)

2027年度

(令和9)
‥

2040年度

(令和22)

未来ビジョン ‥

高齢者福祉計画

(介護保険事業計画)

‥

地域福祉計画 ‥

第 9 期計画 

第 1 期計画 

（2025 年（令和 7 年）までの見通し） 

第 2 期計画 

（2040 年（令和 22 年）までの見通し） 

第 5 次計画 

第 8 期計画 

第 4 次計画 

第 10 期 

計画 
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５５  介介護護保保険険制制度度のの見見直直しし  

  

⑴⑴  介介護護保保険険制制度度のの見見直直ししにに関関すするる意意見見（（令令和和元元年年1122月月）） 

  国国のの社社会会保保障障審審議議会会介介護護保保険険部部会会ににおおいいてて、、22002255年年（（令令和和77年年））にに向向けけたた地地域域包包括括

ケケアアシシスステテムムのの推推進進やや介介護護人人材材不不足足等等にに対対応応すするるととととももにに、、22004400年年（（令令和和2222年年））をを

見見据据ええ、、地地域域共共生生社社会会のの実実現現にに向向けけてて、、「「介介護護保保険険制制度度のの見見直直ししにに関関すするる意意見見」」ががとと

りりままととめめらられれままししたた。。  

    ①①  介介護護予予防防・・健健康康づづくくりりのの推推進進（（健健康康寿寿命命のの延延伸伸））  

    ②②  保保険険者者機機能能のの強強化化（（地地域域保保険険ととししててのの地地域域ののつつななががりり機機能能・・ママネネジジメメンントト機機

能能のの強強化化））  

    ③③  地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの推推進進（（多多様様ななニニーーズズにに対対応応ししたた介介護護のの提提供供・・整整備備））  

    ④④  認認知知症症施施策策のの総総合合的的なな推推進進（（認認知知症症施施策策推推進進大大綱綱にに沿沿っったた施施策策のの推推進進））  

    ⑤⑤  持持続続可可能能なな制制度度のの構構築築・・介介護護現現場場のの革革新新（（給給付付とと負負担担のの見見直直しし、、介介護護人人材材のの

確確保保等等））  

  

  

⑵⑵  地地域域共共生生社社会会のの実実現現ののたためめのの社社会会福福祉祉法法等等のの一一部部改改正正（（令令和和22年年66月月））  

    地地域域共共生生社社会会のの実実現現をを図図るるたためめ、、地地域域住住民民のの複複雑雑化化・・複複合合化化ししたた支支援援ニニーーズズにに対対

応応すするる包包括括的的なな福福祉祉ササーービビスス提提供供体体制制をを整整備備すするる観観点点かからら、、社社会会福福祉祉法法、、介介護護保保険険

法法、、老老人人福福祉祉法法等等のの一一部部がが改改正正さされれままししたた。。  

    ①①  地地域域住住民民のの複複雑雑化化・・複複合合化化ししたた支支援援ニニーーズズにに対対応応すするる市市町町村村のの包包括括的的なな支支援援

体体制制のの構構築築のの支支援援  

    ②②  地地域域のの特特性性にに応応じじたた認認知知症症施施策策やや介介護護ササーービビスス提提供供体体制制のの整整備備等等のの推推進進  

    ③③  医医療療・・介介護護ののデデーータタ基基盤盤のの整整備備のの推推進進  

    ④④  介介護護人人材材確確保保及及びび業業務務効効率率化化のの取取組組のの強強化化  

    ⑤⑤  社社会会福福祉祉連連携携推推進進法法人人制制度度のの創創設設  
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第第２２章章    市市のの現現状状とと課課題題  

  

１１  高高齢齢者者人人口口とと高高齢齢化化率率  

  

⑴⑴  人人口口・・高高齢齢化化率率のの推推移移  

    本本市市のの総総人人口口はは、、平平成成1199年年ををピピーーククにに減減少少傾傾向向ににあありり、、令令和和22年年ににはは116600,,881122人人ととななっっ

てていいまますす。。一一方方、、6655歳歳以以上上のの高高齢齢者者人人口口はは増増加加をを続続けけ、、令令和和22年年のの高高齢齢化化率率はは2277..44％％とと、、

高高齢齢化化ははささららにに進進展展ししてていいまますす。。  

  

  表表  人人口口・・高高齢齢化化率率のの推推移移                                        （（単単位位：：人人））  

区区  分分  平平成成 2277 年年  平平成成 2288 年年 平平成成 2299 年年 平平成成 3300 年年 令令和和元元年年  令令和和 22 年年

総総  人人  口口  116622,,337711  116622,,111155 116622,,007766 116611,,556611 116611,,337755  116600,,881122

内内  
  

訳訳  

4400 歳歳未未満満  6677,,557755  6666,,445599 6655,,880077 6644,,991166 6644,,226644  6633,,222233

4400～～6644 歳歳  5533,,118800  5533,,229900 5533,,221144 5533,,117766 5533,,333366  5533,,551122

6655 歳歳以以上上  4411,,661166  4422,,336666 4433,,005555 4433,,446699 4433,,777755  4444,,007777

  6655～～7744 歳歳  2211,,444422  2211,,441199 2211,,446644 2211,,333311 2211,,003366  2211,,110055

  7755 歳歳以以上上  2200,,117744  2200,,994477 2211,,559911 2222,,113388 2222,,773399  2222,,997722

高高齢齢化化率率  2255..66％％  2266..11％％ 2266..66％％ 2266..99％％ 2277..11％％  2277..44％％

  資資料料：：住住民民基基本本台台帳帳人人口口（（各各年年 1100 月月 11 日日現現在在））  

  

  図図  人人口口・・高高齢齢化化率率のの推推移移  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

表 人口・高齢化率の推移 （単位：人）

区 分 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30年 令和元年 令和 2 年

総 人 口 162,371 162,115 162,076 161,561 161,375 160,812

内

訳

40 歳未満 67,575 66,459 65,807 64,916 64,264 63,223

40～64 歳 53,180 53,290 53,214 53,176 53,336 53,512

65 歳以上 41,616 42,366 43,055 43,469 43,775 44,077

65～74 歳 21,442 21,419 21,464 21,331 21,036 21,105

75 歳以上 20,174 20,947 21,591 22,138 22,739 22,972

高齢化率 25.6％ 26.1％ 26.6％ 26.9％ 27.1％ 27.4％

資料：住民基本台帳人口（各年 10 月 1 日現在）
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88  

6600,,993377 6600,,331166 5599,,669955 5588,,444499 5511,,116655

5522,,224477 5522,,116699 5522,,009911 5511,,993355

4433,,118888

2200,,225577 1199,,668811 1199,,110033 1177,,994488

2200,,999966

2233,,990033 2244,,553377 2255,,117700 2266,,444444

2266,,228866
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⑵⑵  人人口口・・高高齢齢化化率率のの推推計計  

    本本市市のの総総人人口口のの推推計計結結果果でではは、、22002200年年（（令令和和22年年））以以降降もも緩緩ややかかなな減減少少がが続続きき、、22002233

年年（（令令和和55年年））ににはは115566,,005599人人ににななるるここととがが見見込込ままれれまますす。。  

    6655歳歳以以上上のの高高齢齢者者人人口口でではは、、6655歳歳かからら7744歳歳ままででのの前前期期高高齢齢者者のの減減少少がが続続くく一一方方でで、、

そそれれをを上上回回るる7755歳歳以以上上のの後後期期高高齢齢者者のの増増加加がが見見込込ままれれるるたためめ、、高高齢齢化化率率ははささららにに高高くく

ななっってていいくくここととがが推推測測さされれまますす。。22002233年年（（令令和和55年年））のの高高齢齢者者人人口口はは4444,,227733人人、、高高齢齢化化

率率はは2288..44％％ととななるるここととがが見見込込ままれれまますす。。  

  

  表表  22004400 年年（（令令和和 2222 年年））ままででのの人人口口・・高高齢齢化化率率のの予予測測                （（単単位位：：人人））  

区区  分分  
22002211 年年  
((令令和和 33))  

22002222 年年  
((令令和和 44))  

22002233 年年  
((令令和和 55))  

‥‥
22002255 年年  
((令令和和 77))  

‥‥  
22004400 年年  

((令令和和 2222))

総総  人人  口口  115577,,334444  115566,,770033 115566,,005599 ‥‥ 115544,,777766  ‥‥  114411,,663355

内内  
  

訳訳  

4400 歳歳未未満満  6600,,993377  6600,,331166 5599,,669955 ‥‥ 5588,,444499  ‥‥  5511,,116655

4400～～6644 歳歳  5522,,224477  5522,,116699 5522,,009911 ‥‥ 5511,,993355  ‥‥  4433,,118888

6655 歳歳以以上上  4444,,116600  4444,,221188 4444,,227733 ‥‥ 4444,,339922  ‥‥  4477,,228822

  6655～～7744 歳歳  2200,,225577  1199,,668811 1199,,110033 ‥‥ 1177,,994488  ‥‥  2200,,999966

  7755 歳歳以以上上  2233,,990033  2244,,553377 2255,,117700 ‥‥ 2266,,444444  ‥‥  2266,,228866

高高齢齢化化率率  2288..11％％  2288..22％％ 2288..44％％ ‥‥ 2288..77％％  ‥‥  3333..44％％

  資資料料：：「「日日本本のの地地域域別別将将来来推推計計人人口口（（平平成成3300（（22001188））年年推推計計））」」（（国国立立社社会会保保障障・・人人口口問問題題研研究究所所））をを

基基にに厚厚生生労労働働省省がが補補正正をを加加ええたた数数値値  

  

  図図  22004400年年（（令令和和2222年年））ままででのの人人口口・・高高齢齢化化率率のの予予測測  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

表 2040 年（令和 22 年）までの人口・高齢化率の予測 （単位：人）

区 分
2021 年
(令和 3)

2022 年
(令和 4)

2023 年
(令和 5)

‥
2025 年
(令和 7)

‥
2040 年

(令和 22)

総 人 口 157,344 156,703 156,059 ‥ 154,776 ‥ 141,635

内

訳

40 歳未満 60,937 60,316 59,695 ‥ 58,449 ‥ 51,165

40～64 歳 52,247 52,169 52,091 ‥ 51,935 ‥ 43,188

65 歳以上 44,160 44,218 44,273 ‥ 44,392 ‥ 47,282

65～74 歳 20,257 19,681 19,103 ‥ 17,948 ‥ 20,996

75 歳以上 23,903 24,537 25,170 ‥ 26,444 ‥ 26,286

高齢化率 28.1％ 28.2％ 28.4％ ‥ 28.7％ ‥ 33.4％

資料：「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）を

基に厚生労働省が補正を加えた数値
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⑶⑶  高高齢齢者者ののいいるる世世帯帯のの状状況況  
    6655歳歳以以上上のの高高齢齢者者ののいいるる世世帯帯はは、、平平成成1122年年でではは1199,,447799世世帯帯でで全全世世帯帯のの3366..33％％ででししたた

がが、、平平成成2277年年ににはは2266,,558833世世帯帯でで全全世世帯帯のの4444..22％％ににままでで増増加加ししてていいまますす。。  

    特特にに、、単単身身世世帯帯やや、、夫夫婦婦ののみみのの世世帯帯がが増増加加ししてていいまますす。。  

  表表  総総世世帯帯数数とと高高齢齢者者世世帯帯数数のの推推移移                              （（単単位位：：世世帯帯））  

区区  分分  
平平成成1122年年  平平成成1177年年  平平成成2222年年  平平成成2277年年  

世世帯帯数数  構構成成比比  世世帯帯数数 構構成成比比 世世帯帯数数 構構成成比比  世世帯帯数数  構構成成比比

総総世世帯帯数数  5533,,662211  110000..00％％ 5566,,666688 110000..00％％ 5588,,447722 110000..00％％  6600,,008855  110000..00％％

高高齢齢者者ののいいるる

世世帯帯数数  
1199,,447799  3366..33％％ 2211,,889900 3388..66％％ 2244,,116644  4411..33％％  2266,,558833  4444..22％％

  単単身身世世帯帯数数  22,,881122  55..22％％ 33,,667755 66..55％％ 44,,554411  77..88％％  55,,660033  99..33％％

  
夫夫婦婦ののみみのの

世世帯帯数数  
44,,550000  88..44％％ 55,,228844 99..33％％ 66,,110033  1100..44％％  77,,446655  1122..44％％

  
そそのの他他のの  

世世帯帯数数  
1122,,116677  2222..77％％ 1122,,993311 2222..88％％ 1133,,552200  2233..11％％  1133,,551155  2222..55％％

  資資料料：：国国勢勢調調査査  

  

⑷⑷  高高齢齢者者ののいいるる世世帯帯のの住住居居のの状状況況  
    6655歳歳以以上上のの高高齢齢者者ののいいるる世世帯帯ののううちち、、8877..55％％のの人人がが「「持持ちち家家」」にに住住んんででいいまますす。。持持

ちち家家のの割割合合はは、、平平成成1122年年かからら微微減減がが続続いいてておおりり、、平平成成2222年年よよりりもも00..77ポポイインントト低低くくななっっ

てていいまますす。。  

    借借家家等等のの内内訳訳でではは、、「「民民営営のの借借家家・・賃賃貸貸アアパパーートト」」がが99..44％％でで、、平平成成2222年年よよりりもも00..77

ポポイインントト高高くくななっってていいまますす。。  

  表表  高高齢齢者者ののいいるる世世帯帯のの住住居居のの状状況況                              （（単単位位：：世世帯帯））  

区区  分分  
平平成成1122年年  平平成成1177年年  平平成成2222年年  平平成成2277年年  

世世帯帯数数  構構成成比比 世世帯帯数数 構構成成比比 世世帯帯数数 構構成成比比  世世帯帯数数  構構成成比比

総総世世帯帯数数  5533,,662211  5566,,666688 5588,,447722 6600,,008855  

高高齢齢者者ののいいるる  

世世帯帯数数  
1199,,447799  110000..00％％ 2211,,889900 110000..00％％ 2244,,116644 110000..00％％  2266,,558833  110000..00％％

持持ちち家家  1177,,336655  8899..11％％ 1199,,441144 8888..77％％ 2211,,330099 8888..22％％  2233,,224499  8877..55％％

借借家家等等  22,,111144  1100..99％％ 22,,447766 1111..33％％ 22,,885555 1111..88％％  33,,333344  1122..55％％

内内  
  

訳訳  

公公 営営 ･･ 都都 市市  
再再 生生 機機 構構 ･･  
公公 社社 のの 借借 家家  

442255  22..22％％ 554411 22..55％％ 660044 22..55％％  666600  22..55％％

民民営営のの借借家家･･

賃賃貸貸アアパパーートト  
11,,551122  77..88％％ 11,,779966 88..22％％ 22,,009977 88..77％％  22,,449933  99..44％％

給給 与与 住住 宅宅  

(( 社社 宅宅 等等 ))  
6677  00..33％％ 4455 00..22％％ 5500 00..22％％  4466  00..11％％

間間 借借 りり ･･  

そそ のの 他他  
111100  00..66％％ 9944 00..44％％ 110044 00..44％％  113355  00..55％％

  資資料料：：国国勢勢調調査査  

表 総世帯数と高齢者世帯数の推移 （単位：世帯）

区 分
平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比

総世帯数 53,621 100.0％ 56,668 100.0％ 58,472 100.0％ 60,085 100.0％

高齢者のいる

世帯数
19,479 36.3％ 21,890 38.6％ 24,164 41.3％ 26,583 44.2％

単身世帯数 2,812 5.2％ 3,675 6.5％ 4,541 7.8％ 5,603 9.3％

夫婦のみの

世帯数
4,500 8.4％ 5,284 9.3％ 6,103 10.4％ 7,465 12.4％

その他の

世帯数
12,167 22.7％ 12,931 22.8％ 13,520 23.1％ 13,515 22.5％

資料：国勢調査

表 高齢者のいる世帯の住居の状況 （単位：世帯）

区 分
平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比 世帯数 構成比

総世帯数 53,621 56,668 58,472 60,085

高齢者のいる

世帯数
19,479 100.0％ 21,890 100.0％ 24,164 100.0％ 26,583 100.0％

持ち家 17,365 89.1％ 19,414 88.7％ 21,309 88.2％ 23,249 87.5％

借家等 2,114 10.9％ 2,476 11.3％ 2,855 11.8％ 3,334 12.5％

内

訳

公 営 ･ 都 市
再 生 機 構 ･
公 社 の 借 家

425 2.2％ 541 2.5％ 604 2.5％ 660 2.5％

民営の借家･

賃貸アパート
1,512 7.8％ 1,796 8.2％ 2,097 8.7％ 2,493 9.4％

給 与 住 宅

( 社 宅 等 )
67 0.3％ 45 0.2％ 50 0.2％ 46 0.1％

間 借 り ･

そ の 他
110 0.6％ 94 0.4％ 104 0.4％ 135 0.5％

資料：国勢調査
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⑸⑸  高高齢齢者者のの就就業業のの状状況況  
    7755歳歳以以上上のの後後期期高高齢齢者者のの就就業業割割合合はは減減少少傾傾向向ににああるる一一方方、、6655歳歳かからら7744歳歳ままででのの前前期期

高高齢齢者者のの就就業業割割合合はは3355..99％％とと増増加加傾傾向向ににあありり、、平平成成2222年年よよりり33..77ポポイインントト高高くくななっってていい

まますす。。ままたた、、就就業業者者数数ででみみるるとと、、平平成成1122年年にに比比べべ、、概概ねね11..44倍倍ととななっってていいまますす。。  

  

  表表  高高齢齢者者のの就就業業状状況況                                            （（単単位位：：人人））  

区区  分分  
平平成成1122年年  平平成成1177年年  平平成成2222年年  平平成成2277年年  

人人  数数  構構成成比比  人人  数数  構構成成比比 人人  数数  構構成成比比  人人  数数  構構成成比比

66 55～～ 77 44歳歳人人口口  1177,,009900  110000..00％％ 1188,,004444 110000..00％％ 1199,,221133 110000..00％％  2211,,339944  110000..00％％

  就就 業業 者者 総総 数数  55,,336633  3311..44％％ 55,,663311 3311..22％％ 66,,118822 3322..22％％  77,,668822  3355..99％％

77 55 歳歳以以上上人人 口口  1111,,116622  110000..00％％ 1144,,446688 110000..00％％ 1177,,445566 110000..00％％  2200,,009922  110000..00％％

  就就 業業 者者 総総 数数  11,,336600  1122..22％％ 11,,663322 1111..33％％ 11,,559922 99..11％％  11,,889988  99..44％％

  資資料料：：国国勢勢調調査査  

  

⑹⑹  要要介介護護・・要要支支援援認認定定者者数数のの現現状状とと将将来来推推計計  

    22002200年年（（令令和和22年年））のの要要介介護護・・要要支支援援認認定定者者数数はは77,,774499人人ととななっってておおりり、、要要介介護護11・・22

のの認認定定者者数数がが増増加加ししてていいまますす。。  

    22002233年年（（令令和和55年年））ににはは要要介介護護・・要要支支援援認認定定者者はは88,,330000人人、、6655歳歳以以上上高高齢齢者者人人口口4444,,227733

人人にに対対すするる認認定定率率はは、、1188..77％％ににななるるとと見見込込ままれれまますす。。  

  

  表表  22004400年年（（令令和和2222年年））ままででのの要要介介護護・・要要支支援援認認定定者者のの予予測測          （（単単位位：：人人））  

区区  分分  
22001188年年
((平平成成3300))

22001199年年  
((令令和和元元))  

22002200年年
((令令和和22))

22002211年年
((令令和和33))

22002222年年
((令令和和44))

22002233年年
((令令和和55))

‥‥
22002255年年  
((令令和和77))  

‥‥  
22004400年年
((令令和和2222))

要要支支援援  11  990033 888844  887733 889933 990099 992277 ‥‥ 996644  ‥‥  11,,004400

        22  11,,008866 11,,112288  11,,112299 11,,115544 11,,117766 11,,220000 ‥‥ 11,,224488  ‥‥  11,,441111

要要介介護護  11  11,,334400 11,,225533  11,,334488 11,,338800 11,,441133 11,,444455 ‥‥ 11,,550077  ‥‥  11,,771188

        22  11,,334466 11,,441122  11,,444444 11,,447799 11,,551122 11,,554477 ‥‥ 11,,661166  ‥‥  11,,992266

        33  11,,220055 11,,225555  11,,222255 11,,225577 11,,228899 11,,331199 ‥‥ 11,,338833  ‥‥  11,,667766

        44  11,,111199 11,,110000  11,,009966 11,,112277 11,,115522 11,,118822 ‥‥ 11,,223377  ‥‥  11,,552255

        55  669999 664444  663344 664499 666655 668800 ‥‥ 770099  ‥‥  885566

合合  計計  77,,669988 77,,667766  77,,774499 77,,993399 88,,111166 88,,330000 ‥‥ 88,,666644  ‥‥  1100,,115522

再再
掲掲

要要支支援援  11,,998899 22,,001122  22,,000022 22,,004477 22,,008855 22,,112277 ‥‥ 22,,221122  ‥‥  22,,445511

要要介介護護  55,,770099 55,,666644  55,,774477 55,,889922 66,,003311 66,,117733 ‥‥ 66,,445522  ‥‥  77,,770011

  資資料料：：平平成成3300～～令令和和22年年はは介介護護保保険険事事業業状状況況報報告告（（各各年年1100月月11日日現現在在））  

        令令和和33年年以以降降はは「「見見ええるる化化」」シシスステテムム将将来来推推計計にによよるる数数値値  

  

表 高齢者の就業状況 （単位：人）

区 分
平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

人 数 構成比 人 数 構成比 人 数 構成比 人 数 構成比

6 5～ 7 4歳人口 17,090 100.0％ 18,044 100.0％ 19,213 100.0％ 21,394 100.0％

就 業 者 総 数 5,363 31.4％ 5,631 31.2％ 6,182 32.2％ 7,682 35.9％

7 5歳以上人 口 11,162 100.0％ 14,468 100.0％ 17,456 100.0％ 20,092 100.0％

就 業 者 総 数 1,360 12.2％ 1,632 11.3％ 1,592 9.1％ 1,898 9.4％

資料：国勢調査

表 2040年（令和22年）までの要介護・要支援認定者の予測 （単位：人）

区 分
2018年
(平成30)

2019年
(令和元)

2020年
(令和2)

2021年
(令和3)

2022年
(令和4)

2023年
(令和5)

‥
2025年
(令和7)

‥
2040年
(令和22)

要支援 1 903 884 873 893 909 927 ‥ 964 ‥ 1,040

2 1,086 1,128 1,129 1,154 1,176 1,200 ‥ 1,248 ‥ 1,411

要介護 1 1,340 1,253 1,348 1,380 1,413 1,445 ‥ 1,507 ‥ 1,718

2 1,346 1,412 1,444 1,479 1,512 1,547 ‥ 1,616 ‥ 1,926

3 1,205 1,255 1,225 1,257 1,289 1,319 ‥ 1,383 ‥ 1,676

4 1,119 1,100 1,096 1,127 1,152 1,182 ‥ 1,237 ‥ 1,525

5 699 644 634 649 665 680 ‥ 709 ‥ 856

合 計 7,698 7,676 7,749 7,939 8,116 8,300 ‥ 8,664 ‥ 10,152

再
掲

要支援 1,989 2,012 2,002 2,047 2,085 2,127 ‥ 2,212 ‥ 2,451

要介護 5,709 5,664 5,747 5,892 6,031 6,173 ‥ 6,452 ‥ 7,701

資料：平成30～令和2年は介護保険事業状況報告（各年10月1日現在）

令和3年以降は「見える化」システム将来推計による数値
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  図図  22004400年年（（令令和和2222年年））ままででのの要要介介護護・・要要支支援援認認定定者者のの予予測測  
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２２  介介護護ササーービビススのの現現状状  

  

⑴⑴  介介護護給給付付費費のの推推移移  

    介介護護給給付付費費のの総総額額はは、、介介護護ササーービビスス利利用用者者数数のの増増加加、、介介護護報報酬酬改改定定等等にに伴伴いい増増加加傾傾

向向ににあありり、、居居宅宅ササーービビスス及及びび地地域域密密着着型型ササーービビススでで特特にに増増加加ししてていいまますす。。ななおお、、平平成成

2277年年1100月月かかららのの介介護護予予防防・・日日常常生生活活支支援援総総合合事事業業のの開開始始、、平平成成2288年年44月月かかららのの地地域域密密着着

型型通通所所介介護護のの創創設設にによよりり、、平平成成2288年年度度はは居居宅宅ササーービビススがが前前年年度度比比220055百百万万円円のの減減、、地地域域

密密着着型型ササーービビススがが221100百百万万円円のの増増ととななっってていいまますす。。  

  

  図図  介介護護給給付付費費のの推推移移  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  資資料料：：介介護護保保険険事事業業状状況況報報告告  

 
 
⑵⑵  11人人ああたたりり給給付付費費のの推推移移  

    11人人ああたたりりのの給給付付費費でではは、、地地域域密密着着型型ササーービビススはは横横ばばいいでで推推移移ししてていいまますすがが、、居居宅宅ササーー

ビビスス及及びび施施設設ササーービビススでではは増増加加ししてていいまますす。。  
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  図図  11人人ああたたりり給給付付費費のの推推移移 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  資資料料：：介介護護保保険険事事業業状状況況報報告告  

  ※※平平成成2288年年44月月にに、、11人人ああたたりりのの給給付付費費がが他他のの地地域域密密着着型型ササーービビススにに比比べべてて低低いい地地域域密密着着型型通通所所介介護護がが

創創設設さされれたたたためめ、、平平成成2277年年かからら2288年年ににかかけけてて地地域域密密着着型型ササーービビスス全全体体ででのの11人人ああたたりりのの給給付付費費がが大大

幅幅にに減減少少。。  

  

⑶⑶  要要介介護護度度別別11人人ああたたりり給給付付費費のの推推移移  

    要要介介護護度度別別のの11人人ああたたりりのの給給付付費費はは、、利利用用者者負負担担割割合合のの変変更更（（平平成成2277年年88月月かからら一一定定

以以上上所所得得者者はは22割割、、平平成成3300年年88月月かからら現現役役並並みみ所所得得者者はは33割割））のの影影響響等等にによよりり減減少少すするる年年

ががああるるもものののの、、そそれれ以以外外のの年年ににおおいいててはは増増加加傾傾向向ににあありりまますす。。  

  

  図図  要要介介護護度度別別11人人ああたたりり給給付付費費のの推推移移  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  資資料料：：介介護護保保険険事事業業状状況況報報告告  
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３３  アアンンケケーートト調調査査のの結結果果  

  

○○  大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画（（第第88期期介介護護保保険険事事業業計計画画））実実態態調調査査  

 

⑴⑴  一一般般高高齢齢者者※※11 

 

  ①①  家家族族構構成成ににつついいてて  

   一一般般高高齢齢者者にに、、家家族族構構成成をを尋尋ねねたたととこころろ、、「「ひひととりり暮暮ららしし」」（（1155..44％％））、、「「夫夫婦婦22人人暮暮

ららしし（（配配偶偶者者6655歳歳以以上上））」」（（3377..55％％））をを合合わわせせたた＜＜6655歳歳以以上上のの世世帯帯＞＞はは、、5522..99％％ととななっっ

てていいまますす。。  

                                                                        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ②②  健健康康状状態態ににつついいてて  

      一一般般高高齢齢者者にに、、現現在在のの健健康康状状態態をを尋尋ねねたたととこころろ、、「「ととててももよよいい」」（（99..55％％））、、「「ままああよよ

いい」」（（6666..33％％））をを合合わわせせたた＜＜よよいい＞＞はは、、7755..88％％ととななっってていいまますす。。  

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 用語解説   

※※11  一一般般高高齢齢者者  6655歳歳以以上上でで要要介介護護認認定定をを受受けけてていいなないい人人  
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  ③③  介介護護予予防防のの取取組組ににつついいてて  

      一一般般高高齢齢者者にに、、充充実実ししててほほししいい介介護護予予防防のの取取組組ににつついいてて尋尋ねねたたととこころろ、、「「認認知知症症予予

防防」」がが3366..33％％とと最最もも高高くく、、次次いいでで「「軽軽運運動動（（筋筋力力向向上上等等））のの推推進進」」（（2299..88％％））、、「「転転倒倒・・

骨骨折折予予防防」」（（2277..33％％））ななどどととななっってていいまますす。。  

                                                                                  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ④④  介介護護予予防防ののボボラランンテティィアアににつついいてて  

      一一般般高高齢齢者者にに、、介介護護予予防防のの事事業業ににボボラランンテティィアアととししてて協協力力ししたたいいかかににつついいてて尋尋ねね

たたととこころろ、、「「既既にに協協力力ししてていいるる」」（（44..22％％））、、「「無無償償でで協協力力ししたたいい」」（（1100..99％％））、、「「有有償償なな

らら協協力力ししたたいい」」（（22..77％％））をを合合わわせせたた＜＜協協力力ででききるる＞＞がが、、1177..88％％ととななっってていいまますす。。  
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  ⑤⑤  認認知知症症のの人人にに対対すするる地地域域住住民民のの協協力力ににつついいてて  

      一一般般高高齢齢者者にに、、認認知知症症のの人人がが地地域域でで生生活活すするるたためめのの地地域域住住民民のの協協力力ににつついいてて尋尋ねね

たたととこころろ、、「「家家族族のの支支ええやや介介護護ササーービビススをを補補ううたためめにに必必要要だだとと思思うう」」（（4488..22％％））、、「「必必

要要だだとと思思ううがが、、ププラライイババシシーーのの問問題題ももあありり難難ししいいとと思思うう」」（（3344..66％％））をを合合わわせせたた＜＜必必

要要だだとと思思うう＞＞がが、、8822..88％％ととななっってていいまますす。。  

                                                                        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ⑥⑥  将将来来のの生生活活のの希希望望ににつついいてて  

      一一般般高高齢齢者者にに、、今今後後、、希希望望すするる介介護護のの形形態態をを尋尋ねねたたととこころろ、、「「家家族族ななどどのの介介護護ののみみ

でで自自宅宅でで生生活活ししたたいい」」（（1100..22％％））、、「「家家族族介介護護をを中中心心にに在在宅宅ササーービビススをを利利用用ししてて、、自自宅宅

でで生生活活ししたたいい」」（（3322..33％％））、、「「在在宅宅ササーービビススをを中中心心にに自自宅宅でで生生活活ししたたいい」」（（2200..44％％））をを

合合わわせせたた＜＜自自宅宅でで生生活活ししたたいい＞＞がが、、6622..99％％ととななっってていいまますす。。  

                                                                        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

16



第第２２章章  市市のの現現状状とと課課題題  

17 

  

⑵⑵  在在宅宅要要介介護護認認定定者者  

 

 ①①  家家族族構構成成ににつついいてて  

   要要介介護護認認定定者者にに、、家家族族構構成成をを尋尋ねねたたととこころろ、、「「ひひととりり暮暮ららしし」」（（1144..99％％））、、「「夫夫婦婦22

人人暮暮ららしし（（配配偶偶者者6655歳歳以以上上））」」（（2255..00％％））をを合合わわせせたた＜＜6655歳歳以以上上のの世世帯帯＞＞はは、、3399..99％％

ととななっってていいまますす。。 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②②  介介護護がが必必要要ととななっったた原原因因ににつついいてて  

      要要介介護護認認定定者者にに、、介介護護がが必必要要ととななっったた主主なな原原因因をを尋尋ねねたたととこころろ、、「「認認知知症症（（アアルルツツ

ハハイイママーー病病等等））」」がが3322..88％％とと最最もも高高くく、、次次いいでで「「骨骨折折・・転転倒倒」」（（2299..99％％））、、「「高高齢齢にによよ

るる衰衰弱弱」」（（2277..77％％））、、「「脳脳卒卒中中（（脳脳出出血血・・脳脳梗梗塞塞等等））」」（（1199..44％％））ななどどととななっってていいまますす。。  
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 ③③  介介護護保保険険料料ととササーービビススのの水水準準ににつついいてて  

      要要介介護護認認定定者者にに、、介介護護保保険険料料ととササーービビススのの水水準準のの関関係係ににつついいてて尋尋ねねたたととこころろ、、「「介介

護護保保険険料料がが高高くくななっっててもも、、介介護護ササーービビススがが充充実実さされれるるほほううががよよいい」」がが2222..22％％、、「「介介護護

ササーービビススがが少少ななくくななっっててもも、、介介護護保保険険料料はは安安いいほほううががよよいい」」がが1111..99％％、、「「どどちちららとともも

言言ええなないい」」がが4477..99％％ととななっってていいまますす。。  

                                                                        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ④④  将将来来のの生生活活のの希希望望ににつついいてて  

      要要介介護護認認定定者者にに、、今今後後、、希希望望すするる介介護護のの形形態態をを尋尋ねねたたととこころろ、、「「家家族族ななどどのの介介護護のの

みみでで自自宅宅でで生生活活ししたたいい」」（（77..88％％））、、「「家家族族介介護護をを中中心心にに在在宅宅ササーービビススをを利利用用ししてて、、自自

宅宅でで生生活活ししたたいい」」（（3333..22％％））、、「「在在宅宅ササーービビススをを中中心心にに自自宅宅でで生生活活ししたたいい」」（（1177..00％％））

をを合合わわせせたた＜＜自自宅宅でで生生活活ししたたいい＞＞がが、、5588..00％％ととななっってていいまますす。。  
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⑶⑶  介介護護ササーービビスス提提供供事事業業所所  

  

 ①①  ササーービビスス提提供供量量ににつついいてて  

      介介護護ササーービビスス提提供供事事業業所所にに、、現現在在ののササーービビスス提提供供量量ににつついいてて十十分分かか尋尋ねねたたととこころろ、、

「「十十分分だだとと思思うう」」がが1100..66％％、、「「ままああままああ足足りりてていいるる」」がが4455..99％％ととななっってていいまますす。。  

                                                                        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ②②  介介護護職職員員のの確確保保ににつついいてて  

      介介護護ササーービビスス提提供供事事業業所所にに、、職職員員のの確確保保ににつついいてて尋尋ねねたたととこころろ、、「「確確保保ででききてていいるる」」

（（2200..00％％））、、「「おおおおむむねね確確保保ででききてていいるる」」（（4433..55％％））をを合合わわせせたた＜＜確確保保ででききてていいるる＞＞がが

6633..55％％、、「「やややや不不足足ししてていいるる」」（（2255..99％％））とと「「不不足足ししてていいるる」」（（33..55％％））をを合合わわせせたた＜＜

不不足足ししてていいるる＞＞がが2299..44％％ととななっってていいまますす。。  
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⑷⑷  介介護護支支援援専専門門員員  

  

 ①①  供供給給がが不不足足ししてていいるるとと感感じじるるササーービビススににつついいてて  

      介介護護支支援援専専門門員員にに、、介介護護保保険険ササーービビススのの中中でで、、供供給給がが不不足足ししてていいるるとと感感じじるるササーー

ビビススににつついいてて尋尋ねねたたととこころろ、、「「訪訪問問介介護護」」がが5566..11％％、、「「短短期期入入所所生生活活介介護護」」がが3322..55％％、、

「「介介護護老老人人保保健健施施設設」」がが2222..88％％ととななっってていいまますす。。  
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○○  在在宅宅介介護護実実態態調調査査  

  

  ①①  主主なな介介護護者者がが行行っってていいるる介介護護ににつついいてて  

      主主なな介介護護者者にに、、現現在在行行っってていいるる介介護護等等ににつついいてて尋尋ねねたたととこころろ、、「「そそのの他他のの家家事事（（掃掃

除除、、洗洗濯濯、、買買いい物物等等））」」がが8844..44％％、、「「食食事事のの準準備備（（調調理理等等））」」がが7766..55％％、、「「外外出出のの付付添添

いい、、送送迎迎等等」」がが7744..22％％、、「「金金銭銭管管理理やや生生活活面面にに必必要要なな諸諸手手続続きき」」がが7733..99％％ととななっってていい

まますす。。 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②②  主主なな介介護護者者のの勤勤務務形形態態ににつついいてて  

      主主なな介介護護者者にに、、現現在在のの勤勤務務形形態態をを尋尋ねねたたととこころろ、、「「働働いいてていいなないい」」がが4444..11％％、、「「フフ

ルルタタイイムム勤勤務務」」がが2277..66％％、、「「パパーートトタタイイムム勤勤務務」」がが2244..22％％ととななっってていいまますす。。  
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 ③③  主主なな介介護護者者のの就就労労継継続続のの可可否否にに係係るる意意識識ににつついいてて  

   就就労労ししてていいるる主主なな介介護護者者にに、、今今後後もも働働ききななががらら介介護護をを続続けけてていいけけるるかか尋尋ねねたたととここ

ろろ、、「「問問題題ななくく、、続続けけてていいけけるる」」（（2200..99％％））、、「「問問題題ははああるるがが、、何何ととかか続続けけてていいけけるる」」

（（5500..22％％））をを合合わわせせたた＜＜続続けけてていいけけるる＞＞がが7711..11％％、、「「続続けけてていいくくののはは、、やややや難難ししいい」」

（（1100..66％％））、、「「続続けけてていいくくののはは、、かかななりり難難ししいい」」（（55..00％％））をを合合わわせせたた＜＜続続けけてていいくくのの

はは、、難難ししいい＞＞がが1155..66％％ととななっってていいまますす。。  

                                                                        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ④④  今今後後のの在在宅宅生生活活のの継継続続にに向向けけてて、、主主なな介介護護者者がが不不安安にに感感じじるる介介護護ににつついいてて  

      主主なな介介護護者者にに、、現現在在のの生生活活をを継継続続ししてていいくくににああたたっってて、、不不安安にに感感じじるる介介護護ににつついい

てて尋尋ねねたたととこころろ、、「「認認知知症症状状へへのの対対応応」」がが3322..44％％、、「「夜夜間間のの排排泄泄」」がが3311..22％％、、「「外外出出のの

付付添添いい、、送送迎迎等等」」がが2277..66％％、、「「入入浴浴・・洗洗身身」」がが2266..22％％ととななっってていいまますす。。  
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４４  第第７７期期計計画画のの主主なな取取組組とと課課題題  

  

⑴⑴  健健ややかかでで生生ききががいいののああるる生生活活のの実実現現  

 

指指  標標  名名 
実実    績績 見見込込みみ  

平平成成3300年年度度 令令和和元元年年度度  令令和和22年年度度

介介護護予予防防自自主主ササーーククルル数数((団団体体))  7733 7755  7777

前前期期高高齢齢者者ににおおけけるる要要介介護護認認定定率率  

((要要介介護護認認定定者者数数／／前前期期高高齢齢者者数数))((％％))  
22..5500 22..4444  22..4488

 

 ①①  一一般般介介護護予予防防事事業業のの推推進進  

      地地域域でで継継続続ししてて介介護護予予防防にに取取りり組組むむここととががででききるるよようう、、笑笑・・話話・・歯歯動動場場
わ っ は っ は ど う じ ょ う

やや体体ぴぴんん

ぴぴんん教教室室ななどどのの介介護護予予防防やや健健康康にに関関すするる教教室室のの開開催催、、教教室室修修了了者者にによよるる自自主主的的なな活活

動動のの支支援援にに取取りり組組みみままししたた。。  

      今今後後、、地地域域ににおおいいてて介介護護予予防防教教室室をを開開催催すするる指指導導士士をを養養成成すするるななどど、、市市民民自自ららがが

介介護護予予防防にに取取りり組組むむ意意識識のの醸醸成成をを図図りり、、継継続続的的なな介介護護予予防防をを推推進進すするる必必要要ががあありりまま

すす。。  

  

 ②②  介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビススのの充充実実  

      従従前前のの介介護護予予防防訪訪問問介介護護やや、、介介護護予予防防通通所所介介護護にに相相当当すするるササーービビススをを提提供供すするるとと

ととももにに、、多多様様ななササーービビススのの提提供供体体制制のの整整備備にに取取りり組組みみままししたた。。  

      今今後後もも、、ＮＮＰＰＯＯ等等とと連連携携しし、、地地域域のの実実情情をを踏踏ままええ、、多多様様ななササーービビススのの充充実実にに取取りり

組組むむここととがが必必要要でですす。。  

  

 ③③  社社会会参参加加のの促促進進  

      高高齢齢者者がが経経験験、、知知識識、、能能力力ををささららにに発発揮揮でできき、、活活躍躍ででききるるよようう、、老老人人ククララブブのの活活

動動支支援援やや、、高高齢齢者者をを対対象象ととししたた各各種種イイベベンントトのの開開催催、、活活動動場場所所のの提提供供、、高高齢齢者者のの就就

労労のの場場のの確確保保ととししててののシシルルババーー人人材材セセンンタターーのの支支援援にに取取りり組組みみままししたた。。  

      健健康康なな高高齢齢者者がが増増加加すするる一一方方でで、、老老人人ククララブブのの会会員員数数、、シシルルババーー人人材材セセンンタターーのの

登登録録会会員員数数ははととももにに減減少少ししてていいまますす。。ススポポーーツツ、、ボボラランンテティィアア活活動動ななどど、、社社会会参参加加

のの方方法法のの多多様様化化がが一一つつのの要要因因ととししてて考考ええらられれるるたためめ、、老老人人ククララブブややシシルルババーー人人材材セセ

ンンタターーがが行行うう事事業業ににつついいててはは、、気気軽軽にに参参加加でできき、、ニニーーズズをを捉捉ええたた事事業業をを展展開開すするる必必

要要ががあありりまますす。。  
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 ④④  敬敬老老祝祝賀賀事事業業のの実実施施  

      多多年年ににわわたたりり社社会会のの発発展展にに寄寄与与ししててききたた高高齢齢者者にに敬敬意意をを表表しし、、祝祝福福すするるたためめ、、長長

寿寿をを祝祝うう会会のの開開催催、、地地区区敬敬老老会会にに対対すするる支支援援、、敬敬老老祝祝金金等等のの支支給給をを行行いいままししたた。。  

      今今後後もも、、感感謝謝とと敬敬愛愛のの念念をを持持っってて高高齢齢者者をを祝祝福福ししてていいくくここととがが大大切切でですす。。  

  

⑵⑵  自自立立ししたた安安全全・・安安心心なな生生活活のの支支援援  

  

指指  標標  名名 
実実    績績 見見込込みみ  

平平成成3300年年度度 令令和和元元年年度度  令令和和22年年度度

ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者台台帳帳登登録録者者数数((人人))  22,,888899 22,,887788  22,,889900

緊緊急急通通報報装装置置のの設設置置台台数数((台台))  883377 884488  884499

  

 ①①  在在宅宅福福祉祉ササーービビススのの充充実実  

      高高齢齢者者がが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで安安心心ししてて自自立立ししたた生生活活をを送送るるここととががででききるるよようう、、配配食食、、

外外出出支支援援ななどどのの在在宅宅福福祉祉ササーービビススをを提提供供すするるととととももにに、、緊緊急急通通報報装装置置にによよるるひひととりり

暮暮ららしし高高齢齢者者等等のの緊緊急急時時のの連連絡絡・・支支援援体体制制をを整整備備ししたたほほかか、、地地域域住住民民にによよるる見見守守りり

支支援援ななどどにに取取りり組組みみままししたた。。  

      高高齢齢者者ののニニーーズズがが複複雑雑化化・・多多様様化化すするる中中、、地地域域ににおおけけるる課課題題やや資資源源をを把把握握しし、、地地

域域のの実実情情にに応応じじてて、、行行政政だだけけででははななくく地地域域住住民民がが主主体体ととななりり、、必必要要ななササーービビススのの提提

供供がが行行ええるる体体制制のの構構築築がが必必要要でですす。。  

  

 ②②  居居住住すするる場場のの確確保保  

      高高齢齢者者のの生生活活ニニーーズズににああっったた住住ままいいがが提提供供さされれるるよようう情情報報提提供供すするるととととももにに、、軽軽

費費老老人人ホホーームムやや養養護護老老人人ホホーームムへへのの入入所所をを支支援援ししままししたた。。  

      高高齢齢者者がが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで、、安安心心ししてて暮暮ららしし続続けけるるたためめにに、、ニニーーズズににああっったた住住まま

いいのの支支援援やや、、居居住住のの場場をを確確保保すするるここととがが必必要要でですす。。  

24



第第２２章章  市市のの現現状状とと課課題題  

25 

  

⑶⑶  包包括括的的なな支支援援体体制制のの充充実実  

  

指指  標標  名名 
実実    績績 見見込込みみ  

平平成成3300年年度度 令令和和元元年年度度  令令和和22年年度度

認認知知症症ササポポーータターー数数((人人))  1144,,335599 1155,,996611  1166,,550000

生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターー数数((人人))  22 22  22

  

 ①①  在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携のの推推進進  

      在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進ココーーデディィネネーータターーのの配配置置やや、、地地域域のの医医療療機機関関・・介介護護ササーー

ビビスス事事業業所所をを記記載載ししたた在在宅宅医医療療ママッッププのの作作成成、、多多職職種種連連携携研研修修会会のの開開催催、、在在宅宅医医

療療・・介介護護連連携携にに関関すするる市市民民公公開開講講座座のの開開催催等等にに取取りり組組みみままししたた。。  

      市市民民のの在在宅宅医医療療へへのの関関心心ははままだだ浅浅くく、、在在宅宅医医療療のの理理解解をを深深めめるる機機会会ととししてて、、今今後後

もも、、地地域域ででのの市市民民公公開開講講座座のの開開催催、、健健康康教教育育やや広広報報啓啓発発ななどど行行ううここととがが必必要要でですす。。  

  

  ②②  認認知知症症施施策策のの推推進進  

      認認知知症症ササポポーートト医医やや看看護護師師、、社社会会福福祉祉士士のの専専門門ススタタッッフフでで構構成成さされれたた認認知知症症初初期期

集集中中支支援援チチーームムのの設設置置、、認認知知症症疾疾患患医医療療セセンンタターーややかかかかりりつつけけ医医ととのの連連携携、、認認知知症症

のの高高齢齢者者ととそそのの家家族族をを支支ええるる認認知知症症ササポポーータターー養養成成講講座座のの開開催催、、若若年年性性認認知知症症のの人人

をを対対象象ににししたた認認知知症症カカフフェェのの充充実実ななどど、、認認知知症症のの人人をを地地域域全全体体でで支支ええるるままちちづづくくりり

にに取取りり組組みみままししたた。。  

      認認知知症症のの人人がが、、必必要要なな介介護護ササーービビススをを受受けけななががらら日日常常生生活活をを過過ごごすすここととががででききるる

よよううにに、、認認知知症症初初期期集集中中支支援援チチーームム、、認認知知症症ササポポーータターー養養成成講講座座、、地地域域ボボラランンテティィ

アアをを養養成成すするる認認知知症症ササポポーータターースステテッッププアアッッププ講講座座、、認認知知症症カカフフェェのの更更ななるる充充実実なな

どど、、今今後後もも、、認認知知症症のの人人ややそそのの家家族族へへのの支支援援、、地地域域でで支支ええ合合うう体体制制づづくくりりがが必必要要でで

すす。。  

  

 ③③  生生活活支支援援体体制制のの整整備備  

      地地域域ののボボラランンテティィアアややＮＮＰＰＯＯ等等がが、、地地域域のの高高齢齢者者にに対対しし、、多多様様なな生生活活支支援援ササーービビ

ススをを提提供供ででききるるよようう、、地地域域にに不不足足すするるササーービビススのの把把握握やや、、ササーービビススのの担担いい手手のの養養成成

等等をを行行うう生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターーをを配配置置ししままししたた。。  

      生生活活支支援援体体制制のの整整備備ははままだだ十十分分ででははななくく、、地地域域のの生生活活支支援援ササーービビススののニニーーズズやや、、

不不足足ししてていいるるササーービビススのの把把握握をを進進めめるるととととももにに、、高高齢齢者者もも生生活活支支援援のの担担いい手手ととししてて

社社会会参参加加ででききるるよよううにに生生活活支支援援体体制制のの整整備備をを進進めめるるここととがが必必要要でですす。。  
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 ④④  地地域域包包括括支支援援セセンンタターーのの強強化化  

      地地域域住住民民のの心心身身のの健健康康のの保保持持及及びび生生活活のの安安定定ののたためめにに必必要要なな援援助助をを行行ううここととにに

よよりり、、保保健健医医療療のの向向上上及及びび福福祉祉のの増増進進をを包包括括的的にに支支援援すするるここととをを目目的的ととすするる地地域域包包

括括支支援援セセンンタターーはは、、市市直直営営11チチーームムののほほかか、、大大垣垣市市社社会会福福祉祉協協議議会会44チチーームム、、大大垣垣市市

社社会会福福祉祉事事業業団団22チチーームムでで各各担担当当地地域域をを受受けけ持持ちち、、保保健健師師・・社社会会福福祉祉士士・・主主任任介介護護

支支援援専専門門員員等等のの専専門門職職にに加加ええ、、事事務務職職をを配配置置しし、、効効果果的的・・効効率率的的なな支支援援体体制制のの整整備備

にに努努めめままししたた。。  

      高高齢齢者者人人口口のの増増加加やや生生活活環環境境がが変変化化ししてていいくく中中でで、、高高齢齢者者世世帯帯がが抱抱ええるる問問題題はは複複

雑雑化化・・複複合合化化ししててききてておおりり、、要要介介護護者者等等をを支支ええるるネネッットトワワーーククのの構構築築ののほほかか、、ききめめ

細細かかなな支支援援体体制制をを整整備備すするるたためめ、、業業務務状状況況のの分分析析・・評評価価をを行行いい、、地地域域包包括括支支援援セセンン

タターーのの機機能能強強化化をを図図るるここととがが必必要要でですす。。  

  

 ⑤⑤  介介護護ササーービビススのの質質のの確確保保及及びび向向上上  

      高高齢齢者者がが安安心心ししてて介介護護ササーービビススをを利利用用でできき、、介介護護ササーービビスス事事業業者者がが高高齢齢者者ににととっっ

てて必必要要なな介介護護ササーービビススをを持持続続的的にに提提供供ででききるるよようう、、介介護護給給付付等等のの適適正正化化ななどどにに取取りり

組組みみままししたた。。  

      高高齢齢化化がが進進みみ、、介介護護ササーービビススのの利利用用者者数数がが増増加加ししてていいくく中中でで、、適適切切なな介介護護ササーービビ

ススのの提提供供、、介介護護人人材材のの確確保保ななどど、、今今後後もも、、介介護護保保険険制制度度のの持持続続可可能能性性をを確確保保すするるここ

ととがが必必要要でですす。。  

  

 ⑥⑥  地地域域共共生生社社会会のの実実現現  

      保保健健・・福福祉祉・・介介護護にに関関すするる専専門門的的なな相相談談ががででききるる総総合合相相談談窓窓口口をを設設置置しし、、包包括括的的

なな相相談談窓窓口口のの充充実実にに取取りり組組みみままししたた。。  

      医医療療・・介介護護ニニーーズズののみみななららずず、、多多様様化化すするる社社会会ににおおいいてて、、個個人人やや世世帯帯のの抱抱ええるる複複

合合的的なな課課題題のの解解決決にに向向けけたた横横断断的的なな組組織織体体制制のの構構築築がが必必要要でですす。。  

  

⑷⑷  介介護護ササーービビスス基基盤盤整整備備  

    第第77期期計計画画にに基基づづきき、、次次ののととおおりり介介護護ササーービビスス基基盤盤をを整整備備ししままししたた。。  

      ・・介介護護老老人人福福祉祉施施設設（（特特別別養養護護老老人人ホホーームム））                    6600床床  

          ※※  特特別別養養護護老老人人ホホーームム併併設設のの既既存存老老人人短短期期入入所所施施設設かかららのの転転換換分分  

      ・・認認知知症症対対応応型型共共同同生生活活介介護護（（ググルルーーププホホーームム））        11施施設設  1188床床  

      ・・特特定定施施設設入入居居者者生生活活介介護護（（介介護護付付きき有有料料老老人人ホホーームム））          4466床床  

          ※※  既既存存有有料料老老人人ホホーームムのの特特定定施施設設入入居居者者生生活活介介護護のの新新規規指指定定分分  

      ・・看看護護小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護                        11施施設設  

    第第88期期計計画画ににおおいいててもも、、本本市市のの介介護護給給付付やや要要介介護護認認定定者者等等のの状状況況をを踏踏ままええ、、提提供供すす

るるササーービビススのの種種類類やや量量をを見見込込みみ、、介介護護ササーービビスス基基盤盤整整備備をを進進めめまますす。。  
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第第３３章章    計計画画のの基基本本的的なな考考ええ方方  

  

１１  計計画画のの基基本本理理念念  

  

 水水とと緑緑ののああふふれれるる「「高高齢齢者者ににややささししいいままちち大大垣垣」」  
  

  本本計計画画でではは、、美美ししいい「「水水都都」」がが豊豊かかなな自自然然、、ややすすららかかささ、、そそししてて暮暮ららししややすすささをを有有しし

てていいるるとといいうう事事実実をを改改めめてて見見つつめめ直直しし、、そそううししたた環環境境のの中中ででここそそ育育むむここととののででききるる「「高高

齢齢者者ににややささししいいままちち大大垣垣」」のの実実現現にに向向けけてて、、更更ななるる取取組組をを行行っってていいくくここととをを目目指指ししまますす。。  

  

  

２２  計計画画のの基基本本目目標標  

  

 誰誰ももがが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで生生ききががいいをを持持ちち安安心心ししてて暮暮ららせせるる社社会会のの実実現現  
  

  高高齢齢期期をを迎迎ええててもも誰誰ももがが、、ででききるる限限りり要要介介護護・・要要支支援援状状態態ににななららずず、、健健康康ででいいききいいきき

ととししたた暮暮ららししがが持持続続ででききるるよよううににすするるここととがが大大切切でですす。。ままたた、、要要介介護護やや要要支支援援状状態態ににななっっ

たたととししててもも住住みみ慣慣れれたた地地域域でで持持続続的的にに生生活活をを送送るるここととががででききるるよよううににししてていいくくここととがが重重

要要でですす。。  

  本本市市でではは、、市市民民・・行行政政・・関関係係団団体体・・介介護護ササーービビスス事事業業者者・・医医療療機機関関等等ががそそれれぞぞれれのの役役

割割をを発発揮揮しし、、医医療療・・福福祉祉・・保保健健のの連連携携をを図図りり、、高高齢齢者者をを地地域域全全体体でで支支ええ、、自自立立ししたた日日常常

生生活活のの支支援援をを包包括括的的にに確確保保すするる「「地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム」」のの推推進進をを目目指指ししまますす。。  
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３３  計計画画のの基基本本施施策策  

  

⑴⑴ 健健ややかかでで生生ききががいいののああるる生生活活のの実実現現 

  

  

    高高齢齢者者一一人人ひひととりりがが、、住住みみ慣慣れれたた地地域域でで豊豊かかなな生生活活をを送送るるたためめににはは、、健健康康状状態態をを維維

持持しし、、生生ききががいいをを持持つつここととがが大大切切でですす。。健健康康づづくくりりやや介介護護予予防防事事業業ななどどをを通通じじてて健健康康

にに対対すするる意意識識をを高高めめてていいくく環環境境づづくくりりやや、、自自分分のの能能力力をを生生かかしし、、積積極極的的・・意意欲欲的的にに社社

会会参参加加ででききるる体体制制づづくくりりをを推推進進ししてていいききまますす。。  

  

  

⑵⑵ 自自立立ししたた安安全全・・安安心心なな生生活活のの支支援援 

                                              

  

    ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者やや高高齢齢者者ののみみのの世世帯帯はは増増加加ししてておおりり、、高高齢齢者者がが安安心心ししてて自自立立しし

たた生生活活をを送送るるここととががででききるるよようう、、見見守守りり事事業業やや生生活活支支援援事事業業をを充充実実すするる必必要要ががあありりまま

すす。。高高齢齢者者がが安安心心ししてて暮暮ららしし続続けけるるたためめ、、生生活活のの基基盤盤ででああるる住住ままいいのの確確保保とと高高齢齢者者のの

安安全全・・安安心心なな生生活活をを支支援援ししてていいききまますす。。  

  

  

⑶⑶ 包包括括的的なな支支援援体体制制のの充充実実 

          

  

    高高齢齢者者のの急急速速なな増増加加にに伴伴いい、、ケケアアののあありり方方やや支支援援方方法法ななどど、、そそれれぞぞれれのの高高齢齢者者のの特特

性性にに適適ししたた対対応応がが必必要要ととななりりまますす。。高高齢齢者者がが可可能能なな限限りり住住みみ慣慣れれたた地地域域ででそそのの有有すするる

能能力力にに応応じじてて自自立立ししたた日日常常生生活活がが送送れれるるよようう、、地地域域医医療療とと介介護護ササーービビススのの連連携携、、認認知知

症症施施策策のの推推進進、、生生活活支支援援体体制制のの整整備備、、地地域域ケケアア会会議議のの開開催催ななどど地地域域全全体体でで高高齢齢者者をを支支

ええるる仕仕組組みみづづくくりりをを進進めめまますす。。  

  

  

アアイイココンンはは、、ＳＳＤＤＧＧｓｓ（（33 頁頁参参照照））ののううちち、、  
基基本本施施策策にに関関連連すするるももののをを示示ししてていいまますす。。  
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４４  施施策策のの体体系系  

  

基基本本理理念念  水水とと緑緑ののああふふれれるる「「高高齢齢者者ににややささししいいままちち大大垣垣」」  

                    

                    

    
基基本本目目標標  

誰誰ももがが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで  

生生ききががいいをを持持ちち安安心心ししてて暮暮ららせせるる社社会会のの実実現現      

      

      

    ▽▽  基基本本施施策策（（33））  

            ▽▽  施施策策（（1133））  

              ▽▽  主主要要事事業業（（4455））  

                  

    
⑴⑴  健健ややかかでで生生ききががいいののああるる生生活活のの実実現現  

    

                

            
①①  一一般般介介護護予予防防事事業業

のの推推進進  

11））介介護護予予防防ににつつななげげるる実実態態把把握握  

22））介介護護予予防防のの普普及及啓啓発発  

33））地地域域介介護護予予防防活活動動のの支支援援  

44））一一般般介介護護予予防防事事業業のの評評価価  

55））地地域域リリハハビビリリテテーーシショョンン活活動動のの支支援援  
            

                  

            
②②  介介護護予予防防・・生生活活支支

援援ササーービビススのの充充実実  

11））訪訪問問型型ササーービビススのの充充実実  

22））通通所所型型ササーービビススのの充充実実  

33））生生活活支支援援ササーービビススのの充充実実  

44））介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントト  
            

                              

            

③③  社社会会参参加加のの促促進進  

11））老老人人ククララブブ活活動動のの支支援援  

22））運運動動・・ススポポーーツツ活活動動のの推推進進  

33））文文化化・・レレククリリエエーーシショョンン活活動動のの推推進進  

44））就就労労のの支支援援  

55））敬敬老老祝祝賀賀事事業業のの実実施施  
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⑵⑵  自自立立ししたた安安全全・・安安心心なな生生活活のの支支援援  

    

                

            

①①  在在宅宅生生活活のの支支援援  

11））ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者等等をを支支援援すするるササーービビ

ススのの充充実実  

22））住住みみ慣慣れれたた家家ででのの生生活活をを支支援援すするるササーービビ

ススのの充充実実  
            

                              

            

②②  居居住住すするる場場のの確確保保

11））軽軽費費老老人人ホホーームム・・養養護護老老人人ホホーームムへへのの入入

所所支支援援  

22））在在宅宅のの居居住住環環境境のの整整備備  

33））住住ままいいにに関関すするる情情報報提提供供  
            

                              

                              

    
⑶⑶  包包括括的的なな支支援援体体制制のの充充実実  

    

                

            

①①  在在宅宅医医療療・・介介護護連連

携携のの推推進進  

11））在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進ココーーデディィネネーー

タターーのの配配置置  

22））地地域域のの医医療療・・介介護護ササーービビスス資資源源のの把把握握  

33））在在宅宅医医療療・・介介護護のの提提供供体体制制のの構構築築・・推推進進  

44））医医療療・・介介護護関関係係者者のの研研修修のの充充実実  

55））地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発  

            

                              

            

②②  認認知知症症施施策策のの推推進進

11））認認知知症症にに関関すするる普普及及啓啓発発及及びび予予防防のの推推進進  

22））医医療療・・ケケアア・・介介護護ササーービビスス・・介介護護者者へへのの

支支援援  

33））認認知知症症ババリリアアフフリリーーのの推推進進・・社社会会参参加加へへ

のの支支援援  
            

                

            ③③  生生活活支支援援体体制制のの整整

備備  
11））生生活活支支援援体体制制のの整整備備  
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④④  地地域域包包括括支支援援セセンン

タターーのの強強化化  

11））介介護護予予防防支支援援事事業業／／介介護護予予防防ケケアアママネネジジ

メメンントト事事業業  

22））総総合合相相談談支支援援事事業業／／権権利利擁擁護護事事業業  

33））包包括括的的・・継継続続的的ケケアアママネネジジメメンントト支支援援事事

業業  

44））地地域域ケケアア会会議議のの推推進進  

            

                

            
⑤⑤  介介護護ササーービビススのの質質

のの確確保保及及びび向向上上  

11））介介護護給給付付等等のの適適正正化化  

22））地地域域密密着着型型ササーービビスス事事業業者者等等のの指指定定  

33））介介護護ササーービビスス相相談談員員のの派派遣遣  

44））事事業業者者相相互互間間のの連連携携  

55））福福祉祉ササーービビススのの第第三三者者評評価価  
            

                

            
⑥⑥  人人材材のの確確保保及及びび業業

務務のの効効率率化化  

11））人人材材確確保保のの支支援援  

22））介介護護現現場場革革新新  

33））介介護護現現場場ののイイメメーージジ刷刷新新  

44））文文書書負負担担軽軽減減  
            

                

            ⑦⑦  災災害害・・感感染染症症対対策策

のの推推進進  

11））災災害害へへのの対対応応強強化化  

22））感感染染症症へへのの対対応応強強化化              

                

            ⑧⑧  地地域域共共生生社社会会のの実実

現現  

11））包包括括的的なな支支援援体体制制のの構構築築  

22））共共生生型型ササーービビススのの普普及及              
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５５  日日常常生生活活圏圏域域のの設設定定  

  

    地地域域間間のの交交流流やや結結びびつつきき、、高高齢齢者者人人口口のの分分布布ななどどをを考考慮慮しし、、77つつのの日日常常生生活活圏圏域域をを設設

定定ししまますす。。  

  

圏圏  域域  名名  対対 象象 区区 域域  

①①  中中央央  興興文文、、東東、、西西、、南南  

②②  北北  北北、、中中川川  

③③  東東・・墨墨俣俣  和和合合、、三三城城、、墨墨俣俣  

④④  北北西西  宇宇留留生生、、赤赤坂坂、、青青墓墓  

⑤⑤  西西  南南杭杭瀬瀬、、日日新新、、静静里里、、綾綾里里、、荒荒崎崎  

⑥⑥  上上石石津津  上上石石津津  

⑦⑦  東東南南  安安井井、、洲洲本本、、浅浅草草、、川川並並  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

上石津 

⑥ 

浅草

日新
洲本

⑦

川並

安井

南杭瀬

綾里 

荒崎 

静里 

⑤ 

宇留生 

青墓 

④ 
赤坂

中川

②

和合

三城③
①

墨俣 
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第第４４章章    基基本本施施策策のの具具体体的的取取組組  

  

  本本計計画画のの基基本本施施策策をを推推進進すするるたためめ、、次次ののととおおりり具具体体的的取取組組をを実実行行すするるととととももにに、、ここ

れれららのの取取組組そそのの他他介介護護保保険険制制度度ににつついいてて、、広広報報、、介介護護ササーービビスス情情報報公公表表シシスステテムムにによよ

るる情情報報発発信信ななどどにによよりり、、周周知知にに努努めめまますす。。  

  

１１  健健ややかかでで生生ききががいいののああるる生生活活のの実実現現  

  

⑴⑴  一一般般介介護護予予防防事事業業のの推推進進  

    介介護護予予防防及及びび自自立立ししたた日日常常生生活活のの支支援援をを総総合合的的、、一一体体的的にに実実施施すするる介介護護予予防防・・日日

常常生生活活支支援援総総合合事事業業（（以以下下「「総総合合事事業業」」））でではは、、地地域域のの実実情情にに応応じじてて、、市市民民ややＮＮＰＰＯＯ

ななどどのの様様々々なな主主体体がが参参加加しし、、多多様様ななササーービビススをを充充実実ささせせるるここととでで、、地地域域のの支支ええ合合いい

体体制制づづくくりりをを推推進進ししてていいまますす。。  

    総総合合事事業業のの主主要要事事業業のの一一つつででああるる一一般般介介護護予予防防事事業業でではは、、高高齢齢者者がが健健康康なな生生活活をを

送送るるここととががでできき、、要要介介護護・・要要支支援援状状態態ににななららなないいよようう、、転転倒倒予予防防やや認認知知症症予予防防ななどど

高高齢齢者者本本人人へへのの働働ききかかけけだだけけででななくく、、地地域域づづくくりりななどど高高齢齢者者をを取取りり巻巻くく環環境境へへのの働働

ききかかけけもも求求めめらられれてていいまますす。。  

 

 

 ①①  介介護護予予防防ににつつななげげるる実実態態把把握握                                                

  ◇◇  事事業業内内容容  

        保保健健・・医医療療・・福福祉祉そそのの他他のの関関係係部部門門がが連連携携しし、、要要介介護護・・要要支支援援状状態態ととななるる可可

能能性性がが高高いいとと考考ええらられれるる高高齢齢者者のの実実態態をを把把握握しし、、介介護護予予防防活活動動へへつつななげげてていいきき

まますす。。  

  

  

  ②②  介介護護予予防防のの普普及及啓啓発発                                                        

  ◇◇  事事業業内内容容  

        要要介介護護認認定定者者をを対対象象にに実実施施ししたたアアンンケケーートト調調査査ににおおいいてて、、介介護護がが必必要要ととななっっ

たた主主なな原原因因のの上上位位はは、、認認知知症症やや骨骨折折・・転転倒倒にによよるるももののででししたた。。  

ここううししたた傾傾向向をを踏踏ままええ、、地地域域全全体体でで介介護護予予防防にに関関すするる知知識識ととそそのの重重要要性性ににつついい

ててのの認認識識をを普普及及すするるたためめ、、介介護護予予防防教教室室開開催催事事業業、、健健康康教教育育事事業業ななどどをを行行いいまますす。。  
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教教室室・・講講座座等等  内内              容容  

介介護護予予防防教教室室  

一一人人ひひととりりがが高高齢齢期期をを健健康康にに生生活活ででききるるよよううにに、、高高齢齢期期にに起起ここりりやや

すすいい疾疾病病ややそそのの予予防防ににつついいててのの知知識識をを普普及及すするるととととももにに、、高高齢齢者者のの

閉閉じじここももりり防防止止、、生生ききががいいづづくくりりにに役役立立たたせせるるたためめにに実実施施ししまますす。。

体体ぴぴんんぴぴんん教教室室  

要要介介護護状状態態にに陥陥ららなないいよようう、、老老化化にによよるる筋筋力力のの低低下下やや骨骨折折・・転転倒倒をを

防防ぐぐ運運動動のの実実技技とと学学習習をを継継続続的的にに行行いい、、無無理理ななくく運運動動をを続続けけらられれるる

よようう支支援援ししまますす。。  

笑笑・・話話・・歯歯動動場場
わ っ は っ は ど う じ ょ う

  

地地域域のの方方がが楽楽ししくく集集ままりり、、話話やや体体操操をを行行うう場場をを定定期期的的にに開開催催しし、、閉閉

じじここももりり・・認認知知症症予予防防やや健健康康のの保保持持増増進進・・情情報報交交換換をを目目的的ととししてて実実

施施ししまますす。。  

ふふれれああいい料料理理教教室室  

介介護護予予防防にに関関すするる正正ししいい知知識識をを学学びび、、早早期期かからら食食生生活活をを見見直直しし、、低低

栄栄養養予予防防ににつつななげげるるここととにによよりり、、要要介介護護状状態態ににななららなないい生生活活習習慣慣のの

普普及及にに努努めめまますす。。  

健健康康教教育育  

老老人人ククララブブやや各各地地域域ののいいききいいききササロロンン、、市市民民活活動動推推進進課課のの出出前前講講座座

等等のの依依頼頼をを受受けけ、、生生活活習習慣慣病病のの予予防防及及びび要要介介護護状状態態ににななるるここととのの予予

防防等等ににつついいてて、、正正ししいい知知識識のの普普及及をを行行ううここととにによよりり、、「「自自ららのの健健康康

はは自自ららがが守守るる」」とといいうう意意識識をを啓啓発発ししまますす。。  

  
上上石石津津高高齢齢者者地地域域

づづくくりりププラランン  

高高齢齢化化率率のの高高いい上上石石津津地地域域ににおおいいてて、、巡巡回回健健康康相相談談、、訪訪問問活活動動ななどど

をを行行いい、、各各種種活活動動をを通通じじてて、、高高齢齢期期のの健健康康づづくくりりにに取取りり組組むむ地地域域づづ

くくりりをを推推進進ししまますす。。  

シシルルババーーリリハハビビリリ  

体体操操指指導導士士養養成成講講座座

主主なな骨骨、、関関節節、、筋筋肉肉等等のの働働ききやや動動作作学学、、障障ががいい学学にに基基づづいいたた体体操操をを

市市民民がが習習得得しし、、住住民民主主体体のの活活動動のの中中でで、、介介護護予予防防のの普普及及活活動動やや運運動動

指指導導ななどどをを行行うう人人材材をを養養成成ししまますす。。  
    

区区        分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度 令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度  令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

介介 護護 予予 防防  

教教 室室  

実実施施回回数数 ((回回 ))  7799 7744 4488 7799  7799  7799

延延べべ参参加加者者数数((人人))  22,,110033 22,,006644 885500 22,,000000  22,,000000  22,,000000

体体ぴぴんんぴぴんん  

教教 室室  

実実施施回回数数 ((回回 ))  1122 2233 66 2211  2211  2211

延延べべ参参加加者者数数((人人))  113300 338811 4400 112266  112266  112266

笑笑・・話話・・歯歯  

動動 場場  

実実施施回回数数 ((回回 ))  220044 118866 115522 220044  220044  220044

延延べべ参参加加者者数数((人人))  44,,557799 33,,993311 22,,660000 33,,550000  44,,220000  44,,220000

ふふ れれ ああ いい  

料料 理理 教教 室室  

実実施施回回数数 ((回回 ))  2200 2200 －－ 1199  1199  1199

延延べべ参参加加者者数数((人人))  229944 229900 －－ 227755  227755  227755

健健康康教教育育((注注))  
実実施施回回数数 ((回回 ))  442299 334422 110000 112255  440000  440000

延延べべ参参加加者者数数((人人))  77,,883333 55,,884477 11,,770000 22,,000000  66,,880000  66,,880000

上上石石津津高高齢齢者者  
地地 域域 づづ くく りり  
ププ ララ ンン  

実実施施回回数数 ((回回 ))  6655 5588 4466 7733  7733  7733

延延べべ参参加加者者数数((人人))  886622 770044 661100 992200  992200  992200

シシルルババーーリリハハ  
ビビリリ体体操操指指導導  
士士 養養 成成 講講 座座  

実実施施回回数数 ((回回 ))  －－ －－ 1100 1100  1100  1100

延延べべ参参加加者者数数((人人))  －－ －－ 220000 220000  220000  220000

（（注注））健健康康教教育育ににはは上上石石津津高高齢齢者者地地域域づづくくりりププラランンをを含含むむ  

※※新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大防防止止ののたためめ令令和和22年年度度ののふふれれああいい料料理理教教室室はは中中止止
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  ③③  地地域域介介護護予予防防活活動動のの支支援援                                                    

  ◇◇  事事業業内内容容  

        高高齢齢者者自自ららがが活活動動のの場場をを設設けけ、、誰誰ででもも参参加加すするるここととののででききるる介介護護予予防防事事業業のの

地地域域展展開開をを目目指指しし、、地地域域ににおおけけるる住住民民主主体体のの介介護護予予防防活活動動にに対対すするる補補助助金金のの交交

付付そそのの他他のの支支援援をを行行いいまますす。。  

  

  

  ④④  一一般般介介護護予予防防事事業業のの評評価価                                                      

  ◇◇  事事業業内内容容  

        介介護護保保険険事事業業計計画画にに定定めめるる目目標標値値のの達達成成状状況況等等のの検検証証をを行行いい、、一一般般介介護護予予防防

事事業業のの事事業業評評価価をを行行いいまますす。。  

  

  

  ⑤⑤  地地域域リリハハビビリリテテーーシショョンン活活動動のの支支援援                                          

  ◇◇  事事業業内内容容  

        地地域域ににおおけけるる介介護護予予防防のの取取組組をを推推進進すするるたためめ、、地地域域ケケアア会会議議、、住住民民主主体体のの介介

護護予予防防活活動動のの場場へへののリリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門職職等等のの派派遣遣をを行行いい、、自自立立支支援援のの意意

識識づづけけ、、高高齢齢者者のの状状態態把把握握、、介介護護予予防防活活動動のの継継続続支支援援をを実実施施ししまますす。。  

  

  

◎◎  施施策策のの方方向向  

    高高齢齢者者がが要要介介護護・・要要支支援援状状態態ににななららずず、、豊豊かかなな生生活活をを送送るるたためめににはは、、日日常常生生活活のの

中中でで自自らら介介護護予予防防にに取取りり組組みみ、、継継続続ででききるるよようう支支援援すするる仕仕組組みみをを構構築築すするるここととがが重重

要要でですす。。  

    介介護護予予防防にに関関すするる知知識識をを普普及及啓啓発発すするる教教室室等等をを開開催催すするるととととももにに、、地地域域ででのの介介護護

予予防防にに取取りり組組むむ人人材材育育成成をを図図りり、、市市民民自自らら継継続続ししてて介介護護予予防防にに取取りり組組むむ事事業業をを推推進進

ししまますす。。  

    ままたた、、効効果果的的なな介介護護予予防防のの推推進進ののたためめ、、個個人人情情報報にに配配慮慮ししたたデデーータタのの活活用用やや、、医医

療療保保険険制制度度ににおおけけるる保保健健事事業業（（特特定定健健康康診診査査等等））とと介介護護予予防防事事業業のの一一体体的的なな実実施施にに

取取りり組組みみまますす。。  
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⑵⑵  介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビススのの充充実実  

    総総合合事事業業のの主主要要事事業業のの一一つつででああるる介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス事事業業でではは、、要要支支援援

認認定定をを受受けけたた人人やや基基本本チチェェッッククリリスストト※※11でで該該当当ととさされれたた人人をを対対象象にに、、介介護護予予防防ケケアアママ

ネネジジメメンントトののももとと、、訪訪問問型型ササーービビススやや通通所所型型ササーービビススそそのの他他のの生生活活支支援援ササーービビススをを

提提供供ししまますす。。  

 

 

 ①①  訪訪問問型型ササーービビススのの充充実実                                                      

  ◇◇  事事業業内内容容  

        要要支支援援者者等等にに対対しし、、掃掃除除、、洗洗濯濯等等のの日日常常生生活活上上のの支支援援をを提提供供すするるももののでで、、従従

前前のの介介護護予予防防訪訪問問介介護護にに相相当当すするるももののとと、、そそれれ以以外外のの多多様様ななササーービビススががあありりまま

すす。。ササーービビスス提提供供事事業業者者のの募募集集ににつついいててホホーームムペペーージジななどどにによよりり周周知知しし、、参参入入

促促進進をを図図りりまますす。。  

            

区区  分分  
従従前前のの介介護護  
予予防防訪訪問問介介護護  

多多様様ななササーービビスス  

種種  別別  訪訪問問介介護護  
訪訪問問型型ササーー
ビビススAA  ((緩緩和和
ししたた基基準準))  

訪訪問問型型ササーー
ビビススBB  ((住住民民
主主体体))  

訪訪問問型型ササーー
ビビススCC  ((短短期期
集集中中))  

訪訪問問型型ササーー
ビビススDD  ((移移動動
支支援援))  

内内  容容  

訪訪問問介介護護員員にに
よよ るる 身身 体体 介介
護護、、生生活活援援助助  

生生活活援援助助等等  住住民民主主体体のの
自自主主活活動動とと
ししてて行行うう生生
活活援援助助等等  

保保健健師師等等にに
よよるる居居宅宅でで
のの相相談談指指導導
等等  

移移送送前前後後のの
生生活活支支援援  

      

区区        分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度 令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度  令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

訪訪 問問 介介 護護  

件件 数数 (( 件件 ))  55,,115566 55,,224444 55,,223355 55,,449966  55,,555500  55,,660033

事事業業費費((千千円円))  8866,,882266 7788,,446677 7788,,446688 8822,,558899  8833,,339999  8844,,119966

事事業業所所数数((所所))  4455 4466 4466 4477  4488  4499

訪訪 問問 型型  

ササ ーー ビビ スス AA  

件件 数数 (( 件件 ))  －－ －－ －－ 224400  224400  224400

事事業業費費((千千円円))  －－ －－ －－ 995511  995511  995511

事事業業所所数数((所所))  22 44 44 44  44  44

訪訪 問問 型型  

ササ ーー ビビ スス BB  

件件 数数 (( 件件 ))  －－ －－ －－ 6600  112200  112200

事事業業費費((千千円円))  －－ －－ －－ 112200  220000  220000

事事業業所所数数((所所))  －－ －－ －－ 11  22  22

（（事事業業所所数数はは各各年年度度末末現現在在））  

  
■ 用語解説   

※※11  基基本本チチェェッッククリリスストト  生生活活のの困困りりごごとと等等のの相相談談ををししたた方方にに対対ししてて実実施施しし、、本本人人のの状状況況

をを確確認認すするるここととでで必必要要ななササーービビススのの区区分分（（一一般般介介護護予予防防、、介介護護

予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス、、介介護護保保険険ササーービビススななどど））をを判判断断すするる

ツツーールル  
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  ②②  通通所所型型ササーービビススのの充充実実                                                      

  ◇◇  事事業業内内容容  

        要要支支援援者者等等にに対対しし、、機機能能訓訓練練やや集集いいのの場場ななどど日日常常生生活活上上のの支支援援をを提提供供すするるもも

ののでで、、従従前前のの介介護護予予防防通通所所介介護護にに相相当当すするるももののとと、、そそれれ以以外外のの多多様様ななササーービビスス

ががあありりまますす。。ササーービビスス提提供供事事業業者者のの募募集集ににつついいててホホーームムペペーージジななどどにによよりり周周知知

しし、、参参入入促促進進をを図図りりまますす。。  

          

区区  分分  
従従前前のの介介護護  
予予防防通通所所介介護護  

多多様様ななササーービビスス  

種種  別別  通通所所介介護護  
通通所所型型ササーービビスス
AA  ((緩緩和和ししたた基基
準準))  

通通所所型型ササーービビスス
BB  ((住住民民主主体体))  

通通所所型型ササーービビスス
CC  ((短短期期集集中中))  

内内  容容  

通通所所介介護護とと同同様様
ののササーービビスス  
生生活活機機能能向向上上のの
たためめのの機機能能訓訓練練  

ミミニニデデイイササーービビ
スス  
運運 動動 ・・ レレ クク リリ
エエーーシショョンン等等  

体体操操、、運運動動等等のの
活活動動ななどど、、自自主主
的的なな通通いいのの場場  

生生活活機機能能をを改改善善
すするるたためめのの運運動動
器器のの機機能能向向上上やや
栄栄養養改改善善等等ののププ
ロロググララムム  

      

区区        分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度 令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度  令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

通通 所所 介介 護護  

件件 数数 (( 件件 ))  88,,442200 88,,886611 88,,887700 99,,115566  99,,777799  1100,,226688

事事業業費費((千千円円))  221133,,004444 118899,,002266 119933,,110000 119955,,226611  222244,,992211  223366,,116677

事事業業所所数数((所所))  7788 7788 7788 7788  7788  7788

通通 所所 型型  

ササ ーー ビビ スス BB  

件件 数数 (( 件件 ))  7722 7722 114444 114444  114444  114444

事事業業費費((千千円円))  117755 331155 552288 552288  552288  552288

事事業業所所数数((所所))  11 11 11 22  22  22

通通 所所 型型  

ササ ーー ビビ スス CC  

件件 数数 (( 件件 ))  112266 6600 112200 114477  114477  114477

事事業業費費((千千円円))  550044 224400 553366 661100  661100  661100

事事業業所所数数((所所))  1100 1100 66 77  88  99

（（事事業業所所数数はは各各年年度度末末現現在在））  
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  ③③  生生活活支支援援ササーービビススのの充充実実                                                    

  ◇◇  事事業業内内容容  

        要要支支援援者者等等にに対対しし、、栄栄養養改改善善をを目目的的ととししたた配配食食ややひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者等等へへのの

見見守守りりをを提提供供ししまますす。。  

            

ササーービビスス別別  内内              容容  

配配食食  
栄栄養養改改善善ややひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者にに対対すするる見見守守りりととととももにに行行うう配配食食

ななどど  

定定期期的的なな安安否否確確認認  

及及びび緊緊急急時時のの対対応応  
住住民民ボボラランンテティィアアななどどがが行行うう訪訪問問にによよるる見見守守りり  

そそのの他他  

訪訪問問型型ササーービビスス、、通通所所型型ササーービビススにに準準じじるる生生活活支支援援でで、、地地域域ににおお

けけるる自自立立ししたた日日常常生生活活のの支支援援にに資資すするるササーービビススととししてて市市町町村村がが定定

めめるる生生活活支支援援  

  

  

  ④④  介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントト                                                

  ◇◇  事事業業内内容容  

        総総合合事事業業にによよるる介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントトはは、、地地域域包包括括支支援援セセンンタターーがが要要支支

援援者者等等にに対対すするるアアセセススメメンントト※※11をを行行いい、、そそのの状状態態やや置置かかれれてていいるる環環境境にに応応じじてて、、

本本人人がが自自立立ししたた生生活活をを送送るるここととががででききるるよよううケケアアププラランンをを作作成成すするるももののでですす。。  

 

 

◎◎  施施策策のの方方向向  

    ササーービビスス利利用用者者がが増増加加傾傾向向ににああるる中中、、従従前前のの介介護護予予防防訪訪問問介介護護とと介介護護予予防防通通所所介介

護護にに相相当当すするるササーービビスス以以外外のの多多様様ななササーービビススのの普普及及をを図図るる必必要要ががあありりまますす。。  

    ままたた、、介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス利利用用者者ににはは、、介介護護予予防防教教室室やや笑笑・・話話・・歯歯動動場場
わ っ は っ は ど う じ ょ う

なな

どど介介護護予予防防のの通通いいのの場場ににつついいてて、、啓啓発発にに努努めめまますす。。  

    掃掃除除やや洗洗濯濯、、買買いい物物ななどどのの生生活活援援助助、、高高齢齢者者のの集集うう場場のの確確保保ななどど、、地地域域のの実実情情にに

応応じじたた多多様様ななササーービビススのの提提供供体体制制をを構構築築すするるたためめ、、市市やや大大垣垣市市社社会会福福祉祉協協議議会会、、ＮＮ

ＰＰＯＯ等等がが連連携携しし、、住住民民主主体体にによよるるササーービビススやや、、緩緩和和ししたた基基準準にによよるるササーービビススのの普普及及

をを図図りりまますす。。  

 

 

 

 

 

■ 用語解説   

※※11  アアセセススメメンントト  利利用用者者がが直直面面ししてていいるる生生活活上上のの問問題題・・課課題題やや状状況況のの本本質質、、原原因因、、

経経過過、、予予測測をを理理解解すするるたためめにに、、必必要要ななササーービビススのの提提供供やや援援助助にに

先先立立っってて行行わわれれるる一一連連のの手手続続きき  
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⑶⑶  社社会会参参加加のの促促進進  

高高齢齢化化がが進進むむ中中、、高高齢齢者者がが医医療療やや介介護護ののササーービビススをを受受けけるるここととななくく、、自自分分ららししくく生生

ききががいいののああるる充充実実ししたた生生活活をを送送るるたためめににはは、、知知識識やや経経験験をを生生かかしし、、社社会会とと関関わわりりなながが

らら力力をを発発揮揮ででききるる場場ををつつくくるるここととがが必必要要でですす。。  

    本本市市でではは、、ここれれままでで、、老老人人ククララブブのの活活動動支支援援やや、、高高齢齢者者をを対対象象ととししたた各各種種イイベベンン

トトのの開開催催、、活活動動場場所所のの提提供供、、就就労労支支援援ななどどをを進進めめててききままししたた。。引引きき続続きき、、高高齢齢者者がが

経経験験・・知知識識・・能能力力ををささららにに発発揮揮でできき、、活活躍躍ででききるるよよううなな活活動動のの支支援援にに努努めめまますす。。  

  

  

  ①①  老老人人ククララブブ活活動動のの支支援援                                                    

  ◇◇  事事業業内内容容  

    老老人人ククララブブはは、、高高齢齢者者のの知知識識やや経経験験をを生生かかしし、、生生ききががいいとと健健康康づづくくりりののたためめ

のの多多様様なな社社会会活活動動をを通通じじてて、、老老後後のの生生活活をを豊豊かかななももののににすするるととととももにに、、ククララブブ

活活動動をを通通じじてて仲仲間間づづくくりりををすするるここととにによよりり、、高高齢齢者者がが孤孤立立すするるここととななくく地地域域でで

支支ええ合合ううたためめのの活活動動母母体体ととししてて大大ききなな役役割割をを果果たたししてていいまますす。。  

        かかががややききククララブブ大大垣垣やや地地区区老老人人ククララブブ等等にに対対しし、、助助成成をを行行ううななどど活活動動をを支支援援

しし、、ククララブブのの育育成成・・活活動動のの活活性性化化をを図図りりまますす。。  

            

区区    分分  
実実      績績  見見  込込  みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

会会 員員 数数 (( 人人 ))  1111,,885555  1111,,443311 1100,,550099 1100,,555599 1100,,660099  1100,,665599

クク ララ ブブ 数数 (( 団団 体体 ))  119988  119922 117799 118811 118833  118855

加加 入入 率率 (( ％％ ))  2222..55  2211..66 1199..88 1199..99 2200..00  2200..00

（（各各年年度度66月月11日日現現在在））  
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  ②②  運運動動・・ススポポーーツツ活活動動のの推推進進                                                

  ◇◇  事事業業内内容容  

       高高齢齢者者のの健健康康のの保保持持増増進進及及びび生生ききががいいづづくくりりをを推推進進すするるたためめ、、かかががややききククララ

ブブ大大垣垣等等がが開開催催すするるウウォォーーキキンンググ大大会会、、軽軽ススポポーーツツ大大会会（（ペペタタンンクク・・ククロロッッケケーー

ゴゴルルフフ・・ググララウウンンドドゴゴルルフフ・・ゲゲーートトボボーールル））、、ニニュューーススポポーーツツ大大会会（（ククロロリリテティィ・・

ママググダダーーツツ））等等をを支支援援しし、、高高齢齢者者のの体体力力づづくくりりやや、、気気軽軽にに楽楽ししめめるるススポポーーツツのの

普普及及にに取取りり組組みみまますす。。  

      

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

ウウォォーーキキンンググ  
大大 会会  

参参 加加

人人 数数
((人人))

551166  448811 118844 228800 338800  448800

軽軽 スス ポポ ーー ツツ  
大大 会会  

660088  666633 336677 447700 557700  666600

ニニ ュュ ーー  
ススポポーーツツ大大会会  

334444  443377 225500 331100 337700  444400

  

  

  ③③  文文化化・・レレククリリエエーーシショョンン活活動動のの推推進進                                        

  ◇◇  事事業業内内容容  

        本本市市でではは、、市市内内在在住住のの6600歳歳以以上上のの方方をを対対象象にに、、健健康康相相談談、、教教養養のの向向上上、、レレクク

リリエエーーシショョンン活活動動等等のの場場をを提提供供すするるたためめ、、老老人人福福祉祉セセンンタターーをを設設置置ししてていいまますす。。

老老人人福福祉祉セセンンタターーににおおいいててはは、、趣趣味味のの教教室室をを開開設設すするるななどど文文化化・・教教養養講講座座のの充充

実実にに取取りり組組むむほほかか、、入入浴浴設設備備やや集集会会室室ななどどをを備備ええ、、高高齢齢者者のの交交流流のの場場ととししてて活活

用用さされれてていいまますす。。ままたた、、豊豊かかでで明明るるいい生生活活をを送送れれるるよようう、、かかががややききククララブブ大大垣垣

等等がが開開催催すするる作作品品展展、、芸芸能能大大会会をを支支援援ししまますす。。  

  

  ＜＜開開所所日日数数（（日日））＞＞  

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

老老人人福福祉祉セセンンタターー 229933  226666 224466 229944 229944  229955

かか たた らら いい ププ ララ ザザ 229933  226688 223355 229933 229944  229955

上上 石石 津津 老老 人人 福福 祉祉
セセ ンン タタ ーー

224466  222211 220055 224433 224444  224455

墨墨 俣俣 老老 人人 福福 祉祉
セセ ンン タタ ーー

224455  222200 220055 224433 224444  224455

※※新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大防防止止ののたためめ令令和和元元年年度度及及びび令令和和22年年度度はは休休館館期期間間あありり  
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  ＜＜延延べべ利利用用者者数数（（人人））＞＞  

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

老老 人人 福福 祉祉  

セセ ンン タタ ーー  

一一般般利利用用  1199,,119922  1177,,229944 55,,000000 99,,770000 1144,,440000  1199,,220000

入入 浴浴  99,,223344  77,,335566 55,,000000 66,,440000 77,,880000  99,,220000

合合 計計  2288,,442266  2244,,665500 1100,,000000 1166,,110000 2222,,220000  2288,,440000

かか たた らら いい  

ププ ララ ザザ  

一一般般利利用用  2211,,008888  1177,,005522 44,,440000 1100,,000000 1155,,660000  2211,,110000

入入 浴浴  99,,443399  77,,997744 44,,440000 66,,110000 77,,880000  99,,440000

合合 計計  3300,,552277  2255,,002266 88,,880000 1166,,110000 2233,,440000  3300,,550000

上上 石石 津津  

老老 人人 福福 祉祉  

セセ ンン タタ ーー  

一一般般利利用用  55,,113399  44,,995522 33,,000000 33,,770000 44,,440000  55,,110000

入入 浴浴  44,,443377  44,,007711 22,,440000 33,,110000 33,,880000  44,,440000

合合 計計  99,,557766  99,,002233 55,,440000 66,,880000 88,,220000  99,,550000

墨墨 俣俣  

老老 人人 福福 祉祉  

セセ ンン タタ ーー  

一一般般利利用用  1122,,112299  1111,,004488 33,,770000 66,,550000 99,,330000  1122,,110000

入入 浴浴  11,,997733  11,,661111 11,,000000 11,,330000 11,,660000  22,,000000

合合 計計  1144,,110022  1122,,665599 44,,770000 77,,880000 1100,,990000  1144,,110000

総総 計計  

一一般般利利用用  5577,,554488  5500,,334466 1166,,110000 2299,,990000 4433,,770000  5577,,550000

入入 浴浴  2255,,008833  2211,,001122 1122,,880000 1166,,990000 2211,,000000  2255,,000000

合合 計計  8822,,663311  7711,,335588 2288,,990000 4466,,880000 6644,,770000  8822,,550000

 

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

作作 品品 展展  参参加加
人人数数
((人人))

551177  551177 226666 335500 443355  552200

芸芸 能能 大大 会会  880000  883300 －－ 661100 772200  883300

※※新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大防防止止ののたためめ令令和和22年年度度のの芸芸能能大大会会はは中中止止  
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 ④④  就就労労のの支支援援                                                              

  ◇◇  事事業業内内容容  

    高高齢齢者者のの豊豊かかなな知知識識やや経経験験、、技技能能をを生生かかすすここととががででききるる仕仕事事へへのの就就業業機機会会のの

増増大大をを図図りり、、高高齢齢者者がが社社会会参参加加すするるここととをを通通じじてて生生ききががいいをを得得るるここととががででききるる

ここととをを目目的的ととしし、、大大垣垣地地域域シシルルババーー人人材材セセンンタターーをを支支援援ししまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

全全体体((大大  

垣垣 市市 とと  

垂垂井井町町))  

会会員員数数((人人))  991144  990055 990000 990055 991100  991155

就就 業業 延延 べべ  
人人 数数 (( 人人 ))  

9900,,774444  8877,,885566 9900,,000000 9900,,220000 9900,,440000  9900,,660000

就就 業業 率率  
((％％))  

8899..99  8888..55 8888..99 8899..22 8899..55  8899..66

大大 垣垣 市市  

会会員員数数((人人))  661199  662244 661100 661133 661166  662200

就就 業業 延延 べべ  
人人 数数 (( 人人 ))  

5588,,661199  5577,,227799 6600,,000000 6600,,005500 6600,,110000  6600,,115500

就就 業業 率率  
((％％))  

9900..55  8899..33 9900..22 9900..22 9900..33  9900..33

（（会会員員数数はは各各年年度度44月月11日日現現在在））  

  

  

 ⑤⑤  敬敬老老祝祝賀賀事事業業のの実実施施                                                      

    ◇◇  事事業業内内容容  

        地地域域のの発発展展ににごご尽尽力力さされれててききたた高高齢齢者者にに対対ししてて、、感感謝謝とと敬敬愛愛のの念念をを持持っってて長長

寿寿ををおお祝祝いいすするる事事業業をを実実施施すするるととととももにに、、各各地地域域でで開開催催さされれるる敬敬老老祝祝賀賀行行事事のの

支支援援にに努努めめまますす。。  

  

  

◎◎  施施策策のの方方向向  

  高高齢齢者者をを取取りり巻巻くく環環境境はは変変化化ししてておおりり、、社社会会参参加加すするる方方法法もも多多様様化化ししてていいまますす。。

高高齢齢者者自自身身がが社社会会的的役役割割をを持持っってて社社会会参参加加すするるここととはは、、高高齢齢者者のの生生ききががいいやや介介護護予予

防防ににももつつななががるるたためめ、、高高齢齢者者ののニニーーズズにに応応じじたた様様々々なな取取組組をを支支援援ししてていいききまますす。。  

    ささららにに、、令令和和33年年にに岐岐阜阜県県でで開開催催さされれるる全全国国健健康康福福祉祉祭祭（（ねねんんりりんんピピッックク））ななどど、、

高高齢齢者者のの健健康康のの保保持持増増進進、、社社会会参参加加、、生生ききががいいづづくくりりにに取取りり組組んんででいいききまますす。。  

    ままたた、、多多年年ににわわたたりり社社会会のの発発展展にに寄寄与与ししててききたた高高齢齢者者にに敬敬意意をを表表しし、、祝祝福福すするるここ

ととにによよりり、、高高齢齢者者ににややささししいいままちち大大垣垣をを実実現現ししまますす。。  
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２２  自自立立ししたた安安全全・・安安心心なな生生活活のの支支援援  

  

⑴⑴  在在宅宅生生活活のの支支援援  

    ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者やや高高齢齢者者世世帯帯がが増増加加すするる中中、、高高齢齢者者がが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで安安心心

ししてて自自立立ししたた生生活活をを送送るるここととががででききるるよようう、、行行政政やや地地域域住住民民ななどどがが連連携携ししたた見見守守りり

体体制制のの構構築築やや、、在在宅宅生生活活のの支支援援がが必必要要でですす。。  

    本本市市でではは、、ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者等等にに対対すするる健健康康相相談談やや急急病病時時ににおおけけるる緊緊急急通通報報のの

体体制制整整備備ののほほかか、、住住みみ慣慣れれたた地地域域でで生生活活ががででききるるよようう、、外外出出支支援援ななどどのの生生活活支支援援事事

業業をを実実施施ししまますす。。  

  

  

  ①①  ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者等等をを支支援援すするるササーービビススのの充充実実                            

  

    11))  軽軽度度生生活活援援助助事事業業  

      ◇◇  事事業業内内容容  

          ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者等等にに対対しし、、家家周周りりのの雑雑草草除除去去ややガガララスス拭拭ききななどど軽軽易易なな

日日常常生生活活援援助助をを行行いいまますす。。ここのの事事業業ででははシシルルババーー人人材材セセンンタターーをを活活用用しし、、在在

宅宅ででのの自自立立ししたた生生活活のの継継続続をを可可能能ににすするるととととももにに、、要要介介護護状状態態へへのの進進行行をを予予

防防ししまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

利利 用用 者者 数数 (( 人人 )) 5544  5511 4499 5511 5533  5555

延延べべ利利用用回回数数((回回)) 220011  224411 228877 228877 331133  333377

  

  

    22))  配配食食ササーービビスス事事業業                              

      ◇◇  事事業業内内容容  

          心心身身のの障障ががいいやや傷傷病病等等にによよりり調調理理ををすするるここととがが困困難難ななひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者

等等にに、、栄栄養養のの改改善善やや安安否否確確認認等等をを目目的的にに、、配配食食ササーービビススをを行行いいまますす。。  

          

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

利利 用用 者者 数数 (( 人人 )) 223388  221133 221155 222266 223300  223355

延延 べべ 配配 食食 数数 (( 食食 )) 6622,,888855  5599,,888844 5577,,554400 6622,,666644 6622,,770000  6622,,880000

（（利利用用者者数数はは各各年年度度末末現現在在））
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    33))  寝寝具具洗洗濯濯乾乾燥燥消消毒毒ササーービビスス事事業業                                            

      ◇◇  事事業業内内容容  

          心心身身のの障障ががいい等等にによよりり、、寝寝具具のの衛衛生生管管理理がが困困難難ななひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者等等にに、、

布布団団とと毛毛布布のの洗洗濯濯、、乾乾燥燥、、消消毒毒ササーービビススをを行行いいまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

利利 用用 者者 数数 (( 人人 )) 1177  1177 1188 2211 2211  2211

延延べべ利利用用回回数数((回回)) 2233  2277 3333 3399 3399  3399

  

  

    44))  訪訪問問理理美美容容ササーービビスス事事業業                                                      

      ◇◇  事事業業内内容容  

          要要支支援援又又はは要要介介護護とと認認定定さされれたたひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者等等でで、、老老化化にに伴伴うう心心身身

のの障障ががいい、、傷傷病病等等でで理理容容院院にに出出向向くくここととがが困困難難なな方方にに対対しし、、理理容容業業者者がが自自宅宅

をを訪訪問問ししササーービビススをを行行いいまますす。。  
            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

利利 用用 者者 数数 (( 人人 )) 55  66 66 77 77  77

延延べべ利利用用回回数数((回回)) 1177  1188 2211 2255 2255  2255

  

  

    55))  ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者等等見見守守りりほほっっととラライインン事事業業                                    

      ◇◇  事事業業内内容容  

     ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者等等のの自自宅宅にに緊緊急急通通報報装装置置をを設設置置しし、、健健康康相相談談やや、、家家庭庭

内内ででのの急急病病、、事事故故等等のの緊緊急急時時にに迅迅速速、、円円滑滑にに救救助助、、援援助助等等をを行行ううたためめのの体体制制をを

整整備備ししまますす。。  
            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

設設 置置 台台 数数 (( 台台 )) 883377  884488 884499 886611 886677  887733

（（各各年年度度末末現現在在））  
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    66))  福福祉祉用用具具給給付付事事業業                                                          

      ◇◇  事事業業内内容容  

     ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者にに対対しし、、火火災災等等のの緊緊急急事事態態にに速速ややかかにに対対応応ででききるるよようう、、

消消火火器器、、ガガスス漏漏れれ警警報報器器、、火火災災警警報報器器をを給給付付ししまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

消消 火火 器器 (( 本本 )) 4466  8833 7744 9999 110000  110000

ガガスス漏漏れれ警警報報器器((台台)) 6622  3311 6633 6688 6688  6688

火火 災災 警警 報報 器器 (( 台台 )) 222255  3366 9911 118800 110000  110000

  

  

    77))  生生活活管管理理指指導導短短期期宿宿泊泊事事業業                                                    

      ◇◇  事事業業内内容容  

     要要介介護護認認定定でで非非該該当当（（自自立立））又又はは要要支支援援とと判判定定さされれ、、基基本本的的生生活活習習慣慣等等にに

不不安安ののああるるひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者をを対対象象にに、、生生活活習習慣慣のの確確立立がが図図れれるるよようう、、施施設設

ににおおいいてて短短期期間間のの指指導導・・支支援援をを行行いいまますす。。  
            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

利利 用用 者者 数数 (( 人人 )) 44  33 44 44 44  44

延延べべ利利用用回回数数((回回)) 113366  6644 9911 9911 9911  9911

  

  

    88))  ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者台台帳帳のの登登録録促促進進                                        

      ◇◇  事事業業内内容容  

     ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者をを適適切切にに把把握握しし、、緊緊急急時時のの速速ややかかなな対対応応やや福福祉祉ササーービビ

ススをを効効果果的的にに提提供供すするるたためめ、、ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者台台帳帳へへのの登登録録をを促促進進ししまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

登登 録録 者者 数数 (( 人人 )) 22,,888899  22,,887788 22,,889900 22,,990022 22,,991144  22,,992266

（（各各年年度度末末現現在在））  
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  ②②  住住みみ慣慣れれたた家家ででのの生生活活をを支支援援すするるササーービビススのの充充実実                              

  

    11))  高高齢齢者者ババスス通通院院助助成成事事業業                                                      

      ◇◇  事事業業内内容容  

          運運転転ががででききなないい7700歳歳以以上上のの方方でで、、市市内内のの医医療療機機関関にに通通院院すするるたためめ、、回回数数券券

でで路路線線ババススをを利利用用ししたた方方にに利利用用額額のの一一部部をを助助成成ししまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

利利 用用 者者 数数 (( 人人 )) 3366  3322 2266 3322 3333  3344

  

  

    22))  家家族族介介護護慰慰労労事事業業                                                          

      ◇◇  事事業業内内容容  

          要要介介護護33以以上上とと認認定定さされれたた高高齢齢者者をを在在宅宅でで介介護護ししてていいるる市市民民税税非非課課税税世世帯帯

のの介介護護者者にに対対しし、、介介護護負負担担のの軽軽減減をを図図るるここととをを目目的的にに、、紙紙おおむむつつななどどのの介介護護

用用品品をを支支給給ししまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

介介 護護 用用 品品  
受受 給給 者者 数数  

((人人)) 113322  115599 9900 9955 9966  9977

  

  

   33))  外外出出支支援援ササーービビスス事事業業                                                        

      ◇◇  事事業業内内容容  

     介介護護保保険険法法にに基基づづくく保保険険給給付付をを受受けけるるここととががででききるる6600歳歳以以上上のの方方でで、、公公共共

交交通通機機関関をを利利用用すするるここととがが困困難難なな在在宅宅のの高高齢齢者者にに対対しし、、移移送送用用のの特特殊殊車車両両にに

よよりり医医療療機機関関へへのの送送迎迎をを行行いいまますす。。（（上上石石津津地地域域限限定定））  
           

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

実実 利利 用用 者者 数数 (( 人人 )) 2288  2277 2255 2288 2288  2288

延延べべ利利用用回回数数((回回)) 222299  119922 116655 222288 222288  222288
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  44))  高高齢齢者者運運転転免免許許証証自自主主返返納納支支援援事事業業                                              

      ◇◇  事事業業内内容容  

          高高齢齢運運転転者者にによよるる交交通通事事故故防防止止及及びび公公共共交交通通機機関関のの利利用用促促進進をを図図るるたためめ、、

6655歳歳以以上上のの運運転転免免許許証証自自主主返返納納者者にに対対しし、、公公共共交交通通機機関関のの回回数数券券をを贈贈呈呈ししまま

すす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

申申 請請 件件 数数 (( 件件 )) 551111  559966 445500 550000 550000  550000

 

 

◎◎  施施策策のの方方向向  

    ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者やや高高齢齢者者世世帯帯はは、、今今後後もも増増加加しし続続けけるるここととがが予予測測さされれ、、ここうう

ししたた高高齢齢者者をを支支ええてていいくくたためめににはは、、行行政政のの支支援援だだけけででななくく、、地地域域でで支支ええ合合うう仕仕組組みみ

づづくくりりがが必必要要でですす。。  

    市市やや大大垣垣市市社社会会福福祉祉協協議議会会等等のの取取組組ととととももにに、、地地域域住住民民とと連連携携ししたた見見守守りり・・在在宅宅

支支援援体体制制のの構構築築をを図図りりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

■ 大垣市社会福祉協議会・地区社会福祉推進協議会の主な取組 

11  ふふれれああいい・・いいききいいききササロロ

ンン事事業業  

高高齢齢者者とと地地域域のの方方々々がが交交流流ででききるるよようう、、自自治治会会ごごととにに公公民民館館やや

個個人人宅宅等等をを活活用用ししてて、、茶茶話話会会ややレレククリリエエーーシショョンンをを行行ううここととでで

「「地地域域のの集集いいのの場場」」ををつつくくりりまますす。。  

22  食食事事ササーービビスス事事業業  ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者ななどどをを対対象象にに、、地地区区社社会会福福祉祉推推進進協協議議会会のの

ボボラランンテティィアアがが中中心心ととななっってて、、手手作作りりののおお弁弁当当等等をを配配達達ししまますす。。

33  ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者をを

囲囲むむ会会事事業業  

ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者をを対対象象にに、、地地区区セセンンタターーななどどでで地地域域のの方方とと

ののおお弁弁当当をを囲囲んんででのの会会食食やや、、地地域域のの園園児児ととのの交交流流、、演演芸芸鑑鑑賞賞なな

どどをを行行いいまますす。。  

44  ああんんししんん見見守守りりネネッットト

ワワーークク事事業業  

誰誰ももがが地地域域のの中中でで孤孤立立すするるここととななくく安安心心ししてて生生活活ががででききるるよよ

うう、、ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者やや高高齢齢者者世世帯帯ななどど生生活活にに不不安安ののああるる方方

をを対対象象にに、、話話しし相相手手ににななっったたりり、、見見守守りりななどどをを行行いいまますす。。  

55  緊緊急急連連絡絡ててびびきき作作成成事事

業業  

ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者をを対対象象にに、、緊緊急急時時にに本本人人及及びび地地域域のの方方がが素素

早早くく対対応応ででききるるよようう、、家家族族やや地地域域のの方方、、かかかかりりつつけけ医医、、ケケアアママ

ネネジジャャーーななどどのの連連絡絡先先がが記記載載さされれたた手手引引をを作作成成ししまますす。。  

66  生生活活支支援援事事業業  地地域域ののニニーーズズとと資資源源のの状状況況把把握握をを行行いい、、高高齢齢者者とと地地域域のの方方ががおお

互互いいにに支支ええ合合うう仕仕組組みみづづくくりりをを進進めめるるととととももにに、、地地域域のの困困りりごご

ととをを解解決決すするるたためめのの研研修修会会をを実実施施ししまますす。。  
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⑵⑵  居居住住すするる場場のの確確保保                                                            

    高高齢齢者者がが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで、、安安心心ししてて暮暮ららしし続続けけるるたためめににはは、、生生活活のの基基盤盤ででああるる

住住ままいいをを確確保保すするるここととがが重重要要でですす。。  

    高高齢齢者者ののニニーーズズにに合合っったた住住ままいいのの支支援援やや、、居居住住のの場場をを確確保保すするるここととでで、、高高齢齢者者がが

安安心心ししてて暮暮ららせせるる住住ままいいをを実実現現ししまますす。。  

  

  

  ①①  軽軽費費老老人人ホホーームム・・養養護護老老人人ホホーームムへへのの入入所所支支援援                              

 

  11))  軽軽費費老老人人ホホーームム（（ケケアアハハウウススおお勝勝山山））                                    

      ◇◇  事事業業内内容容  

     ケケアアハハウウススおお勝勝山山はは、、家家庭庭環環境境・・住住宅宅事事情情等等のの理理由由にによよりり居居宅宅でで生生活活すするる

ここととがが難難ししいい高高齢齢者者（（6600歳歳以以上上））がが入入所所ででききるる施施設設でで、、定定員員はは3300人人でですす。。入入

所所者者のの収収入入にに応応じじたた費費用用負負担担ががあありりまますすがが、、低低額額なな料料金金でで入入居居ででききるるとととともも

にに、、食食事事やや入入浴浴ななどどのの日日常常生生活活上上ののササーービビススがが受受けけらられれまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

平平均均入入所所者者数数((人人)) 2277  2266 3300 3300 3300  3300

  

  

    22))  養養護護老老人人ホホーームム（（養養老老華華園園））                                            

      ◇◇  事事業業内内容容  

          養養老老華華園園はは、、6655歳歳以以上上でで、、生生活活環環境境及及びび経経済済的的なな理理由由にによよりり、、家家庭庭でで生生活活すす

るるここととがが困困難難なな方方がが、、措措置置にによよりり入入所所すするる施施設設でで、、定定員員はは7700人人でですす。。入入所所者者

のの状状態態にに応応じじたたササーービビススのの提提供供をを行行いいまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

平平均均入入所所者者数数((人人)) 6644  5599 6600 6611 6622  6633
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  ②②  在在宅宅のの居居住住環環境境のの整整備備                                                    

  
    11))  住住宅宅改改修修支支援援事事業業                                                        

      ◇◇  事事業業内内容容  

          居居宅宅介介護護支支援援のの提提供供をを受受けけてていいなないい要要介介護護者者等等にに対対しし、、住住宅宅改改修修費費支支給給申申

請請書書のの添添付付書書類類ででああるる住住宅宅改改修修がが必必要要なな理理由由書書のの作作成成業業務務のの提提供供をを行行っったた居居

宅宅介介護護支支援援事事業業者者又又はは介介護護予予防防支支援援事事業業者者にに、、当当該該作作成成業業務務にに要要すするる費費用用のの

一一部部をを支支給給ししまますす。。  
            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

支支 給給 件件 数数 (( 件件 )) 4444  3377 4422 5500 5500  5500

  

  ③③  住住ままいいにに関関すするる情情報報提提供供                                                  

  ◇◇  事事業業内内容容  

        高高齢齢者者ののニニーーズズにに合合っったた住住ままいいのの支支援援ののたためめ、、高高齢齢者者向向けけ住住ままいいにに関関すするる情情

報報提提供供をを行行いいまますす。。  
            
  ＜＜軽軽費費老老人人ホホーームム（（ケケアアハハウウスス））＞＞  

区区    分分  平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和22年年度度  

定定 員員 数数 (( 人人 ))  116600 116600  116600

（（各各年年度度44月月11日日現現在在））  
        
  ＜＜住住宅宅型型有有料料老老人人ホホーームム＞＞  

区区    分分  平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和22年年度度  

定定 員員 数数 (( 人人 ))  332233 441199  440055

（（各各年年度度44月月11日日現現在在））  
          
  ＜＜ササーービビスス付付きき高高齢齢者者向向けけ住住宅宅＞＞  

区区    分分  平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和22年年度度  

戸戸 数数 (( 戸戸 ))  116699 116699  119944

（（各各年年度度44月月11日日現現在在））  

  

◎◎  施施策策のの方方向向  

    住住ままいいはは地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの基基礎礎ととななるるももののでですす。。高高齢齢者者のの生生活活ニニーーズズにに

合合っったた住住ままいいがが提提供供さされれるるよようう、、高高齢齢者者向向けけ住住ままいいににつついいてて情情報報提提供供ししまますす。。ままたた、、

県県等等とと情情報報交交換換ししななががらら、、住住ままいいのの質質のの確確保保をを図図るるととととももにに、、介介護護基基盤盤整整備備にに努努めめ

まますす。。
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３３  包包括括的的なな支支援援体体制制のの充充実実  

  

⑴⑴  在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携のの推推進進                                                      

    医医療療とと介介護護のの両両方方をを必必要要ととすするる状状態態のの高高齢齢者者がが、、住住みみ慣慣れれたた地地域域でで自自分分ららししいい暮暮

ららししをを続続けけるるここととががででききるるよよううにに、、地地域域のの医医師師・・歯歯科科医医師師・・薬薬剤剤師師・・ケケアアママネネジジャャーー・・

看看護護師師・・介介護護ササーービビスス従従事事者者、、ささららににはは、、認認知知症症等等へへのの対対応応強強化化ののたためめ、、認認知知症症地地

域域支支援援推推進進員員等等がが連連携携ししてて、、包包括括的的かかつつ継継続続的的なな在在宅宅医医療療・・介介護護をを提提供供すするるここととがが

重重要要でですす。。  

    本本市市でではは、、関関係係機機関関、、団団体体とと緊緊密密にに連連携携ししななががらら、、地地域域のの連連携携体体制制のの構構築築をを推推進進

ししまますす。。  

  

  

 ①①  在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進ココーーデディィネネーータターーのの配配置置                            

  ◇◇  事事業業内内容容  

        在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携にに関関すするる相相談談支支援援やや、、医医療療・・介介護護関関係係者者にによよるる多多職職種種研研

修修会会をを開開催催すするるななどど、、医医師師会会等等とと連連携携をを図図りり、、地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの構構築築にに

向向けけたた体体制制づづくくりりをを推推進進すするる在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進ココーーデディィネネーータターーをを配配置置

ししまますす。。ままたた、、認認知知症症高高齢齢者者等等へへのの対対応応をを強強化化すするるたためめ、、認認知知症症地地域域支支援援推推進進

員員ととのの連連携携をを図図りりまますす。。  

  

  

 ②②  地地域域のの医医療療・・介介護護ササーービビスス資資源源のの把把握握                                      

  ◇◇  事事業業内内容容  

        地地域域のの医医療療機機関関、、介介護護ササーービビスス事事業業所所等等のの住住所所、、機機能能等等ををままととめめたた在在宅宅医医療療

ママッッププににつついいてて、、電電子子化化ななどどにによよりり情情報報提提供供をを行行いいまますす。。  

  

  

  ③③  在在宅宅医医療療・・介介護護のの提提供供体体制制のの構構築築・・推推進進                                    

  ◇◇  事事業業内内容容  

        医医療療・・介介護護関関係係者者にによよるる切切れれ目目ののなないい在在宅宅医医療療・・介介護護のの提提供供体体制制をを構構築築すするる

たためめ、、在在宅宅医医療療介介護護連連携携推推進進会会議議をを開開催催ししまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

会会 議議 開開 催催 数数 (( 回回 )) 88  55 33 55 55  55
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 ④④  医医療療・・介介護護関関係係者者のの研研修修のの充充実実                                            

    ◇◇  事事業業内内容容  

        地地域域のの医医療療・・介介護護関関係係者者のの連連携携強強化化をを図図るるたためめ、、医医療療関関係係者者にに対対すするる介介護護にに

関関すするる研研修修会会やや、、介介護護関関係係者者にに対対すするる医医療療にに関関すするる研研修修会会をを実実施施ししまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

多多職職種種研研修修会会((回回)) 44  44 22 44 44  44

参参 加加 者者 数数 (( 人人 )) 663355  559977 222266 660000 660000  660000

  

  

 ⑤⑤  地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発                                                    

    ◇◇  事事業業内内容容  

        在在宅宅医医療療にに関関すするる市市民民公公開開講講座座のの開開催催やや、、出出前前講講座座へへのの派派遣遣にによよりり、、地地域域住住

民民へへのの普普及及啓啓発発をを行行いいまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

市市民民公公開開講講座座((回回)) 1100  99 1199 2200 2200  2200

参参 加加 者者 数数 (( 人人 )) 333322  119900 332200 449900 449900  449900

  

 

◎◎  施施策策のの方方向向  

    一一般般高高齢齢者者やや在在宅宅要要介介護護認認定定者者をを対対象象ににししたたアアンンケケーートト調調査査でではは、、将将来来のの生生活活のの

希希望望ににつついいてて、、約約66割割のの高高齢齢者者がが自自宅宅でで生生活活ししたたいいとと考考ええてていいるる一一方方、、自自宅宅でで医医療療・・

介介護護をを受受けけるるここととにに関関しし、、家家族族にに負負担担ががかかかかるるここととににつついいてて不不安安をを感感じじるる方方がが66割割以以

上上ととななっってていいまますす。。自自宅宅でで生生活活ししたたいいとといいうう高高齢齢者者のの思思いいをを実実現現すするるたためめににはは、、介介

護護ササーービビスス利利用用やや看看取取りりににつついいててのの地地域域住住民民へへのの啓啓発発ととととももにに、、在在宅宅医医療療とと介介護護

ササーービビスス従従事事者者のの連連携携がが必必要要不不可可欠欠でですす。。  

    在在宅宅医医療療、、認認知知症症等等へへのの対対応応をを必必要要ととししてていいるる高高齢齢者者にに専専門門的的ななアアドドババイイススががでで

ききるるよようう多多職職種種間間ででのの研研修修をを充充実実すするるととととももにに、、在在宅宅医医療療をを身身近近にに感感じじててももららええるる

よようう、、市市民民公公開開講講座座のの開開催催ななどど地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発にに取取りり組組みみまますす。。  
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⑵⑵  認認知知症症施施策策のの推推進進                                                              

    国国ににおおいいててはは、、認認知知症症のの人人のの意意思思がが尊尊重重さされれ、、ででききるる限限りり住住みみ慣慣れれたた地地域域ののよよいい

環環境境でで自自分分ららししくく暮暮ららしし続続けけるるここととががででききるる社社会会のの実実現現をを目目指指しし、、令令和和元元年年66月月にに認認

知知症症施施策策推推進進大大綱綱がが示示さされれままししたた。。  

    本本市市ででもも増増加加傾傾向向ににああるる認認知知症症高高齢齢者者ととそそのの家家族族ななどどをを地地域域全全体体でで支支ええてていいくくたた

めめ、、医医療療機機関関（（認認知知症症疾疾患患医医療療セセンンタターーややかかかかりりつつけけ医医等等））やや介介護護関関係係者者、、地地域域住住

民民ななどど様様々々なな機機関関やや人人々々とと協協力力・・連連携携ししてて、、認認知知症症高高齢齢者者をを地地域域全全体体でで支支ええるるままちち

づづくくりりをを進進めめまますす。。  

  
  

  ①①  認認知知症症にに関関すするる普普及及啓啓発発及及びび予予防防のの推推進進                                        

  

    11))  認認知知症症ササポポーータターー養養成成事事業業                                                

      ◇◇  事事業業内内容容  

          認認知知症症のの人人とと家家族族をを支支ええ、、誰誰ももがが住住みみややすすいい地地域域ををつつくくっってていいくくたためめ、、認認

知知症症をを正正ししくく理理解解しし、、認認知知症症のの人人やや家家族族をを温温かかくく見見守守るる応応援援者者ととししてて認認知知症症

ササポポーータターーをを養養成成ししまますす。。ままたた、、小小中中学学校校等等のの福福祉祉教教育育ににおおいいてて、、認認知知症症ササ

ポポーータターー養養成成講講座座をを実実施施しし、、認認知知症症ササポポーータターーのの養養成成にに努努めめまますす。。  
            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

受受 講講 人人 数数 (( 人人 )) 11,,558844  11,,660022 553399 11,,220000 11,,440000  11,,660000

講講 座座 回回 数数 (( 回回 )) 4455  3344 2200 3355 4400  4455

  
  

    22))  認認知知症症ササポポーータターースステテッッププアアッッププ講講座座                                    

      ◇◇  事事業業内内容容  

          認認知知症症ササポポーータターー養養成成講講座座受受講講後後、、スステテッッププアアッッププ講講座座をを受受講講ししたた人人にによよ

るるチチーームムオオレレンンジジ※※11をを設設置置すするるととととももにに、、地地域域ボボラランンテティィアアととししてて登登録録しし、、各各

地地域域ののササロロンン、、認認知知症症カカフフェェにに参参加加すするるななどど「「通通いいのの場場」」のの拡拡充充にに努努めめまますす。。  
            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

受受 講講 人人 数数 (( 人人 )) 3377  2266 2200 3300 3300  3300

講講 座座 回回 数数 (( 回回 )) 11  11 11 11 11  11

  
  
■ 用語解説   

※※11  チチーームムオオレレンンジジ  認認知知症症ササポポーータターー養養成成講講座座受受講講後後、、スステテッッププアアッッププ講講座座をを受受講講ししたた

人人をを中中心心ととししたた支支援援チチーームムにによよりり、、地地域域でで暮暮ららすす認認知知症症のの人人やや家家族族

のの支支援援ニニーーズズをを把把握握しし、、早早期期かからら支支援援すするる仕仕組組みみ  
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  ②②  医医療療・・ケケアア・・介介護護ササーービビスス・・介介護護者者へへのの支支援援                                    

  

  11))  認認知知症症ケケアアパパススのの普普及及啓啓発発                                              

      ◇◇  事事業業内内容容  

          認認知知症症のの人人ややそそのの家家族族がが、、認認知知症症とと疑疑わわれれるる症症状状がが発発生生ししたた場場合合にに、、いいつつ、、

どどここでで、、どどのの様様なな医医療療・・介介護護ササーービビススをを受受けけれればばよよいいかか、、具具体体的的なな機機関関名名やや

ケケアア内内容容等等をを掲掲載載ししたた認認知知症症ケケアアパパススのの普普及及啓啓発発にに努努めめまますす。。  

  

  

  22))  認認知知症症地地域域支支援援推推進進員員のの配配置置                                              

      ◇◇  事事業業内内容容  

          地地域域のの実実情情にに応応じじてて医医療療機機関関、、介介護護ササーービビスス事事業業所所やや地地域域のの支支援援機機関関ををつつ

ななぐぐ連連携携支支援援やや、、認認知知症症のの人人ややそそのの家家族族をを支支援援すするる相相談談業業務務等等をを行行うう認認知知症症

地地域域支支援援推推進進員員をを配配置置しし、、施施策策のの推推進進をを図図りりまますす。。  

          ままたた、、認認知知症症高高齢齢者者等等へへのの対対応応がが複複雑雑化化しし、、医医療療とと介介護護のの連連携携がが必必要要ととなな

るるたためめ、、在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進ココーーデディィネネーータターーととのの連連携携をを図図りりまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

認認 知知 症症 地地 域域  
支支援援推推進進員員数数  

((人人)) 44  44 33 44 44  44

（（各各年年度度末末現現在在））  

  

  

    33))  認認知知症症初初期期集集中中支支援援チチーームムのの設設置置                                              

      ◇◇  事事業業内内容容  

          認認知知症症がが疑疑わわれれるる人人、、認認知知症症のの人人ととそそのの家家族族をを医医療療・・介介護護のの専専門門職職がが訪訪問問

しし、、アアセセススメメンントトやや家家族族支支援援ななどどのの初初期期のの支支援援をを行行いい、、自自立立生生活活ののササポポーートト

をを行行うう認認知知症症初初期期集集中中支支援援チチーームムをを設設置置ししまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

相相 談談 件件 数数 (( 件件 )) 7766  8800 6600 7700 7755  8800

継継続続対対応応件件数数((件件)) 668888  661133 330000 550000 555500  660000
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    44))  認認知知症症疾疾患患医医療療セセンンタターー等等ととのの連連携携体体制制のの構構築築                                

      ◇◇  事事業業内内容容  

          認認知知症症疾疾患患医医療療セセンンタターーななどど医医療療機機関関やや医医師師会会ととのの連連携携をを図図りりつつつつ、、認認知知

症症のの方方々々ががよよりり一一層層安安心心ししてて暮暮ららししてていいけけるるよよううにに努努めめまますす。。  

  

  

  55))  認認知知症症カカフフェェのの普普及及                                                        

      ◇◇  事事業業内内容容  

          認認知知症症ににななっっててもも自自分分ららししくく暮暮ららしし続続けけるるここととががででききるる社社会会をを実実現現すするるたた

めめ、、認認知知症症のの人人ととそそのの家家族族、、医医療療・・介介護護にに携携わわるる専専門門職職、、地地域域住住民民のの誰誰ももがが

参参加加でできき集集うう場場所所ででああるる認認知知症症カカフフェェのの普普及及をを図図りりまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

参参 加加 人人 数数 (( 人人 )) 337788  446622 224400 442200 443300  446600

開開 催催 回回 数数 (( 回回 )) 1188  1166 1111 1188 1188  1188
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   66))  高高齢齢者者等等位位置置情情報報提提供供ササーービビスス事事業業                                          

      ◇◇  事事業業内内容容  

          認認知知症症高高齢齢者者等等がが行行方方不不明明ににななっったたととききにに、、事事故故のの防防止止、、保保護護のの迅迅速速化化やや

介介護護者者のの負負担担軽軽減減をを図図るるたためめ、、介介護護者者にに位位置置情情報報端端末末機機をを貸貸与与ししまますす。。  
            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

利利 用用 者者 数数 (( 人人 )) 4400  4488 6600 7700 7755  8800

（（各各年年度度末末現現在在））  

  

  

  ③③  認認知知症症ババリリアアフフリリーーのの推推進進・・社社会会参参加加へへのの支支援援                                      

  

  11))  認認知知症症高高齢齢者者等等見見守守りりネネッットトワワーークク事事業業  

      ◇◇  事事業業内内容容  

          登登録録ししてていいるる認認知知症症高高齢齢者者等等がが行行方方不不明明ににななっったたととききにに、、介介護護ササーービビスス事事

業業者者及及びび市市職職員員のの協協力力者者がが、、ススママーートトフフォォンンのの認認知知症症行行方方不不明明者者発発見見アアププリリ

ケケーーシショョンンをを利利用用しし、、捜捜索索活活動動をを行行いいまますす。。  

          ままたた、、高高齢齢者者等等位位置置情情報報提提供供ササーービビスス事事業業ととのの併併用用にによよりり、、早早期期発発見見、、保保

護護にに努努めめまますす。。  

              

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

登登 録録 者者 数数 (( 人人 )) 88  3399 5555 6655 7755  8800

（（各各年年度度末末現現在在））  
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    22))  高高齢齢者者ににややささししくくしし隊隊                                                  

      ◇◇  事事業業内内容容  

          認認知知症症等等のの方方をを地地域域ぐぐるるみみでで見見守守りり、、ササポポーートトししてていいくくたためめにに、、地地域域でで困困っっ

てていいるる高高齢齢者者をを見見かかけけたたらら、、ささりりげげなないい見見守守りりやや声声かかけけをを行行うう個個人人・・店店舗舗・・

事事業業者者・・団団体体等等をを登登録録すするる｢｢高高齢齢者者ににややささししくくしし隊隊｣｣のの拡拡大大をを図図りりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

      

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    33))  高高齢齢者者成成年年後後見見制制度度利利用用支支援援事事業業                                        

      ◇◇  事事業業内内容容  

     身身寄寄りりののなないい重重度度のの認認知知症症高高齢齢者者ににつついいてて成成年年後後見見制制度度のの市市長長申申立立ててをを行行

いい、、そそのの申申立立ててにに要要すするる経経費費のの立立替替やや成成年年後後見見人人等等のの報報酬酬助助成成ななどどをを行行いいまますす。。  
       

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

申申 立立 てて 支支 援援 (( 人人 )) 66  44 88 88 99  99

報報 酬酬 支支 援援 (( 人人 )) 1100  1111 1111 1144 1144  1144

 

 

 

 

    

   
 

 

 

 

 

『『高高齢齢者者ににややささししくくしし隊隊』』のの仕仕組組みみ  ＜＜イイメメーージジ＞＞ 
    

・利用

 

・見守り・声掛け  

 
など

・ｽﾃｯｶｰ配布

・情報提供 

 

・協力の申出 
・高齢者に関する

 相談 
・情報提供 

 

  
 

地域包括支援センター・市役所・社協
 

・相談  

・相談支援
 

 
など
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◎◎  施施策策のの方方向向  

    認認知知症症高高齢齢者者がが増増加加すするる中中、、認認知知症症のの人人へへのの支支援援ににつついいててはは、、そそのの判判断断能能力力にに応応

じじてて、、必必要要なな介介護護やや生生活活支支援援ササーービビススをを受受けけななががらら日日常常生生活活をを過過ごごすすここととがが重重要要でで

すす。。  

    認認知知症症のの早早期期診診断断・・早早期期対対応応ががででききるるよようう、、認認知知症症初初期期集集中中支支援援チチーームムやや認認知知症症

地地域域支支援援推推進進員員、、在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進ココーーデディィネネーータターーととのの連連携携をを図図りりまますす。。  

    ままたた、、小小中中学学校校等等のの福福祉祉教教育育ににおおけけるる認認知知症症ササポポーータターー養養成成講講座座のの開開催催やや、、地地域域

ボボラランンテティィアアをを養養成成すするる認認知知症症ササポポーータターースステテッッププアアッッププ講講座座、、認認知知症症のの人人をを対対象象

ととししたた認認知知症症カカフフェェのの更更ななるる充充実実、、チチーームムオオレレンンジジのの設設置置、、高高齢齢者者のの成成年年後後見見制制度度

のの利利用用促促進進ななどど、、認認知知症症のの人人をを地地域域でで支支ええ合合うう体体制制づづくくりりをを進進めめまますす。。  
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⑶⑶  生生活活支支援援体体制制のの整整備備                                                            

    ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢者者やや高高齢齢者者世世帯帯がが増増加加すするる中中、、生生活活支支援援のの必必要要性性がが増増大大ししてていい

まますす。。ボボラランンテティィアア、、ＮＮＰＰＯＯ、、民民間間企企業業、、協協同同組組合合等等のの多多様様なな主主体体がが、、生生活活支支援援・・

介介護護予予防防ササーービビススをを提提供供すするるここととがが必必要要でですす。。  

    一一方方、、高高齢齢者者自自身身もも社社会会参参加加しし、、社社会会的的役役割割をを持持つつここととがが生生ききががいいやや介介護護予予防防にに

つつななががりりまますす。。  

    本本市市でではは、、市市民民がが多多様様なな生生活活支支援援ササーービビススをを利利用用でできき、、生生活活支支援援のの担担いい手手ととししてて

社社会会参参加加ででききるるよようう、、地地域域づづくくりりのの支支援援体体制制のの充充実実強強化化をを図図りりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ①①  生生活活支支援援体体制制のの整整備備                                                        

  

    11))  生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターーのの配配置置                                            

      ◇◇  事事業業内内容容  

          地地域域ののニニーーズズとと資資源源のの状状況況把把握握、、関関係係者者ののネネッットトワワーークク構構築築、、生生活活支支援援のの

担担いい手手のの養養成成ややササーービビススのの開開発発ななどど、、高高齢齢者者のの生生活活支支援援・・介介護護予予防防ササーービビスス

のの提提供供体体制制をを構構築築すするるたためめのの生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターー（（地地域域支支ええ合合いい推推進進

員員））をを市市とと各各地地域域にに配配置置ししまますす。。  
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  22))  協協議議体体のの設設置置                                                            

      ◇◇  事事業業内内容容  

          生生活活支支援援等等ササーービビススのの体体制制整整備備にに向向けけてて、、多多様様なな主主体体間間のの情情報報共共有有及及びび連連

携携・・協協働働にによよるる体体制制整整備備をを推推進進すするるたためめ、、生生活活支支援援体体制制整整備備推推進進協協議議会会をを市市

とと各各地地域域にに設設置置ししまますす。。 

 

 

◎◎  施施策策のの方方向向  

    市市民民がが多多様様なな生生活活支支援援ササーービビススをを利利用用でできき、、高高齢齢者者もも生生活活支支援援のの担担いい手手ととししてて社社

会会参参加加ででききるるよよううなな生生活活支支援援体体制制のの整整備備をを進進めめるるここととがが必必要要でですす。。  

    生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターーやや協協議議体体がが連連携携しし、、地地域域のの生生活活支支援援ササーービビススののニニーーズズ

やや、、不不足足ししてていいるるササーービビススをを把把握握しし、、ササーービビススをを提提供供すするるととととももにに、、地地域域全全体体でで助助

けけ合合いい、、支支ええ合合いい活活動動ががででききるる仕仕組組みみづづくくりりにに取取りり組組んんででいいききまますす。。  
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⑷⑷  地地域域包包括括支支援援セセンンタターーのの強強化化                                                    

  地地域域包包括括支支援援セセンンタターーはは、、高高齢齢者者がが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで、、安安心心ししたた生生活活をを続続けけらられれるる

よよううにに支支援援をを行行うう総総合合機機関関でですす。。市市直直営営11チチーームム、、委委託託66チチーームムでで各各担担当当地地域域をを受受けけ持持

ちち、、専専門門職職種種がが様様々々なな相相談談にに対対しし、、連連携携ししてて業業務務にに取取りり組組みみまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 ①①  介介護護予予防防支支援援事事業業／／介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントト事事業業                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

        自自立立保保持持ののたためめのの身身体体的的・・精精神神的的・・社社会会的的機機能能のの維維持持向向上上をを目目標標ととしし、、要要支支

援援11・・22又又はは基基本本チチェェッッククリリスストトにによよりり該該当当者者とと判判定定さされれたた方方にに対対しし、、概概ねね次次のの

よよううななププロロセセススにによよりり実実施施ししまますす。。  

        11))  一一次次アアセセススメメンントト  

        22))  介介護護予予防防ププラランン等等のの作作成成  

        33))  ササーービビスス提提供供・・モモニニタタリリンンググ※※11  

        44))  ササーービビスス提提供供後後のの評評価価及及びび再再アアセセススメメンントト  

 

 

 

 

 

 

■ 用語解説   

※※11  モモニニタタリリンンググ  ケケアアププラランンにに照照ららししてて状状況況把把握握をを行行いい、、現現在在提提供供さされれてていいるるササーービビ

ススでで十十分分ででああるるかか、、又又はは不不必必要要ななササーービビススがが提提供供さされれてていいなないいかか等等

をを観観察察・・把把握握すするるこことと  
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  ②②  総総合合相相談談支支援援事事業業／／権権利利擁擁護護事事業業                                              

    ◇◇  事事業業内内容容  

    地地域域のの高高齢齢者者、、介介護護にに取取りり組組むむ家家族族にに対対しし、、介介護護保保険険ササーービビススににととどどままららなな

いい様様々々なな形形ででのの支支援援をを可可能能ととすするるたためめ、、次次のの取取組組等等をを行行いいまますす。。  

        11))  地地域域ににおおけけるる様様々々なな関関係係者者ととののネネッットトワワーークク構構築築  

        22))  ネネッットトワワーーククをを通通じじたた高高齢齢者者のの心心身身のの状状況況やや家家庭庭環環境境等等ににつついいててのの実実態態  

          把把握握  

        33))  ササーービビススにに関関すするる情情報報提提供供等等のの初初期期相相談談※※やや、、継継続続的的・・専専門門的的なな支支援援  

            ※※市市内内 77 かか所所のの在在宅宅介介護護支支援援セセンンタターーににおおいいててもも、、地地域域包包括括支支援援セセンンタターーににつつななぐぐ  

              窓窓口口ととししてて総総合合相相談談をを実実施施  

        44))  成成年年後後見見制制度度のの活活用用やや高高齢齢者者虐虐待待防防止止のの取取組組ななどどのの権権利利擁擁護護業業務務  

        55))  介介護護離離職職（（家家族族をを介介護護すするるたためめにに離離職職すするるこことと））防防止止にに向向けけたた普普及及啓啓発発  

  

  

  ③③  包包括括的的・・継継続続的的ケケアアママネネジジメメンントト支支援援事事業業                                          

    ◇◇  事事業業内内容容  

    地地域域ののケケアアママネネジジャャーー等等にに対対すするる個個別別相相談談やや、、支支援援困困難難事事例例へへのの助助言言、、各各機機

関関ととのの連連携携・・協協力力体体制制のの整整備備ななどど包包括括的的・・継継続続的的ななケケアア体体制制のの構構築築等等をを行行いいまま

すす。。  
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  ④④  地地域域ケケアア会会議議のの推推進進                                                          

    ◇◇  事事業業内内容容  

        多多職職種種にによよるる個個別別ケケーーススのの支支援援内内容容のの検検討討をを通通じじてて、、高高齢齢者者のの自自立立支支援援ににつつ

ななががるるケケアアママネネジジメメンントト支支援援やや地地域域支支援援ネネッットトワワーーククのの構構築築をを行行ううととととももにに、、

ケケーースス検検討討にによよりり把把握握さされれるる地地域域課課題題のの蓄蓄積積、、共共有有をを図図りり、、地地域域のの資資源源開開発発やや

地地域域づづくくりり、、ささららににはは介介護護保保険険事事業業計計画画へへのの反反映映ななどどのの政政策策形形成成ににつつななげげてていい

ききまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

◎◎  施施策策のの方方向向  

    地地域域包包括括支支援援セセンンタターーはは、、介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントトやや包包括括的的支支援援事事業業等等のの実実施施

をを通通じじてて、、地地域域住住民民のの心心身身のの健健康康のの保保持持及及びび生生活活のの安安定定をを支支援援すするる機機関関でであありり、、そそ

のの機機能能をを十十分分にに発発揮揮ししてていいくくたためめににはは、、業業務務状状況況をを明明ららかかににすするるととととももにに、、業業務務内内

容容にに応応じじたた適適切切なな人人員員配配置置をを行行うう必必要要ががあありりまますす。。  

    国国でで定定めめらられれるる評評価価指指標標をを基基にに、、評評価価をを行行いい、、地地域域包包括括支支援援セセンンタターーのの機機能能強強化化

をを進進めめまますす。。  
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⑸⑸  介介護護ササーービビススのの質質のの確確保保及及びび向向上上                                                    

    団団塊塊のの世世代代のの人人たたちちがが7755歳歳をを迎迎ええるる22002255年年（（令令和和77年年））、、ささららににはは団団塊塊ジジュュニニアア世世

代代がが6655歳歳以以上上ととななりり高高齢齢者者数数ががピピーーククをを迎迎ええるる22004400年年（（令令和和2222年年））をを見見据据ええ、、介介護護

保保険険制制度度のの持持続続可可能能性性のの確確保保がが重重要要でですす。。  

    そそののたためめににはは、、質質がが高高くく必必要要ななササーービビススをを提提供供ししてていいくくとと同同時時にに、、財財源源とと人人材材とと

ををよよりり効効率率的的にに活活用用すするる仕仕組組みみをを構構築築すするるここととがが必必要要でですす。。  

  

  
  ①①  介介護護給給付付等等のの適適正正化化                                                      

    ◇◇  事事業業内内容容  

        介介護護給給付付をを必必要要ととすするる利利用用者者をを適適切切にに認認定定しし、、利利用用者者がが真真にに必必要要ととすするるササーー

ビビススをを事事業業者者がが適適切切にに提提供供すするるよようう促促ししまますす。。  

        介介護護保保険険制制度度をを持持続続可可能能ななももののととすするるたためめ、、第第55期期大大垣垣市市介介護護給給付付適適正正化化計計画画

（（111111頁頁））にに基基づづきき、、次次のの事事業業にに取取りり組組みみまますす。。  

  

    11))  要要介介護護認認定定のの適適正正化化  

        要要介介護護認認定定のの変変更更又又はは更更新新にに係係るる認認定定調調査査のの内内容容ににつついいてて、、市市職職員員等等がが訪訪問問

又又はは書書面面等等にによよりり審審査査しし、、適適正正かかつつ公公平平なな要要介介護護認認定定ででああるるかか点点検検ししまますす。。  

  

    22))  ケケアアププラランンのの点点検検  

        介介護護支支援援専専門門員員がが作作成成ししたた居居宅宅ササーービビスス計計画画等等のの内内容容ににつついいてて、、市市職職員員等等がが

訪訪問問又又はは書書面面等等にによよりり調調査査しし、、利利用用者者のの自自立立支支援援にに資資すするる適適切切ななササーービビスス提提供供でで

ああるるかか点点検検ししまますす。。  

  

    33))  住住宅宅改改修修等等のの点点検検（（住住宅宅改改修修//福福祉祉用用具具購購入入・・貸貸与与調調査査））  

        住住宅宅改改修修工工事事ににつついいてて、、工工事事見見積積書書、、竣竣工工写写真真等等のの確確認認をを行行いい、、適適切切なな住住宅宅

改改修修ででああるるかか点点検検ししまますす。。  

        福福祉祉用用具具購購入入・・貸貸与与ににつついいてて、、理理由由書書等等のの確確認認をを行行いい、、福福祉祉用用具具のの必必要要性性やや

利利用用状状況況をを点点検検ししまますす。。  

  

    44))  縦縦覧覧点点検検・・医医療療情情報報ととのの突突合合  

        介介護護報報酬酬のの支支払払状状況況やや、、後後期期高高齢齢者者医医療療等等のの入入院院情情報報とと介介護護保保険険のの給給付付情情報報

をを確確認認しし、、提提供供さされれたたササーービビススのの整整合合性性をを点点検検ししまますす。。  

  

    55))  介介護護給給付付費費通通知知  

        利利用用者者にに対対ししてて、、事事業業者者かかららのの介介護護報報酬酬のの請請求求及及びび費費用用のの給給付付状状況況等等ににつついい

てて通通知知しし、、適適切切ななササーービビススのの利利用用とと提提供供をを普普及及啓啓発発ししまますす。。  
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  ②②  地地域域密密着着型型ササーービビスス事事業業者者等等のの指指定定                                        

    ◇◇  事事業業内内容容  

        地地域域密密着着型型ササーービビススのの適適正正なな運運営営をを確確保保すするるたためめ、、そそのの指指定定等等にに関関しし、、地地域域

密密着着型型ササーービビスス運運営営委委員員会会ににおおいいてて協協議議をを行行いいまますす。。ままたた、、定定期期巡巡回回・・随随時時対対

応応型型訪訪問問介介護護看看護護、、小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護等等のの普普及及にに努努めめまますす。。  

  

  

  ③③  介介護護ササーービビスス相相談談員員のの派派遣遣                                                        

    ◇◇  事事業業内内容容  

    介介護護ササーービビスス相相談談員員がが介介護護保保険険施施設設等等をを訪訪ねね、、ササーービビスス利利用用者者やや事事業業者者のの話話

をを聞聞くくここととにによよりり、、利利用用者者のの疑疑問問やや不不満満、、不不安安のの解解消消をを図図りり、、事事業業者者がが行行ううササーー

ビビススのの質質的的なな向向上上をを図図りりまますす。。  

            

区区    分分  
実実    績績  見見    込込    みみ  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

相相 談談 員員 数数 (( 人人 )) 1177  1177 1155 1166 1188  2200

延延べべ派派遣遣回回数数((回回)) 882211  880044 440000 664400 880000  885500

（（相相談談員員数数はは各各年年度度末末現現在在））  

  

  

  ④④  事事業業者者相相互互間間のの連連携携                                                      

    ◇◇  事事業業内内容容  

     介介護護保保険険制制度度をを円円滑滑にに推推進進すするるたためめににはは、、市市、、居居宅宅介介護護支支援援事事業業者者、、居居宅宅ササーー

ビビスス事事業業者者及及びび介介護護保保険険施施設設等等がが連連携携しし、、情情報報のの共共有有ややササーービビススのの向向上上にに取取りり組組

みみ、、要要介介護護者者等等ののニニーーズズにに適適切切にに応応じじるるここととがが重重要要でですす。。  

市市はは、、ここれれららササーービビスス事事業業者者等等でで組組織織さされれるる大大垣垣市市介介護護ササーービビスス事事業業者者連連絡絡会会

とと連連携携しし、、事事業業者者ととののネネッットトワワーークク構構築築をを図図りりまますす。。  

  

  

  ⑤⑤  福福祉祉ササーービビススのの第第三三者者評評価価                                                

    ◇◇  事事業業内内容容  

      福福祉祉ササーービビススのの第第三三者者評評価価はは、、事事業業者者自自ららががササーービビススのの質質のの向向上上をを目目指指しし、、

県県がが選選定定ししたた評評価価機機関関等等のの第第三三者者かからら評評価価をを受受けけるる仕仕組組みみでですす。。市市でではは、、介介護護

ササーービビスス事事業業者者にに第第三三者者評評価価のの受受審審をを促促しし、、利利用用者者がが安安心心ししてて介介護護ササーービビススがが受受

けけらられれるるよようう、、ササーービビススのの質質のの向向上上をを図図りりまますす。。  
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◎◎  施施策策のの方方向向  

    高高齢齢者者がが安安心心ししてて介介護護ササーービビススをを利利用用でできき、、事事業業者者がが高高齢齢者者ににととっってて必必要要なな介介護護

ササーービビススをを持持続続的的にに提提供供ででききるるよようう、、介介護護給給付付等等のの適適正正化化ををははじじめめととししたた各各種種事事業業

にに取取りり組組みみ、、介介護護ササーービビススのの質質のの確確保保及及びび向向上上をを図図りりまますす。。  
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⑹⑹  人人材材のの確確保保及及びび業業務務のの効効率率化化                                                        

高高齢齢化化がが進進みみ、、介介護護ササーービビススのの利利用用者者数数のの増増加加がが見見込込ままれれるる中中、、国国かからら示示さされれたた介介

護護職職員員のの処処遇遇改改善善、、多多様様なな人人材材のの参参入入・・活活躍躍のの促促進進、、働働ききややすすいい環環境境のの整整備備、、介介護護のの

魅魅力力向向上上、、外外国国人人材材のの受受入入れれ環環境境整整備備のの取取組組をを進進めめてていいききまますす。。  

  

  

  ①①  人人材材確確保保のの支支援援                                                                

    ◇◇  事事業業内内容容  

        新新たたにに介介護護職職員員初初任任者者研研修修課課程程をを修修了了しし、、市市内内のの訪訪問問介介護護事事業業所所等等にに継継続続しし

てて66かか月月以以上上就就労労ししてていいるる市市内内在在住住のの介介護護職職員員にに奨奨励励金金をを交交付付ししまますす。。  

  

  

 ②②  介介護護現現場場革革新新                                                            

    ◇◇  事事業業内内容容  

        介介護護現現場場ににおおけけるる業業務務改改善善（（業業務務仕仕分分けけ、、ロロボボッットト・・ＩＩＣＣＴＴのの活活用用ななどど））にに

つついいてて情情報報提提供供をを行行いいまますす。。ままたた、、介介護護ロロボボッットト等等のの展展示示会会ななどどののＰＰＲＲ活活動動にに

よよりり、、介介護護ササーービビスス事事業業所所のの介介護護現現場場革革新新をを支支援援ししまますす。。  

  

  

 ③③  介介護護現現場場ののイイメメーージジ刷刷新新                                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

        関関係係団団体体とと協協力力ししななががらら、、介介護護現現場場のの魅魅力力ををホホーームムペペーージジ等等にによよりり情情報報発発信信

ししまますす。。  

  

  

 ④④  文文書書負負担担軽軽減減                                                            

    ◇◇  事事業業内内容容  

        国国かからら示示さされれるる文文書書負負担担軽軽減減にに関関すするるガガイイドドラライインンにに沿沿っってて、、文文書書のの簡簡素素化化、、

標標準準化化、、ＩＩＣＣＴＴのの活活用用をを進進めめ、、介介護護ササーービビスス事事業業所所のの負負担担軽軽減減にに努努めめまますす。。  

  

  

◎◎  施施策策のの方方向向  

高高齢齢者者がが安安心心ししててササーービビススがが利利用用ででききるるよようう、、県県やや介介護護関関係係団団体体とと連連携携・・協協力力ししなな

ががらら、、人人手手不不足足対対策策にに取取りり組組みみまますす。。  
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⑺⑺  災災害害・・感感染染症症対対策策のの推推進進  

    近近年年のの全全国国各各地地ににおおけけるる災災害害のの発発生生状状況況、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの流流行行をを踏踏

ままええ、、災災害害やや感感染染症症にに備備ええるるととととももにに、、そそのの対対策策にに係係るる体体制制整整備備をを図図りりまますす。。  

  

  

  ①①  災災害害へへのの対対応応強強化化                                                              

    ◇◇  事事業業内内容容  

        災災害害時時にに備備ええたた介介護護ササーービビスス事事業業所所のの食食料料、、飲飲料料水水ななどどのの物物資資のの備備蓄蓄状状況況、、

避避難難確確保保計計画画をを定定期期的的にに確確認認ししまますす。。ままたた、、介介護護ササーービビスス事事業業所所等等とと連連携携しし、、

避避難難訓訓練練、、防防災災にに関関すするる啓啓発発をを実実施施しし、、災災害害へへのの対対応応をを強強化化ししまますす。。  

  

  

 ②②  感感染染症症へへのの対対応応強強化化                                                              

    ◇◇  事事業業内内容容  

        介介護護ササーービビスス事事業業所所ににおおけけるる新新型型ココロロナナウウイイルルスス等等のの感感染染症症予予防防やや、、感感染染症症

にに関関連連すするる人人権権へへのの配配慮慮ににつついいてて周周知知啓啓発発、、研研修修等等をを行行ううととととももにに、、感感染染症症発発

生生時時ににおおけけるるササーービビスス継継続続へへのの備備ええをを定定期期的的にに確確認認ししまますす。。ままたた、、県県、、介介護護ササーー

ビビスス事事業業所所等等とと連連携携しし、、感感染染症症発発生生時時をを含含めめたた支支援援体体制制をを整整備備ししまますす。。  

  

  

◎◎  施施策策のの方方向向  

    介介護護ササーービビスス利利用用者者等等がが安安心心ししててササーービビススをを受受けけるるここととががででききるるよようう、、災災害害やや感感

染染症症にに備備ええるるここととがが必必要要でですす。。  

    県県、、介介護護ササーービビスス事事業業所所等等ととのの連連携携をを強強化化しし、、平平時時かからら災災害害、、感感染染症症にに備備ええるるとと

ととももにに、、災災害害等等がが発発生生ししたた場場合合のの支支援援体体制制のの整整備備にに取取りり組組みみまますす。。  
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⑻⑻  地地域域共共生生社社会会のの実実現現                                                        

地地域域共共生生社社会会ととはは、、個個人人やや世世帯帯のの抱抱ええるる複複合合的的なな課課題題にに対対しし、、制制度度・・分分野野ごごととのの「「縦縦

割割りり」」やや「「支支ええ手手」」「「受受けけ手手」」とといいうう関関係係をを越越ええてて、、地地域域住住民民、、福福祉祉関関係係者者、、行行政政なな

どどのの多多様様なな主主体体がが、、「「我我がが事事」」ととししてて参参画画しし、、人人とと人人、、人人とと資資源源がが世世代代やや分分野野をを越越ええ

てて「「丸丸ごごとと」」つつななががるるここととでで、、市市民民一一人人ひひととりりのの暮暮ららししとと生生ききががいい、、地地域域ををととももにに創創っっ

てていいくく社社会会でですす。。  

包包括括的的なな支支援援体体制制のの構構築築やや、、共共生生型型ササーービビススのの普普及及にによよりり、、地地域域共共生生社社会会のの実実現現をを

目目指指ししまますす。。  

  

  

  ①①  包包括括的的なな支支援援体体制制のの構構築築                                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

        医医療療・・介介護護ニニーーズズをを持持つつ高高齢齢者者ののみみななららずず、、障障ががいい者者、、子子育育てて世世代代、、ひひととりり

親親家家庭庭、、医医療療的的ケケアアがが必必要要なな子子どどももななどど生生活活上上のの困困難難をを抱抱ええるる方方がが地地域域ににおおいい

てて自自立立ししたた生生活活をを送送るるここととががででききるるよようう、、多多職職種種にによよるる事事例例検検討討、、地地域域ケケアア会会

議議のの活活用用にによよりり、、複複合合的的なな課課題題にに対対応応ででききるる体体制制をを構構築築ししまますす。。  

  

  

  ②②  共共生生型型ササーービビススのの普普及及                                                    

    ◇◇  事事業業内内容容  

        介介護護保保険険又又はは障障ががいい福福祉祉ののいいずずれれかかのの指指定定をを受受けけてていいるる事事業業所所ががももうう一一方方のの

制制度度ににおおけけるる指指定定をを受受けけややすすくくななるる共共生生型型ササーービビススにによよりり、、障障ががいい児児者者がが6655歳歳

以以上上ににななっっててもも、、使使いい慣慣れれたた障障害害福福祉祉ササーービビスス事事業業所所をを利利用用しし続続けけるるここととががでで

ききまますす。。  

        高高齢齢者者やや障障ががいい児児者者がが、、ササーービビススをを利利用用ででききるるよようう、、市市民民へへのの周周知知やや、、事事業業

者者にに対対すするる情情報報提提供供をを行行いい、、共共生生型型ササーービビススのの普普及及をを図図りりまますす。。  

  

  

◎◎  施施策策のの方方向向  

    地地域域ににおおけけるる多多様様なな支支援援ニニーーズズにに的的確確にに対対応応すするるたためめ、、地地域域全全体体でで助助けけ合合いい、、支支

ええ合合うう仕仕組組みみづづくくりりをを進進めめるるととととももにに、、市市のの関関係係課課にによよるる横横断断的的なな組組織織体体制制をを構構築築

しし、、地地域域共共生生社社会会のの実実現現をを目目指指ししまますす。。  
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第第５５章章    介介護護保保険険事事業業のの見見通通しし  

  

  高高齢齢化化がが進進むむ中中、、介介護護がが必必要要ににななっっててもも高高齢齢者者がが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで安安心心ししてて暮暮ららしし

てていいくくここととががででききるるよよううににすするるたためめ、、地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムをを推推進進ししてていいくくここととがが必必

要要でですす。。  

  一一方方、、高高齢齢化化のの進進展展とと介介護護ササーービビススのの増増加加にに伴伴いい、、保保険険給給付付費費等等もも同同様様にに増増ええてておお

りり、、介介護護保保険険制制度度のの持持続続可可能能性性をを高高めめてていいくくここととがが重重要要なな課課題題ととななっってていいまますす。。  

  本本市市ににおおいいててはは、、今今後後もも、、計計画画にに基基づづききササーービビスス基基盤盤をを整整備備ししてていいくくななどど、、介介護護保保

険険ササーービビススのの充充実実にに努努めめまますす。。  

  

１１  介介護護ササーービビススのの現現状状及及びび推推計計  

  

⑴⑴  在在宅宅ササーービビスス                                                                

  

  ①①  訪訪問問介介護護                                                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

    要要介介護護者者ががででききるる限限りり居居宅宅でで自自立立ししたた日日常常生生活活をを営営めめるるよようう、、訪訪問問介介護護員員

（（ホホーームムヘヘルルパパーー））等等がが要要介介護護者者のの居居宅宅をを訪訪問問ししてて、、入入浴浴・・排排泄泄・・食食事事のの介介護護、、

調調理理・・洗洗濯濯・・掃掃除除等等のの家家事事、、生生活活等等にに関関すするる相相談談・・助助言言等等のの必必要要なな日日常常生生活活上上

のの支支援援をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 998877,,777766  88..99％％ 11,,002266,,775577 33..99％％ 11,,116655,,994444  1133..66％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1133,,440099  00..77％％ 1133,,337744 △△00..33％％ 1133,,664444  22..00％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 338844,,992211  1133..00％％ 339988,,996600 33..66％％ 444422,,000088  1100..88％％

  
    ◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1133,,999922  1144,,334400  1144,,770000  1155,,444444  1177,,998888  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 447733,,996644  550044,,556644  553399,,116600  555599,,227722  665599,,114488  
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  ②②  訪訪問問入入浴浴介介護護                                                              

    ◇◇  事事業業内内容容  

    要要介介護護者者のの身身体体のの清清潔潔保保持持とと心心身身機機能能のの維維持持をを図図るるたためめ、、要要介介護護者者のの居居宅宅をを

訪訪問問ししてて、、簡簡易易浴浴槽槽をを家家庭庭にに持持ちち込込んんでで入入浴浴のの介介護護をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 3377,,887744  △△1111..99％％ 3377,,557744 △△00..88％％ 4400,,559900  88..00％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 667777  △△1111..22％％ 770066 44..33％％ 772200  22..00％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 33,,222211  △△1133..11％％ 33,,222244 00..11％％ 33,,445566  77..22％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 772200  773322  774444  775566  990000  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 33,,445566  33,,884400  33,,887766  33,,993366  44,,668800  

  

  

  ③③  訪訪問問看看護護                                                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

        要要介介護護者者のの心心身身機機能能のの維維持持回回復復とと生生活活機機能能のの維維持持向向上上をを図図るるたためめ、、訪訪問問看看護護

スステテーーシショョンンやや病病院院・・診診療療所所のの看看護護師師等等がが要要介介護護者者のの居居宅宅をを訪訪問問ししてて、、療療養養上上

のの世世話話やや必必要要なな診診療療のの補補助助をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 330099,,113344  33..77％％ 333322,,448866 77..66％％ 336611,,997711  88..99％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 77,,116677  77..77％％ 77,,771188 77..77％％ 88,,224411  66..88％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 7722,,669900  55..44％％ 7766,,666600 55..55％％ 8811,,443355  66..22％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 88,,660044  88,,997766  99,,337722  99,,556644  1111,,337766  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 8844,,773322  8899,,998888  9933,,669966  9955,,332288  111133,,885566  
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  ④④  訪訪問問リリハハビビリリテテーーシショョンン                                                    

    ◇◇  事事業業内内容容  

    要要介介護護者者がが居居宅宅ににおおいいてて自自立立ししたた日日常常生生活活をを営営めめるるよようう生生活活機機能能のの維維持持向向上上

をを図図るるたためめ、、理理学学療療法法士士・・作作業業療療法法士士・・言言語語聴聴覚覚士士がが要要介介護護者者のの居居宅宅をを訪訪問問しし

てて、、理理学学療療法法・・作作業業療療法法・・言言語語聴聴覚覚療療法法等等のの必必要要ななリリハハビビリリテテーーシショョンンをを行行いい

まますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 3377,,005588  11..55％％ 4411,,442233 1111..88％％ 5511,,118800  2233..66％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11,,110033  △△00..44％％ 11,,118866 77..55％％ 11,,335566  1144..33％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 1122,,339966  △△00..11％％ 1144,,110022 1133..88％％ 1177,,663322  2255..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11,,336688  11,,440044  11,,442288  11,,446644  11,,777766  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 1188,,552288  1199,,448888  1199,,880000  2200,,228800  2244,,660000  

  

  

  ⑤⑤  居居宅宅療療養養管管理理指指導導                                                          

    ◇◇  事事業業内内容容  

     通通院院がが困困難難なな要要介介護護者者のの居居宅宅にに、、病病院院・・診診療療所所のの医医師師・・歯歯科科医医師師・・薬薬剤剤師師等等

がが訪訪問問ししてて、、心心身身のの状状況況とと環環境境等等をを把把握握しし、、療療養養上上のの管管理理指指導導をを行行いい、、療療養養生生

活活のの質質のの向向上上をを図図りりまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 9944,,335577  1111..88％％ 9999,,229977 55..22％％ 110055,,112200  55..99％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 99,,006644  55..22％％ 99,,448866 44..77％％ 99,,996600  55..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1100,,442288  1100,,888844  1111,,336644  1111,,554444  1133,,881122  
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  ⑥⑥  通通所所介介護護                                                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

        要要介介護護者者のの心心身身機機能能のの維維持持とと社社会会的的孤孤立立感感のの解解消消、、家家族族のの身身体体的的・・精精神神的的負負

担担のの軽軽減減をを図図るるたためめ、、利利用用定定員員1199人人以以上上ののデデイイササーービビススセセンンタターーににおおいいてて、、入入

浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、生生活活等等ににつついいててのの相相談談・・助助言言、、健健康康状状態態のの確確認認等等のの

日日常常生生活活のの支支援援とと機機能能訓訓練練をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 11,,773311,,660099  44..11％％ 11,,883311,,335588 55..88％％ 11,,883377,,550044  00..33％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1199,,334400  44..77％％ 2200,,000088 33..55％％ 1199,,228844  △△33..66％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 221122,,224488  66..00％％ 222244,,668888 55..99％％ 222233,,336688  △△00..66％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1199,,664444  2200,,008888  2200,,556688  2211,,221166  2255,,330088  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 222299,,887722  224466,,882288  226600,,997766  226688,,775522  332211,,661122  

  

  

 ⑦⑦  通通所所リリハハビビリリテテーーシショョンン                                                    

    ◇◇  事事業業内内容容  

        要要介介護護者者がが居居宅宅ににおおいいてて自自立立ししたた日日常常生生活活をを営営めめるるよようう生生活活機機能能のの維維持持向向上上

をを図図るるたためめ、、介介護護老老人人保保健健施施設設・・介介護護医医療療院院やや病病院院・・診診療療所所ににおおいいてて、、理理学学療療

法法・・作作業業療療法法等等のの必必要要ななリリハハビビリリテテーーシショョンンをを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 225511,,448855  △△55..66％％ 224466,,330077 △△22..11％％ 224444,,330022  △△00..88％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 33,,668800  △△00..99％％ 33,,770066 00..77％％ 33,,554400  △△44..55％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 2299,,449977  △△44..33％％ 2288,,997711 △△11..88％％ 2288,,229922  △△22..33％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 33,,660000  33,,667722  33,,774444  33,,885522  44,,660088  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 2288,,775522  2299,,889922  3311,,112288  3311,,994444  3388,,338888  
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  ⑧⑧  短短期期入入所所生生活活介介護護                                                          

    ◇◇  事事業業内内容容  

    在在宅宅のの要要介介護護者者のの心心身身機機能能のの維維持持、、家家族族のの身身体体的的・・精精神神的的負負担担のの軽軽減減をを図図るる

たためめ、、特特別別養養護護老老人人ホホーームム等等のの短短期期入入所所にによよりり、、入入浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、

そそのの他他のの日日常常生生活活上上のの支支援援やや機機能能訓訓練練をを行行いいまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 11,,115500,,449955  00..44％％ 11,,113399,,770077 △△00..99％％ 11,,009922,,550077  △△44..11％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 88,,221188  △△00..77％％ 88,,223300 00..11％％ 77,,229966  △△1111..33％％

利利用用日日数数  ((  日日  )) 113366,,009988  △△33..22％％ 113355,,229955 △△00..66％％ 113300,,667733  △△33..44％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 77,,440044  77,,880000  88,,223322  88,,440000  1100,,006688  

利利用用日日数数  ((  日日  )) 113377,,228800  114499,,771122  115599,,881166  116622,,776688  119955,,775566  

  

  

  ⑨⑨  短短期期入入所所療療養養介介護護                                                          

    ◇◇  事事業業内内容容  

    在在宅宅のの要要介介護護者者のの心心身身機機能能のの維維持持、、家家族族のの身身体体的的・・精精神神的的負負担担のの軽軽減減をを図図るる

たためめ、、介介護護老老人人保保健健施施設設等等のの短短期期入入所所にによよりり、、看看護護・・医医学学的的管管理理下下ででのの介介護護・・

機機能能訓訓練練等等のの必必要要なな医医療療やや日日常常生生活活上上のの支支援援をを行行いいまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 5588,,773377  55..55％％ 5511,,555555 △△1122..22％％ 4422,,557766  △△1177..44％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 442244  △△22..11％％ 337744 △△1111..88％％ 330000  △△1199..88％％

利利用用日日数数  ((  日日  )) 66,,116600  33..33％％ 55,,228833 △△1144..22％％ 44,,332200  △△1188..22％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 331122  334488  334488  334488  440088  

利利用用日日数数  ((  日日  )) 44,,446644  44,,883366  44,,883366  44,,883366  55,,666644  
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  ⑩⑩  福福祉祉用用具具貸貸与与                                                              

    ◇◇  事事業業内内容容  

     心心身身のの機機能能がが低低下下しし日日常常生生活活にに支支障障ののああるる要要介介護護者者にに対対しし、、家家庭庭ででのの日日常常生生

活活上上のの便便宜宜をを図図るるたためめ、、自自立立支支援援にに役役立立つつ福福祉祉用用具具のの貸貸出出ししをを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 334433,,661133  22..22％％ 335577,,333322 44..00％％ 337722,,221199  44..22％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 2266,,225588  22..88％％ 2277,,008866 33..22％％ 2277,,998844  33..33％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 2288,,447766  2299,,112244  2299,,770000  3300,,449922  3366,,770088  

  

  

  ⑪⑪  福福祉祉用用具具購購入入費費のの支支給給                                                      

    ◇◇  事事業業内内容容  

     在在宅宅のの要要介介護護者者がが、、入入浴浴やや排排泄泄にに用用いいるる福福祉祉用用具具等等をを購購入入ししたた場場合合、、支支給給限限

度度基基準準額額内内（（同同一一年年度度1100万万円円以以内内））でで保保険険給給付付をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 1111,,446666  △△44..22％％ 1100,,663399 △△77..22％％ 1111,,007766  44..11％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 440000  △△11..00％％ 338800 △△55..00％％ 338844  11..11％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 339966  339966  440088  444444  551166  
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  ⑫⑫  住住宅宅改改修修費費のの支支給給                                                            

    ◇◇  事事業業内内容容  

     要要介介護護者者がが在在宅宅でで生生活活ししてていいくくたためめにに必必要要なな手手すすりりのの取取付付けけ等等のの住住宅宅改改修修をを

行行っったた場場合合、、支支給給限限度度基基準準額額内内（（2200万万円円以以内内、、原原則則11回回限限りり））でで保保険険給給付付をを行行いい

まますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 3322,,110055  △△55..99％％ 3355,,550066 1100..66％％ 3388,,888800  99..55％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 334433  △△44..22％％ 338888 1133..11％％ 440088  55..22％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 442200  443322  444444  444444  554400  

 

 

⑬⑬  特特定定施施設設入入居居者者生生活活介介護護                                                    

    ◇◇  事事業業内内容容  

     有有料料老老人人ホホーームム等等にに入入居居ししてていいるる要要介介護護者者がが、、施施設設でで能能力力にに応応じじたた自自立立ししたた

生生活活をを送送るるここととががででききるるよようう、、入入浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、日日常常生生活活上上のの支支援援、、

機機能能訓訓練練・・療療養養上上のの世世話話をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 116677,,665566  99..99％％ 220055,,337755 2222..55％％ 222200,,334444  77..33％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 884411  55..77％％ 11,,004433 2244..00％％ 11,,112288  88..11％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11,,116644  11,,118888  11,,222244  11,,228844  11,,552244  
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  ⑭⑭  居居宅宅介介護護支支援援（（ケケアアママネネジジメメンントト））                                        

    ◇◇  事事業業内内容容  

    在在宅宅ササーービビスス等等をを適適切切にに利利用用ででききるるよよううにに、、要要介介護護者者のの依依頼頼をを受受けけ、、介介護護ササーー

ビビスス計計画画のの作作成成、、在在宅宅ササーービビスス事事業業者者ととのの連連絡絡調調整整等等をを行行いいまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 558888,,554400  44..00％％ 660044,,558888 22..77％％ 661199,,777766  22..55％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 4400,,116699  33..11％％ 4411,,330099 22..88％％ 4422,,228888  22..44％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 4433,,006688  4444,,002288  4444,,998888  4466,,330088  5555,,441166  
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⑵⑵  施施設設ササーービビスス                                                                

 

 ①①  介介護護老老人人福福祉祉施施設設（（特特別別養養護護老老人人ホホーームム））                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

        身身体体上上・・精精神神上上著著ししいい障障ががいいががああるるたためめ常常時時介介護護をを必必要要ととしし、、居居宅宅ににおおいいてて

適適切切なな介介護護をを受受けけるるここととがが困困難難なな要要介介護護者者にに対対しし、、入入所所定定員員3300人人以以上上のの特特別別養養

護護老老人人ホホーームムににおおいいてて、、入入浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、日日常常生生活活上上のの支支援援、、機機能能

訓訓練練等等をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 22,,333355,,440022  00..00％％ 22,,339933,,113399 22..55％％ 22,,553311,,553300  55..88％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 99,,333322  △△11..99％％ 99,,336622 00..33％％ 99,,775566  44..22％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1100,,220000  1100,,444400  1111,,440000  1122,,660000  1144,,880088  

 

 

 ②②  介介護護老老人人保保健健施施設設                                                          

    ◇◇  事事業業内内容容  

        入入院院治治療療をを必必要要ととししなないい要要介介護護者者にに対対しし、、在在宅宅生生活活へへのの復復帰帰をを目目的的ととししてて、、

看看護護、、医医学学的的管管理理下下ででのの介介護護、、機機能能訓訓練練等等のの必必要要なな医医療療、、日日常常生生活活上上のの支支援援をを

行行いいまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 11,,118800,,442277  11..22％％ 11,,116644,,660022 △△11..33％％ 11,,119955,,444433  22..66％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 44,,449955  00..22％％ 44,,441188 △△11..77％％ 44,,336688  △△11..11％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 44,,336688  44,,336688  44,,336688  44,,992200  55,,992288  
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 ③③  介介護護療療養養型型医医療療施施設設                                                        

    ◇◇  事事業業内内容容  

        病病院院・・診診療療所所のの介介護護保保険険適適用用部部分分にに入入院院すするる要要介介護護者者にに対対しし、、療療養養上上のの管管理理、、

看看護護、、医医学学的的管管理理下下ででのの介介護護及及びび機機能能訓訓練練等等のの必必要要なな医医療療をを行行いいまますす。。  

        国国にによよるる療療養養病病床床のの再再編編成成にに伴伴いい、、22002244年年（（令令和和66年年））33月月ままででにに廃廃止止さされれるる

予予定定でですす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 2266,,113344  △△2233..22％％ 2200,,448866 △△2211..66％％ 1177,,552200  △△1144..55％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 8844  △△2233..66％％ 7722 △△1144..33％％ 6600  △△1166..77％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 6600  00  00  --  --  

  

  

 ④④  介介護護医医療療院院                                                              

    ◇◇  事事業業内内容容  

        主主ととししてて長長期期ににわわたたりり療療養養がが必必要要ででああるる要要介介護護者者にに対対しし、、療療養養上上のの管管理理、、看看

護護、、医医学学的的管管理理下下ででのの介介護護、、機機能能訓訓練練等等のの必必要要なな医医療療、、日日常常生生活活上上のの支支援援をを行行

いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 00  00..00％％ 1100,,226655 110000..00％％ 7711,,006655  559922..33％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 00  00..00％％ 2266 110000..00％％ 118800  559922..33％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 330000  336600  445566  445566  449922  
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⑶⑶  地地域域密密着着型型介介護護ササーービビスス                                                      

  

①①  定定期期巡巡回回・・随随時時対対応応型型訪訪問問介介護護看看護護                                        

    ◇◇  事事業業内内容容  

    予予めめ作作成成さされれたた計計画画にに基基づづきき、、必必要要にに応応じじてて11日日数数回回程程度度、、日日常常生生活活上上のの介介護護

ササーービビスス等等のの提提供供をを行行ううととととももにに、、2244時時間間対対応応可可能能なな窓窓口口をを設設置置しし、、利利用用者者かか

ららのの通通報報等等にに対対応応ででききるるオオペペレレーータターーをを配配置置すするるここととにによよりり、、通通報報内内容容にに応応じじ

たた随随時時対対応応ササーービビスス（（通通話話にによよるる相相談談援援助助、、転転倒倒時時等等ににおおけけるる訪訪問問ササーービビススのの

提提供供、、医医療療機機関関等等へへのの通通報報等等））のの提提供供をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 338855  △△8800..88％％ 11,,336644 225544..33％％ 22,,778822  110044..00％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 55  △△7788..33％％ 1144 118800..00％％ 2244  7711..44％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 2244  114444  114444  114444  115566  

  

  

  ②②  夜夜間間対対応応型型訪訪問問介介護護                                                        

    ◇◇  事事業業内内容容  

    従従来来かかららのの、、夜夜間間にに定定期期的的にに巡巡回回ししてて行行うう訪訪問問介介護護にに加加ええ、、利利用用者者のの求求めめにに

応応じじてて随随時時対対応応すするる訪訪問問介介護護をを組組みみ合合わわせせたたササーービビススでですす。。要要介介護護者者のの居居宅宅をを

訪訪問問ししてて、、入入浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護やや日日常常生生活活上上のの支支援援、、緊緊急急時時のの対対応応ななどど

をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 00  00..00％％ 00 00..00％％ 00  00..00％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 00  00..00％％ 00 00..00％％ 00  00..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 00  00  00  00  00  
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  ③③  地地域域密密着着型型通通所所介介護護                                                        

    ◇◇  事事業業内内容容  

    要要介介護護者者のの心心身身機機能能のの維維持持とと社社会会的的孤孤立立感感のの解解消消、、家家族族のの身身体体的的・・精精神神的的負負

担担のの軽軽減減をを図図るるたためめ、、利利用用定定員員1188人人以以下下ののデデイイササーービビススセセンンタターーににおおいいてて、、入入

浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、生生活活等等ににつついいててのの相相談談・・助助言言、、健健康康状状態態のの確確認認等等のの

日日常常生生活活のの支支援援とと機機能能訓訓練練をを行行いいまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 224455,,880088  55..55％％ 226633,,888811 77..44％％ 227700,,446622  22..55％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 33,,996600  66..55％％ 44,,116677 55..22％％ 44,,220000  00..88％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 3333,,119944  66..22％％ 3366,,004488 88..66％％ 3377,,331122  33..55％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 44,,227722  44,,336688  44,,444400  44,,559966  55,,446600  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 3388,,779966  4411,,773366  4433,,887722  4455,,440088  5533,,994400  

  

  

  ④④  認認知知症症対対応応型型通通所所介介護護                                                      

    ◇◇  事事業業内内容容  

    介介護護がが必必要要なな認認知知症症高高齢齢者者にに対対しし、、デデイイササーービビススセセンンタターーににおおいいてて、、入入浴浴・・

排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、日日常常生生活活上上のの支支援援、、機機能能訓訓練練等等をを行行いい、、社社会会的的孤孤立立感感のの

解解消消とと心心身身機機能能のの維維持持、、家家族族のの身身体体的的・・精精神神的的負負担担のの軽軽減減をを図図りりまますす。。  

認認知知症症のの症症状状のの進進行行がが緩緩和和さされれるるよようう目目標標をを設設定定しし、、認認知知症症のの特特性性にに配配慮慮しし

たたササーービビススをを計計画画的的にに提提供供ししまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 112233,,553355  66..00％％ 113399,,003388 1122..55％％ 114411,,338899  11..77％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11,,006633  11..55％％ 11,,112244 55..77％％ 999966  △△1111..44％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 1122,,115533  55..99％％ 1133,,660099 1122..00％％ 1133,,111111  △△33..77％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 999966  11,,000088  11,,004444  11,,006688  11,,228844  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 1133,,881122  1144,,558800  1155,,112200  1155,,444444  1188,,554400  
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  ⑤⑤  小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護                                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

    「「通通いい」」をを中中心心ととししてて、、要要介介護護者者のの様様態態やや希希望望にに応応じじてて、、随随時時「「泊泊ままりり」」やや

「「訪訪問問」」をを組組みみ合合わわせせててササーービビスス提提供供をを行行いい、、要要介介護護者者がが可可能能なな限限りり在在宅宅生生活活

をを継継続続ででききるるよようう支支援援ししまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 330099,,335544  △△1111..33％％ 331100,,667733 00..44％％ 331199,,885588  33..00％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11,,558844  △△55..22％％ 11,,555500 △△22..11％％ 11,,552244  △△11..77％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11,,553366  11,,883366  11,,886600  11,,889966  22,,223322  

  

  

⑥⑥  認認知知症症対対応応型型共共同同生生活活介介護護（（ググルルーーププホホーームム））                                

    ◇◇  事事業業内内容容  

    認認知知症症高高齢齢者者にに対対ししてて、、共共同同生生活活住住居居ににおおけけるる家家庭庭的的なな環環境境とと地地域域住住民民ととのの

交交流流のの下下でで、、入入浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、日日常常生生活活上上のの支支援援、、機機能能訓訓練練等等をを行行

いい、、認認知知症症のの症症状状のの進進行行がが緩緩和和さされれるるよようう、、要要介介護護者者のの心心身身のの状状況況をを踏踏ままええたた

ササーービビスス提提供供をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 991111,,440055  33..66％％ 992288,,999911 11..99％％ 993377,,226666  00..99％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 33,,660000  22..00％％ 33,,664444 11..22％％ 33,,662244  △△00..55％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 33,,881166  44,,110044  44,,110044  44,,110044  44,,990088  
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  ⑦⑦  地地域域密密着着型型特特定定施施設設入入居居者者生生活活介介護護                                          

    ◇◇  事事業業内内容容  

    小小規規模模介介護護専専用用型型有有料料老老人人ホホーームム等等のの施施設設にに入入居居ししてていいるる要要介介護護者者にに対対しし、、

入入浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、日日常常生生活活上上のの支支援援、、機機能能訓訓練練等等をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 00  00..00％％ 00 00..00％％ 00  00..00％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 00  00..00％％ 00 00..00％％ 00  00..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 00  00  00  00  00  

  

  

⑧⑧  地地域域密密着着型型介介護護老老人人福福祉祉施施設設入入所所者者生生活活介介護護                                

    ◇◇  事事業業内内容容  

        居居宅宅ににおおいいてて適適切切なな介介護護をを受受けけるるここととがが困困難難なな要要介介護護者者にに対対しし、、入入所所定定員員2299

人人以以下下のの特特別別養養護護老老人人ホホーームムににおおいいてて、、入入浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、日日常常生生活活

上上のの支支援援、、機機能能訓訓練練等等をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 114488,,991166  △△11..99％％ 115522,,666677 22..55％％ 115511,,225555  △△00..99％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 557766  △△22..55％％ 558877 11..99％％ 556644  △△33..99％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 660000  660000  660000  660000  776688  
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  ⑨⑨  看看護護小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護（（複複合合型型ササーービビスス））                              

    ◇◇  事事業業内内容容  

    要要介介護護度度がが高高くく、、医医療療ニニーーズズのの高高いい高高齢齢者者にに対対応応すするるたためめ、、小小規規模模多多機機能能型型

居居宅宅介介護護ののササーービビススにに加加ええ、、必必要要にに応応じじてて訪訪問問看看護護をを提提供供ででききるるササーービビススでですす。。  

        小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護ににおおいいててはは、、訪訪問問看看護護はは外外部部ののササーービビススをを受受けけるる必必

要要ががあありりまますすがが、、複複合合型型ササーービビススはは、、小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護事事業業所所にに配配置置ささ

れれたたケケアアママネネジジャャーーがが、、ササーービビススをを一一元元管管理理すするるここととにによよりり、、要要介介護護者者のの必必要要

にに応応じじ、、柔柔軟軟ななササーービビススのの提提供供をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 4455,,770000  110000..00％％ 6622,,777733 3377..44％％ 8833,,775522  3333..44％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 220022  110000..00％％ 229933 4455..00％％ 337722  2277..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 337722  661122  662244  663366  770088  
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２２  介介護護予予防防ササーービビススのの現現状状及及びび推推計計  

  

⑴⑴  在在宅宅ササーービビスス                                                              

  

  ①①  介介護護予予防防訪訪問問入入浴浴介介護護                                                      

    ◇◇  事事業業内内容容  

要要支支援援者者のの身身体体のの清清潔潔保保持持とと心心身身機機能能のの維維持持をを図図るるたためめ、、要要支支援援者者のの居居宅宅をを

訪訪問問ししてて、、簡簡易易浴浴槽槽をを家家庭庭にに持持ちち込込んんでで入入浴浴のの介介護護をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 441188  3311..00％％ 227722 △△3344..99％％ 00  △△110000..00％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1100  2255..00％％ 99 △△1100..00％％ 00  △△110000..00％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 5522  3300..00％％ 3322 △△3388..55％％ 00  △△110000..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 00  00  00  00  00  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 00  00  00  00  00  

  
  

  ②②  介介護護予予防防訪訪問問看看護護                                                          

    ◇◇  事事業業内内容容  

    要要支支援援者者のの心心身身機機能能のの維維持持回回復復とと生生活活機機能能のの維維持持向向上上をを図図るるたためめ、、訪訪問問看看護護

スステテーーシショョンンやや病病院院・・診診療療所所のの看看護護師師等等がが要要支支援援者者のの居居宅宅をを訪訪問問ししてて、、療療養養上上

のの世世話話やや必必要要なな診診療療のの補補助助をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 4444,,111188  22..66％％ 4499,,774466 1122..88％％ 5566,,664499  1133..99％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11,,556677  77..77％％ 11,,774411 1111..11％％ 11,,994444  1111..77％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 1122,,889944  △△11..44％％ 1133,,553322 44..99％％ 1155,,009988  1111..66％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 22,,111122  22,,226688  22,,444488  22,,553322  22,,778844  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 1155,,550044  1166,,663322  1177,,995522  1188,,557766  2200,,449966  
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  ③③  介介護護予予防防訪訪問問リリハハビビリリテテーーシショョンン                                            

    ◇◇  事事業業内内容容  

     要要支支援援者者がが居居宅宅ににおおいいてて自自立立ししたた日日常常生生活活をを営営めめるるよようう生生活活機機能能のの維維持持向向上上

をを図図るるたためめ、、理理学学療療法法士士・・作作業業療療法法士士・・言言語語聴聴覚覚士士がが要要支支援援者者のの居居宅宅をを訪訪問問しし

てて、、理理学学療療法法、、作作業業療療法法、、言言語語聴聴覚覚療療法法等等のの必必要要ななリリハハビビリリテテーーシショョンンをを行行いい

まますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 88,,555500  1111..99％％ 1100,,666655 2244..77％％ 1111,,222200  55..22％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 226699  1177..00％％ 336622 3344..66％％ 338800  55..00％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 33,,000088  77..66％％ 33,,662233 2200..44％％ 33,,779933  44..77％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 440088  440088  442200  443322  449922  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 44,,009922  44,,009922  44,,222244  44,,335566  44,,998800  

  

  

  ④④  介介護護予予防防居居宅宅療療養養管管理理指指導導                                                

    ◇◇  事事業業内内容容    

    通通院院がが困困難難なな要要支支援援者者のの居居宅宅にに、、病病院院・・診診療療所所のの医医師師・・歯歯科科医医師師・・薬薬剤剤師師等等

がが訪訪問問ししてて、、心心身身のの状状況況とと環環境境等等をを把把握握しし、、療療養養上上のの管管理理指指導導をを行行いい、、療療養養生生

活活のの質質のの向向上上をを図図りりまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 44,,006622  1133..44％％ 55,,225555 2299..44％％ 55,,330044  00..99％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 445566  44..33％％ 554488 2200..22％％ 556644  22..99％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 558888  662244  666600  667722  775566  
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  ⑤⑤  介介護護予予防防通通所所リリハハビビリリテテーーシショョンン                                            

    ◇◇  事事業業内内容容  

    要要支支援援者者がが居居宅宅ににおおいいてて自自立立ししたた日日常常生生活活をを営営めめるるよようう生生活活機機能能のの維維持持向向上上

をを図図るるたためめ、、介介護護老老人人保保健健施施設設・・介介護護医医療療院院やや病病院院・・診診療療所所ににおおいいてて、、理理学学療療

法法・・作作業業療療法法等等のの必必要要ななリリハハビビリリテテーーシショョンンをを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 5588,,557722  1122..99％％ 7700,,229966 2200..00％％ 6622,,111122  △△1111..66％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11,,883344  77..55％％ 22,,112255 1155..99％％ 11,,887722  △△1111..99％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11,,990088  11,,994444  11,,998800  22,,006644  22,,228800  

  

  

  ⑥⑥  介介護護予予防防短短期期入入所所生生活活介介護護                                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

    在在宅宅のの要要支支援援者者のの心心身身機機能能のの維維持持、、家家族族のの身身体体的的・・精精神神的的負負担担のの軽軽減減をを図図るる

たためめ、、特特別別養養護護老老人人ホホーームム等等のの短短期期入入所所にによよりり、、日日常常生生活活上上のの支支援援やや機機能能訓訓練練

をを行行いいまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 88,,556633  △△3322..11％％ 1100,,772211 2255..22％％ 1111,,661100  88..33％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 221155  △△2244..66％％ 224400 1111..66％％ 223300  △△44..22％％

利利用用日日数数  ((  日日  )) 11,,551155  △△2277..11％％ 11,,665599 99..55％％ 11,,777700  66..77％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 224400  224400  225522  225522  228888  

利利用用日日数数  ((  日日  )) 22,,001166  22,,001166  22,,113366  22,,113366  22,,449966  
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  ⑦⑦  介介護護予予防防短短期期入入所所療療養養介介護護                                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

        在在宅宅のの要要支支援援者者のの心心身身機機能能のの維維持持、、家家族族のの身身体体的的・・精精神神的的負負担担のの軽軽減減をを図図るる

たためめ、、介介護護老老人人保保健健施施設設等等のの短短期期入入所所にによよりり、、看看護護・・医医学学的的管管理理下下ででのの介介護護・・

機機能能訓訓練練等等のの必必要要なな医医療療やや日日常常生生活活上上のの支支援援をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 4411  110000..00％％ 1133 △△6688..33％％ 9977  664466..22％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 11  110000..00％％ 11 00..00％％ 44  330000..00％％

利利用用日日数数  ((  日日  )) 55  110000..00％％ 22 △△6600..00％％ 2244  11,,110000..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 00  00  00  00  00  

利利用用日日数数  ((  日日  )) 00  00  00  00  00  

  

  

  ⑧⑧  介介護護予予防防福福祉祉用用具具貸貸与与                                                      

    ◇◇  事事業業内内容容  

    日日常常生生活活にに支支障障ののああるる要要支支援援者者にに対対しし、、家家庭庭ででのの日日常常生生活活上上のの便便宜宜をを図図るるたた

めめ、、介介護護予予防防ののたためめのの福福祉祉用用具具のの貸貸出出ししをを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 5511,,990088  1122..22％％ 5599,,008822 1133..88％％ 6688,,002288  1155..11％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 99,,112255  66..88％％ 99,,990044 88..55％％ 1100,,664444  77..55％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1100,,887722  1111,,007766  1111,,331166  1111,,774488  1133,,006688  

  

87



第第５５章章  介介護護保保険険事事業業のの見見通通しし  

88 

  

  ⑨⑨  介介護護予予防防福福祉祉用用具具購購入入費費のの支支給給                                              

    ◇◇  事事業業内内容容  

    在在宅宅のの要要支支援援者者がが、、入入浴浴やや排排泄泄にに用用いいるる福福祉祉用用具具をを購購入入ししたた場場合合、、支支給給限限度度

基基準準額額内内（（同同一一年年度度1100万万円円以以内内））でで保保険険給給付付をを行行いいまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 33,,119911  △△1133..11％％ 33,,552255 1100..55％％ 44,,444411  2266..00％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 113388  △△1111..00％％ 114477 66..55％％ 117755  1199..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 118800  118800  220044  220044  222288  

  

  

  ⑩⑩  介介護護予予防防住住宅宅改改修修費費のの支支給給                                                  

    ◇◇  事事業業内内容容  

     要要支支援援者者がが在在宅宅でで生生活活ししてていいくくたためめにに必必要要なな手手すすりりのの取取付付けけ等等のの住住宅宅改改修修をを

行行っったた場場合合、、支支給給限限度度基基準準額額内内（（2200万万円円以以内内、、原原則則11回回限限りり））でで保保険険給給付付をを行行いい

まますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 1188,,557766  22..22％％ 1177,,001166 △△88..44％％ 2222,,556611  3322..66％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 220033  11..00％％ 118833 △△99..99％％ 222288  2244..66％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 224400  224400  225522  226644  228888  

  

88



第第５５章章  介介護護保保険険事事業業のの見見通通しし  

89 

  
 ⑪⑪  介介護護予予防防特特定定施施設設入入居居者者生生活活介介護護                                            

    ◇◇  事事業業内内容容  

        有有料料老老人人ホホーームム等等にに入入所所ししてていいるる要要支支援援者者がが、、施施設設でで能能力力にに応応じじたた自自立立ししたた

生生活活をを送送るるここととががででききるるよようう、、日日常常生生活活上上のの支支援援、、機機能能訓訓練練・・療療養養上上のの世世話話をを

行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 1122,,117722  55..55％％ 1133,,117755 88..22％％ 1133,,440055  11..77％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 115588  33..99％％ 116677 55..77％％ 116688  00..66％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 116688  116688  118800  119922  220044  

  

  

  ⑫⑫  介介護護予予防防支支援援（（ケケアアママネネジジメメンントト））                                          

    ◇◇  事事業業内内容容  

    要要支支援援者者がが介介護護予予防防ササーービビススをを適適切切にに利利用用ででききるるよよううにに、、利利用用すするる介介護護予予防防

ササーービビスス計計画画のの作作成成とと、、介介護護予予防防ササーービビスス事事業業者者ととのの連連絡絡調調整整、、そそのの他他のの支支援援

をを行行いいまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 5500,,666666  66..88％％ 5533,,886655 66..33％％ 5588,,551155  88..66％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1111,,115522  66..44％％ 1111,,889922 66..66％％ 1122,,884400  88..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1133,,112288  1133,,339922  1133,,665566  1144,,119966  1155,,778800  
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⑵⑵  地地域域密密着着型型介介護護予予防防ササーービビスス                                                  

  

  ①①  介介護護予予防防認認知知症症対対応応型型通通所所介介護護                                            

    ◇◇  事事業業内内容容  

    認認知知症症高高齢齢者者にに対対しし、、デデイイササーービビススセセンンタターーににおおいいてて、、日日常常生生活活上上のの支支援援、、

機機能能訓訓練練等等をを行行いい、、社社会会的的孤孤立立感感のの解解消消とと心心身身機機能能のの維維持持、、家家族族のの身身体体的的・・精精

神神的的負負担担のの軽軽減減をを図図りりまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 444400  △△11..11％％ 7766 △△8822..77％％ 00  △△110000..00％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 1122  00..00％％ 44 △△6666..77％％ 00  △△110000..00％％

利利用用回回数数  ((  回回  )) 4499  △△77..55％％ 1122 △△7755..55％％ 00  △△110000..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 00  00  00  00  00  

利利用用回回数数  ((  回回  )) 00  00  00  00  00  

  

  

  ②②  介介護護予予防防小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護                                            

    ◇◇  事事業業内内容容  

    要要支支援援者者のの心心身身のの状状況況、、置置かかれれてていいるる環環境境等等にに応応じじてて、、ササーービビススのの拠拠点点にに通通っっ

ててももららいい（（又又はは短短期期間間宿宿泊泊しし））、、日日常常生生活活上上のの支支援援、、機機能能訓訓練練等等をを行行いいまますす。。  

  
区区    分分  

平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 1166,,665511  △△1199..88％％ 1199,,110088 1144..88％％ 1155,,112266  △△2200..88％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 224499  △△1144..77％％ 227711 88..88％％ 222222  △△1188..11％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 224400  227766  227766  330000  332244  
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  ③③  介介護護予予防防認認知知症症対対応応型型共共同同生生活活介介護護（（ググルルーーププホホーームム））                        

    ◇◇  事事業業内内容容  

        認認知知症症高高齢齢者者にに対対ししてて、、共共同同生生活活住住居居ににおおけけるる家家庭庭的的なな環環境境とと地地域域住住民民ととのの

交交流流のの下下でで、、入入浴浴・・排排泄泄・・食食事事等等のの介介護護、、日日常常生生活活上上のの支支援援、、機機能能訓訓練練等等をを行行

いい、、認認知知症症のの症症状状のの進進行行がが緩緩和和さされれるるよようう、、要要支支援援者者のの心心身身のの状状況況をを踏踏ままええたた

ササーービビスス提提供供をを行行いいまますす。。  
  

区区    分分  
平平成成 3300 年年度度  令令和和元元年年度度  令令和和 22 年年度度((見見込込みみ))  

  対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率   対対前前年年度度伸伸率率

給給  付付  額額  ((千千円円)) 00  △△110000..00％％ 22,,771177 110000..00％％ 88,,553322  221144..00％％

利利用用人人数数  ((  人人  )) 00  △△110000..00％％ 1122 110000..00％％ 3366  220000..00％％

  
◇◇  ササーービビスス見見込込量量  

 
区区    分分  

22002211 年年度度  
((令令和和 33 年年度度))

22002222 年年度度  
((令令和和 44 年年度度))

22002233 年年度度  
((令令和和 55 年年度度))

22002255 年年度度  
((令令和和 77 年年度度))  

22004400 年年度度  
((令令和和 2222 年年度度))

利利用用人人数数  ((  人人  )) 3366  3366  3366  3366  4488  
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３３  リリハハビビリリテテーーシショョンンササーービビスス提提供供体体制制  

  

  「「地地域域包包括括ケケアアシシスステテムム」」のの構構築築にに向向けけ、、医医療療保保険険ににおおけけるる急急性性期期・・回回復復期期ののリリハハ

ビビリリテテーーシショョンンササーービビススかからら、、介介護護保保険険ににおおけけるる生生活活期期ののリリハハビビリリテテーーシショョンンササーービビ

ススへへ、、切切れれ目目なないいササーービビスス提提供供体体制制のの構構築築がが求求めめらられれてていいまますす。。ままたた、、要要介介護護者者、、要要

支支援援者者がが、、リリハハビビリリテテーーシショョンンにによよっってて、、心心身身機機能能等等のの向向上上ののみみななららずず、、日日常常生生活活のの

活活動動能能力力をを高高めめてて家家庭庭やや社社会会へへのの参参加加をを可可能能ととしし、、自自立立をを促促すすここととがが重重要要でですす。。そそのの

たためめ、、リリハハビビリリテテーーシショョンンのの必必要要性性にに応応じじててササーービビススをを利利用用すするるここととががででききるるよようう、、

リリハハビビリリテテーーシショョンンササーービビスス提提供供体体制制のの構構築築をを目目指指ししまますす。。  

 

 

⑴⑴  リリハハビビリリテテーーシショョンンササーービビスス提提供供にに関関すするる現現状状とと取取組組                

    地地域域ケケアア会会議議等等ででののリリハハビビリリテテーーシショョンンのの意意識識付付けけにによよりり、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス

感感染染症症のの影影響響ははああるるもものののの、、利利用用率率はは増増加加傾傾向向ににあありりまますす。。今今後後もも、、要要介介護護・・要要支支

援援者者本本人人ややそそのの家家族族、、介介護護支支援援専専門門員員ををははじじめめととししたた介介護護ササーービビスス事事業業者者等等ににリリハハ

ビビリリテテーーシショョンンのの重重要要性性ににつついいてて普普及及啓啓発発ししまますす。。  

  

  

⑵⑵  リリハハビビリリテテーーシショョンンササーービビスス提提供供にに関関すするる指指標標                

    リリハハビビリリテテーーシショョンンササーービビススのの供供給給量量、、提提供供実実態態ににつついいてて、、次次のの指指標標にによよりり把把握握

ししまますす。。  

区区    分分  
実実    績績  見見込込みみ  目目    標標    値値  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

(( 介介 護護 予予 防防 )) 訪訪 問問
リリハハビビリリテテーーシショョンン
利利 用用 率率 (( ササ ーー ビビ スス
受受給給者者数数／／認認定定者者数数))  
((％％))  

11..5533  11..7722 11..7766 11..7788 11..8800  11..8822

(( 介介 護護 予予 防防 )) 通通 所所
リリハハビビリリテテーーシショョンン
利利 用用 率率 (( ササ ーー ビビ スス
受受給給者者数数／／認認定定者者数数))  
((％％))  

66..1133  66..4499 66..2222 66..3300 66..3355  66..4400
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４４  介介護護ササーービビスス基基盤盤整整備備  

  

⑴⑴  令令和和 22 年年度度末末のの整整備備状状況況                                                    

  

  ①①  介介護護保保険険施施設設                                                                    

    ・・介介護護老老人人福福祉祉施施設設（（特特別別養養護護老老人人ホホーームム））              ９９施施設設      885500床床  

    ・・介介護護老老人人保保健健施施設設                                    ４４施施設設      442233床床  

  

  ②②  居居住住系系ササーービビスス                                                                  

    ・・地地域域密密着着型型介介護護老老人人福福祉祉施施設設入入所所者者生生活活介介護護            ２２施施設設      5500床床  

    ・・認認知知症症対対応応型型共共同同生生活活介介護護（（ググルルーーププホホーームム））          2200施施設設      332277床床  

    ・・特特定定施施設設入入居居者者生生活活介介護護（（介介護護付付きき有有料料老老人人ホホーームム））    ４４施施設設      116611床床  

  

  

⑵⑵  第第 88 期期［［令令和和 33 年年度度～～令令和和 55 年年度度］］のの整整備備計計画画                                        

  

  ①①  介介護護保保険険施施設設                                                                

    ・・介介護護老老人人福福祉祉施施設設（（特特別別養養護護老老人人ホホーームム））                          220000床床  

        ※※  新新設設  22施施設設  118800床床  

            （（ううちち11施施設設はは、、大大垣垣市市中中心心市市街街地地活活性性化化基基本本計計画画でで定定めめるる中中心心市市街街地地（（111188頁頁））にに  

                おおけけるる整整備備分分））  

        ※※  特特別別養養護護老老人人ホホーームム併併設設のの既既存存老老人人短短期期入入所所施施設設かかららのの転転換換  2200床床  

  

  ②②  居居住住系系ササーービビスス                                                                

    ・・認認知知症症対対応応型型共共同同生生活活介介護護（（ググルルーーププホホーームム））          １１施施設設      1188床床  

  

  ③③  在在宅宅ササーービビスス                                                                  

    ・・小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護                              １１施施設設  

    ・・看看護護小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護                          １１施施設設  

    ・・定定期期巡巡回回・・随随時時対対応応型型訪訪問問介介護護看看護護                    １１施施設設  
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５５  介介護護保保険険料料算算出出のの流流れれ  

  

  ササーービビスス利利用用にに際際ししたた地地域域間間のの移移動動やや、、ササーービビスス利利用用のの地地域域特特性性等等をを踏踏ままええ、、各各年年

度度のの要要介介護護等等認認定定者者数数かからら、、介介護護保保険険施施設設（（介介護護老老人人福福祉祉施施設設、、介介護護老老人人保保健健施施設設、、

介介護護療療養養型型医医療療施施設設、、介介護護医医療療院院））のの利利用用者者及及びび介介護護専専用用のの居居住住系系ササーービビスス（（地地域域密密

着着型型介介護護老老人人福福祉祉施施設設入入所所者者生生活活介介護護、、認認知知症症対対応応型型共共同同生生活活介介護護、、特特定定施施設設入入居居者者

生生活活介介護護））のの利利用用者者をを差差しし引引いいてて得得たた人人数数をを、、標標準準的的居居宅宅ササーービビスス等等利利用用対対象象者者ととしし

てて算算定定ししまますす。。  

  そそししてて、、過過去去のの実実績績かからら、、各各ササーービビスス別別にに利利用用率率をを設設定定しし、、上上記記利利用用対対象象者者数数にに乗乗

じじてて、、標標準準的的居居宅宅ササーービビスス等等利利用用者者をを算算定定ししまますす。。  

  

⑴⑴  標標準準的的居居宅宅ササーービビスス等等利利用用者者のの見見込込みみ                                        

    図図  標標準準的的居居宅宅ササーービビスス等等利利用用者者のの考考ええ方方  

要要介介護護等等認認定定者者  

施施設設及及びび居居住住系系ササーービビスス利利用用者者  標標準準的的居居宅宅ササーービビスス等等利利用用対対象象者者  
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標標準準的的居居宅宅ササーービビスス等等利利用用者者  

要要介介護護等等認認定定をを受受けけたたがが、、  

ササーービビススをを利利用用ししなないい人人  

表表  標標準準的的居居宅宅ササーービビスス等等利利用用者者のの推推計計                                    （（単単位位：：人人））  

区区      分分  
22002211 年年度度

((令令和和33年年度度))
22002222 年年度度

((令令和和44年年度度))
22002233 年年度度

((令令和和55年年度度))
22002255 年年度度  

((令令和和77年年度度))  
22004400 年年度度

((令令和和2222年年度度))

要要介介護護等等認認定定者者（（AA））  77,,993399 88,,111166 88,,330000 88,,666644  1100,,115522

介介護護保保険険施施設設等等利利用用者者（（BB））  11,,772266 11,,777722 11,,886644 22,,001166  22,,339900

内内  

訳訳  

介介護護老老人人福福祉祉施施設設  885500 887700 995500 11,,005500  11,,223344

介介護護老老人人保保健健施施設設  336644 336644 336644 441100  449944

認認知知症症対対応応型型共共同同生生活活介介護護  332211 334455 334455 334455  441133

特特定定施施設設入入居居者者生生活活介介護護  111111 111133 111177 112233  114444

そそのの他他  8800 8800 8888 8888  110055

標標準準的的居居宅宅ササーービビスス等等利利用用者者  
（（AA））--（（BB））  

66,,221133 66,,334444 66,,443366 66,,664488  77,,776622
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⑵⑵  介介護護ササーービビスス量量・・介介護護給給付付費費等等のの見見込込みみ                                      

    介介護護（（予予防防））ササーービビスス量量ににつついいてて、、標標準準的的居居宅宅ササーービビスス等等利利用用者者数数ににササーービビスス別別

のの利利用用率率、、利利用用者者 11 人人ああたたりりのの利利用用回回数数をを乗乗じじるるここととにによよりり算算定定ししままししたた。。  

 ①①  介介護護ササーービビスス量量・・介介護護給給付付費費のの見見込込みみ                                          

表表  介介護護ササーービビスス量量・・介介護護給給付付費費のの推推計計                            （（単単位位：：件件・・回回、、千千円円））  

区   分 
2021 年度
(令和3年度)

2022 年度
(令和4年度)

2023 年度
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度
(令和22年度)

居 

宅 

サ 

ー 
ビ 

ス 

訪 問 介 護 
件数等 447733,,996644 550044,,556644 553399,,116600 555599,,227722  665599,,114488

給付額 11,,226677,,667755 11,,335500,,555511 11,,444433,,441144 11,,449966,,332222  11,,776622,,446644

訪 問 入 浴 介 護 
件数等 33,,445566 33,,884400 33,,887766 33,,993366  44,,668800

給付額 4411,,113355 4455,,770033 4466,,113333 4466,,884422  5555,,771188

訪 問 看 護 
件数等 8844,,773322 8899,,998888 9933,,669966 9955,,332288  111133,,885566

給付額 338866,,998800 441111,,220077 442277,,886666 443344,,772211  551199,,330066

訪 問 リ ハ ビ リ 

テ ー シ ョ ン 

件数等 1188,,552288 1199,,448888 1199,,880000 2200,,228800  2244,,660000

給付額 5544,,008811 5566,,994499 5577,,886633 5599,,227733  7711,,991199

居宅療養管理指導 
件数等 1100,,442288 1100,,888844 1111,,336644 1111,,554444  1133,,881122

給付額 110099,,885555 111144,,771177 111199,,779977 112211,,772266  114455,,667711

通 所 介 護 
件数等 222299,,887722 224466,,882288 226600,,997766 226688,,775522  332211,,661122

給付額 11,,990044,,119900 22,,004488,,557700 22,,115566,,337744 22,,221133,,884499  22,,666600,,223344

通 所 リ ハ ビ リ 

テ ー シ ョ ン 

件数等 2288,,775522 2299,,889922 3311,,112288 3311,,994444  3388,,338888

給付額 225511,,665500 226633,,338899 227744,,229900 228800,,114444  333388,,887777

短期入所生活介護 
件数等 113377,,228800 114499,,771122 115599,,881166 116622,,776688  119955,,775566

給付額 11,,116677,,882200 11,,227700,,996633 11,,335555,,446699 11,,337766,,663388  11,,666600,,330000

短期入所療養介護 
件数等 44,,446644 44,,883366 44,,883366 44,,883366  55,,666644

給付額 4444,,229911 4477,,880000 4477,,880000 4477,,880000  5566,,111111

福 祉 用 具 貸 与 
件数等 2288,,447766 2299,,112244 2299,,770000 3300,,449922  3366,,770088

給付額 337788,,118866 338866,,997799 339922,,335544 339999,,884499  448866,,005533

福 祉 用 具 購 入 費 
件数等 339966 339966 440088 444444  551166

給付額 1111,,117799 1111,,117799 1111,,554411 1122,,553322  1144,,557700

住 宅 改 修 費 
件数等 442200 443322 444444 444444  554400

給付額 3399,,225522 4400,,334455 4411,,443388 4411,,443388  5500,,443300

特 定 施 設 入 居 者 

生 活 介 護 

件数等 11,,116644 11,,118888 11,,222244 11,,228844  11,,552244

給付額 223333,,669922 223388,,776655 224466,,005533 225588,,228855  330077,,116622

居 宅 介 護 支 援 
件数等 4433,,006688 4444,,002288 4444,,998888 4466,,330088  5555,,441166

給付額 664444,,774400 665599,,553300 667722,,998855 669911,,443344  882299,,449955

小  計 給付額 66,,553344,,772266 66,,994466,,664477 77,,229933,,337777 77,,448800,,885533  88,,995588,,331100

表 介護サービス量・介護給付費の推計 （単位：件・回、千円）

区   分 
2021 年度
(令和3年度)

2022 年度
(令和4年度)

2023 年度
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度
(令和22年度)

居

宅

サ

ー

ビ

ス

訪 問 介 護 
件数等 473,964 504,564 539,160 559,272 659,148

給付額 1,267,675 1,350,551 1,443,414 1,496,322 1,762,464

訪 問 入 浴 介 護 
件数等 3,456 3,840 3,876 3,936 4,680

給付額 41,135 45,703 46,133 46,842 55,718

訪 問 看 護 
件数等 84,732 89,988 93,696 95,328 113,856

給付額 386,980 411,207 427,866 434,721 519,306

訪 問 リ ハ ビ リ 

テ ー シ ョ ン 

件数等 18,528 19,488 19,800 20,280 24,600

給付額 54,081 56,949 57,863 59,273 71,919

居宅療養管理指導 
件数等 10,428 10,884 11,364 11,544 13,812

給付額 109,855 114,717 119,797 121,726 145,671

通 所 介 護 
件数等 229,872 246,828 260,976 268,752 321,612

給付額 1,904,190 2,048,570 2,156,374 2,213,849 2,660,234

通 所 リ ハ ビ リ 

テ ー シ ョ ン 

件数等 28,752 29,892 31,128 31,944 38,388

給付額 251,650 263,389 274,290 280,144 338,877

短期入所生活介護 
件数等 137,280 149,712 159,816 162,768 195,756

給付額 1,167,820 1,270,963 1,355,469 1,376,638 1,660,300

短期入所療養介護 
件数等 4,464 4,836 4,836 4,836 5,664

給付額 44,291 47,800 47,800 47,800 56,111

福 祉 用 具 貸 与 
件数等 28,476 29,124 29,700 30,492 36,708

給付額 378,186 386,979 392,354 399,849 486,053

福 祉 用 具 購 入 費 
件数等 396 396 408 444 516

給付額 11,179 11,179 11,541 12,532 14,570

住 宅 改 修 費 
件数等 420 432 444 444 540

給付額 39,252 40,345 41,438 41,438 50,430

特 定 施 設 入 居 者 

生 活 介 護 

件数等 1,164 1,188 1,224 1,284 1,524

給付額 233,692 238,765 246,053 258,285 307,162

居 宅 介 護 支 援 
件数等 43,068 44,028 44,988 46,308 55,416

給付額 644,740 659,530 672,985 691,434 829,495

小  計 給付額 6,534,726 6,946,647 7,293,377 7,480,853 8,958,310
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区   分 
2021 年度
(令和3年度)

2022 年度
(令和4年度)

2023 年度
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度
(令和22年度)

施 

設 

サ 

ー 

ビ 

ス 

介護老人福祉施設 
件数等 1100,,220000 1100,,444400 1111,,440000 1122,,660000  1144,,880088

給付額 22,,664455,,998822 22,,770099,,444466 22,,995588,,665566 33,,227744,,110066  33,,885566,,333333

介護老人保健施設 
件数等 44,,336688 44,,336688 44,,336688 44,,992200  55,,992288

給付額 11,,220099,,661100 11,,221100,,228811 11,,221100,,228811 11,,336633,,339900  11,,664444,,226688

介護療養型医療施設 
件数等 6600 00 00 --  --

給付額 1177,,558811 00 00 --  --

介 護 医 療 院 
件数等 330000 336600 445566 445566  449922

給付額 9900,,888877 110099,,334444 114444,,449922 114444,,449922  115577,,335566

小  計 給付額 33,,996644,,006600 44,,002299,,007711 44,,331133,,442299 44,,778811,,998888  55,,665577,,995577

地 

域 

密 

着 

型 

介 

護 
サ 
ー 

ビ 

ス 

定期巡回・随時対応型 
訪 問 介 護 看 護 

件数等 2244 114444 114444 114444  115566

給付額 22,,779955 1166,,777766 1166,,777766 1166,,777766  1188,,773300

夜間対応型訪問介護 
件数等 00 00 00 00  00

給付額 00 00 00 00  00

地域密着型通所介護 
件数等 3388,,779966 4411,,773366 4433,,887722 4455,,440088  5533,,994400

給付額 228855,,775500 330066,,664411 332211,,770011 333311,,665588  339966,,220077

認 知 症 対 応 型 
通 所 介 護 

件数等 1133,,881122 1144,,558800 1155,,112200 1155,,444444  1188,,554400

給付額 115522,,772277 116600,,661166 116666,,338855 116699,,660055  220033,,887799

小 規 模 多 機 能 型 
居 宅 介 護 

件数等 11,,553366 11,,883366 11,,886600 11,,889966  22,,223322

給付額 332211,,991100 338833,,773300 338877,,226688 339911,,992277  446666,,995577

認 知 症 対 応 型 
共 同 生 活 介 護 

件数等 33,,881166 44,,110044 44,,110044 44,,110044  44,,990088

給付額 999900,,662244 11,,006655,,990044 11,,006655,,990044 11,,006655,,990044  11,,227755,,888822

地域密着型特定施設 
入 居 者 生 活 介 護 

件数等 00 00 00 00  00

給付額 00 00 00 00  00

地 域 密 着 型 
介護老人福祉施設 
入 所 者 生 活 介 護 

件数等 660000 660000 660000 660000  776688

給付額 116633,,886644 116633,,995555 116633,,995555 116644,,224455  221100,,009944

看護小規模多機能型 
居 宅 介 護 

件数等 337722 661122 662244 663366  770088

給付額 8855,,886688 114411,,440088 114433,,662244 114466,,772288  116644,,665511

小  計 給付額 22,,000033,,553388 22,,223399,,003300 22,,226655,,661133 22,,228866,,884433  22,,773366,,440000

合   計 給付額 1122,,550022,,332244 1133,,221144,,774488 1133,,887722,,441199 1144,,554499,,668844  1177,,335522,,666677

  

区   分 
2021 年度
(令和3年度)

2022 年度
(令和4年度)

2023 年度
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度
(令和22年度)

施

設

サ

ー

ビ

ス

介護老人福祉施設 
件数等 10,200 10,440 11,400 12,600 14,808

給付額 2,645,982 2,709,446 2,958,656 3,274,106 3,856,333

介護老人保健施設 
件数等 4,368 4,368 4,368 4,920 5,928

給付額 1,209,610 1,210,281 1,210,281 1,363,390 1,644,268

介護療養型医療施設 
件数等 60 0 0 - -

給付額 17,581 0 0 - -

介 護 医 療 院 
件数等 300 360 456 456 492

給付額 90,887 109,344 144,492 144,492 157,356

小  計 給付額 3,964,060 4,029,071 4,313,429 4,781,988 5,657,957

地

域

密

着

型

介

護

サ

ー

ビ

ス

定期巡回・随時対応型 
訪 問 介 護 看 護 

件数等 24 144 144 144 156

給付額 2,795 16,776 16,776 16,776 18,730

夜間対応型訪問介護 
件数等 0 0 0 0 0

給付額 0 0 0 0 0

地域密着型通所介護 
件数等 38,796 41,736 43,872 45,408 53,940

給付額 285,750 306,641 321,701 331,658 396,207

認 知 症 対 応 型 
通 所 介 護 

件数等 13,812 14,580 15,120 15,444 18,540

給付額 152,727 160,616 166,385 169,605 203,879

小 規 模 多 機 能 型 
居 宅 介 護 

件数等 1,536 1,836 1,860 1,896 2,232

給付額 321,910 383,730 387,268 391,927 466,957

認 知 症 対 応 型 
共 同 生 活 介 護 

件数等 3,816 4,104 4,104 4,104 4,908

給付額 990,624 1,065,904 1,065,904 1,065,904 1,275,882

地域密着型特定施設 
入 居 者 生 活 介 護 

件数等 0 0 0 0 0

給付額 0 0 0 0 0

地 域 密 着 型 
介護老人福祉施設 
入 所 者 生 活 介 護 

件数等 600 600 600 600 768

給付額 163,864 163,955 163,955 164,245 210,094

看護小規模多機能型 
居 宅 介 護 

件数等 372 612 624 636 708

給付額 85,868 141,408 143,624 146,728 164,651

小  計 給付額 2,003,538 2,239,030 2,265,613 2,286,843 2,736,400

合   計 給付額 12,502,324 13,214,748 13,872,419 14,549,684 17,352,667

表 介護予防サービス量・介護予防給付費の推計 （単位：件・回、千円）

区   分 
2021 年度
(令和3年度)

2022 年度
(令和4年度)

2023 年度
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度
(令和22年度)

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

介 護 予 防 

訪 問 入 浴 介 護 

件数等 0 0 0 0 0

給付額 0 0 0 0 0

介護予防訪問看護 
件数等 15,504 16,632 17,952 18,576 20,496

給付額 58,615 62,919 67,912 70,271 77,518

介 護 予 防 訪 問 

リハビリテーション 

件数等 4,092 4,092 4,224 4,356 4,980

給付額 11,895 11,902 12,283 12,664 14,474

介 護 予 防 

居宅療養管理指導 

件数等 588 624 660 672 756

給付額 5,672 6,021 6,370 6,484 7,294

介 護 予 防 通 所 

リハビリテーション 

件数等 1,908 1,944 1,980 2,064 2,280

給付額 63,530 64,596 65,856 68,643 76,429

介 護 予 防 

短期入所生活介護 

件数等 2,016 2,016 2,136 2,136 2,496

給付額 13,177 13,184 13,973 13,973 16,340

介 護 予 防 

短期入所療養介護 

件数等 0 0 0 0 0

給付額 0 0 0 0 0

介 護 予 防 

福 祉 用 具 貸 与 

件数等 10,872 11,076 11,316 11,748 13,068

給付額 69,136 70,435 71,964 74,710 83,289

介 護 予 防 

福 祉 用 具 購 入 費 

件数等 180 180 204 204 228

給付額 4,628 4,628 5,243 5,243 5,864

介護予防住宅改修費 
件数等 240 240 252 264 288

給付額 23,231 23,231 24,397 25,553 27,886

介護予防特定施設 

入 居 者 生 活 介 護 

件数等 168 168 180 192 204

給付額 13,416 13,424 14,594 15,271 16,441

介 護 予 防 支 援 
件数等 13,128 13,392 13,656 14,196 15,780

給付額 60,085 61,328 62,537 65,009 72,268

小  計 給付額 323,385 331,668 345,129 357,821 397,803

地

域

密

着

型

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

介 護 予 防 認 知 症 
対 応 型 通 所 介 護 

件数等 0 0 0 0 0

給付額 0 0 0 0 0

介 護 予 防 小 規 模 
多機能型居宅介護 

件数等 240 276 276 300 324

給付額 16,863 19,367 19,367 20,906 22,815

介護予防認知症対応
型 共 同 生 活 介 護 

件数等 36 36 36 36 48

給付額 8,599 8,603 8,603 8,603 11,471

小  計 給付額 25,462 27,970 27,970 29,509 34,286

合   計 給付額 348,847 359,638 373,099 387,330 432,089
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 ②②  介介護護予予防防ササーービビスス量量・・介介護護予予防防給給付付費費のの見見込込みみ                                  

表表  介介護護予予防防ササーービビスス量量・・介介護護予予防防給給付付費費のの推推計計                    （（単単位位：：件件・・回回、、千千円円））  

区   分 
2021 年度
(令和3年度)

2022 年度
(令和4年度)

2023 年度
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度
(令和22年度)

介 

護 

予 

防 

サ 

ー 

ビ 

ス 

介 護 予 防 

訪 問 入 浴 介 護 

件数等 00 00 00 00  00

給付額 00 00 00 00  00

介護予防訪問看護 
件数等 1155,,550044 1166,,663322 1177,,995522 1188,,557766  2200,,449966

給付額 5588,,661155 6622,,991199 6677,,991122 7700,,227711  7777,,551188

介 護 予 防 訪 問 

リハビリテーション 

件数等 44,,009922 44,,009922 44,,222244 44,,335566  44,,998800

給付額 1111,,889955 1111,,990022 1122,,228833 1122,,666644  1144,,447744

介 護 予 防 

居宅療養管理指導 

件数等 558888 662244 666600 667722  775566

給付額 55,,667722 66,,002211 66,,337700 66,,448844  77,,229944

介 護 予 防 通 所 

リハビリテーション 

件数等 11,,990088 11,,994444 11,,998800 22,,006644  22,,228800

給付額 6633,,553300 6644,,559966 6655,,885566 6688,,664433  7766,,442299

介 護 予 防 

短期入所生活介護 

件数等 22,,001166 22,,001166 22,,113366 22,,113366  22,,449966

給付額 1133,,117777 1133,,118844 1133,,997733 1133,,997733  1166,,334400

介 護 予 防 

短期入所療養介護 

件数等 00 00 00 00  00

給付額 00 00 00 00  00

介 護 予 防 

福 祉 用 具 貸 与 

件数等 1100,,887722 1111,,007766 1111,,331166 1111,,774488  1133,,006688

給付額 6699,,113366 7700,,443355 7711,,996644 7744,,771100  8833,,228899

介 護 予 防 

福 祉 用 具 購 入 費 

件数等 118800 118800 220044 220044  222288

給付額 44,,662288 44,,662288 55,,224433 55,,224433  55,,886644

介護予防住宅改修費 
件数等 224400 224400 225522 226644  228888

給付額 2233,,223311 2233,,223311 2244,,339977 2255,,555533  2277,,888866

介護予防特定施設 

入 居 者 生 活 介 護 

件数等 116688 116688 118800 119922  220044

給付額 1133,,441166 1133,,442244 1144,,559944 1155,,227711  1166,,444411

介 護 予 防 支 援 
件数等 1133,,112288 1133,,339922 1133,,665566 1144,,119966  1155,,778800

給付額 6600,,008855 6611,,332288 6622,,553377 6655,,000099  7722,,226688

小  計 給付額 332233,,338855 333311,,666688 334455,,112299 335577,,882211  339977,,880033

地

域

密

着

型

介

護 

予

防

サ

ー

ビ

ス 

介 護 予 防 認 知 症 
対 応 型 通 所 介 護 

件数等 00 00 00 00  00

給付額 00 00 00 00  00

介 護 予 防 小 規 模 
多機能型居宅介護 

件数等 224400 227766 227766 330000  332244

給付額 1166,,886633 1199,,336677 1199,,336677 2200,,990066  2222,,881155

介護予防認知症対応
型 共 同 生 活 介 護 

件数等 3366 3366 3366 3366  4488

給付額 88,,559999 88,,660033 88,,660033 88,,660033  1111,,447711

小  計 給付額 2255,,446622 2277,,997700 2277,,997700 2299,,550099  3344,,228866

合   計 給付額 334488,,884477 335599,,663388 337733,,009999 338877,,333300  443322,,008899

表 介護予防サービス量・介護予防給付費の推計 （単位：件・回、千円）

区   分 
2021 年度
(令和3年度)

2022 年度
(令和4年度)

2023 年度
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度
(令和22年度)

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

介 護 予 防 

訪 問 入 浴 介 護 

件数等 0 0 0 0 0

給付額 0 0 0 0 0

介護予防訪問看護 
件数等 15,504 16,632 17,952 18,576 20,496

給付額 58,615 62,919 67,912 70,271 77,518

介 護 予 防 訪 問 

リハビリテーション 

件数等 4,092 4,092 4,224 4,356 4,980

給付額 11,895 11,902 12,283 12,664 14,474

介 護 予 防 

居宅療養管理指導 

件数等 588 624 660 672 756

給付額 5,672 6,021 6,370 6,484 7,294

介 護 予 防 通 所 

リハビリテーション 

件数等 1,908 1,944 1,980 2,064 2,280

給付額 63,530 64,596 65,856 68,643 76,429

介 護 予 防 

短期入所生活介護 

件数等 2,016 2,016 2,136 2,136 2,496

給付額 13,177 13,184 13,973 13,973 16,340

介 護 予 防 

短期入所療養介護 

件数等 0 0 0 0 0

給付額 0 0 0 0 0

介 護 予 防 

福 祉 用 具 貸 与 

件数等 10,872 11,076 11,316 11,748 13,068

給付額 69,136 70,435 71,964 74,710 83,289

介 護 予 防 

福 祉 用 具 購 入 費 

件数等 180 180 204 204 228

給付額 4,628 4,628 5,243 5,243 5,864

介護予防住宅改修費 
件数等 240 240 252 264 288

給付額 23,231 23,231 24,397 25,553 27,886

介護予防特定施設 

入 居 者 生 活 介 護 

件数等 168 168 180 192 204

給付額 13,416 13,424 14,594 15,271 16,441

介 護 予 防 支 援 
件数等 13,128 13,392 13,656 14,196 15,780

給付額 60,085 61,328 62,537 65,009 72,268

小  計 給付額 323,385 331,668 345,129 357,821 397,803

地

域

密

着

型

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

介 護 予 防 認 知 症 
対 応 型 通 所 介 護 

件数等 0 0 0 0 0

給付額 0 0 0 0 0

介 護 予 防 小 規 模 
多機能型居宅介護 

件数等 240 276 276 300 324

給付額 16,863 19,367 19,367 20,906 22,815

介護予防認知症対応
型 共 同 生 活 介 護 

件数等 36 36 36 36 48

給付額 8,599 8,603 8,603 8,603 11,471

小  計 給付額 25,462 27,970 27,970 29,509 34,286

合   計 給付額 348,847 359,638 373,099 387,330 432,089
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  ③③  そそのの他他のの介介護護給給付付費費のの見見込込みみ                                                    

      そそのの他他のの介介護護給給付付費費ととししてて「「特特定定入入所所者者介介護護ササーービビスス費費」」「「高高額額介介護護ササーービビスス費費」」

「「高高額額医医療療合合算算介介護護ササーービビスス費費」」「「審審査査支支払払手手数数料料」」をを見見込込みみまますす。。  

      ななおお、、介介護護保保険険制制度度のの持持続続可可能能性性をを確確保保すするるたためめのの特特定定入入所所者者介介護護ササーービビスス費費

のの見見直直しし（（所所得得段段階階のの細細分分化化、、預預貯貯金金等等のの基基準準のの見見直直しし））、、高高額額介介護護ササーービビスス費費のの

見見直直しし（（世世帯帯のの上上限限額額のの見見直直しし））にによよるる影影響響額額をを勘勘案案ししてて見見込込んんででいいまますす。。  

表表  そそのの他他のの介介護護給給付付費費のの推推計計                                            （（単単位位：：千千円円））  

区   分 
2021 年度 
(令和3年度)

2022 年度 
(令和4年度)

2023 年度 
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度 
(令和22年度)

特定入所者介護サービス費 334400,,002211 330022,,445522 332222,,223333 335522,,449933  441133,,003333

高額介護サービス費 332299,,998822 333366,,333377 335599,,888833 337755,,667799  444400,,117799

高額医療合算介護サービス費 4499,,662277 5500,,773366 5511,,887788 5544,,116633  6633,,447700

審査支払手数料 1133,,883355 1144,,335577 1144,,889999 1155,,555544  1188,,222244

  

  

  ④④  「「介介護護離離職職ゼゼロロ」」・・「「追追加加的的需需要要」」のの見見込込みみ【【再再掲掲】】                                

      国国がが掲掲げげるる22002200年年代代初初頭頭ままででをを目目標標年年次次ととすするる「「介介護護離離職職ゼゼロロ」」のの実実現現にに向向けけ、、

介介護護離離職職防防止止やや特特別別養養護護老老人人ホホーームムのの待待機機解解消消をを図図るるたためめのの施施設設ササーービビスス、、在在宅宅

ササーービビススのの必必要要量量をを見見込込みみまますす。。  

      ささららにに、、長長期期ににわわたたりり療療養養がが必必要要なな入入院院患患者者ににつついいてて、、県県がが策策定定ししたた地地域域医医療療

構構想想でで目目標標とと定定めめるる22002255年年（（令令和和77年年））ままででにに、、在在宅宅医医療療やや介介護護施施設設等等でで受受けけ入入れれ

るるここととががででききるる体体制制整整備備をを図図るるたためめ、、介介護護ササーービビススのの追追加加的的需需要要をを見見込込みみまますす。。  

  

  

  ⑤⑤  保保険険給給付付費費（（標標準準給給付付費費））のの見見込込みみ                                                

      ①①かからら④④ままででにによよりり、、保保険険給給付付費費のの総総額額（（標標準準給給付付費費））をを次次ののよよううにに見見込込みみまま

すす。。  

表表  保保険険給給付付費費のの推推計計                                                    （（単単位位：：千千円円））  

区   分 
2021 年度 
(令和3年度) 

2022 年度 
(令和4年度) 

2023 年度 
(令和5年度) 

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度 
(令和22年度)

保険給付費 1133,,558844,,663366  1144,,227788,,226688 1144,,999944,,441111 1155,,773344,,990033  1188,,771199,,666622

  

表 地域支援事業費の推計 （単位：千円）

区   分 
2021 年度 
(令和3年度)

2022 年度 
(令和4年度)

2023 年度 
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度 
(令和22年度)

地域支援事業費 522,102 557,086 574,129 594,277 631,200

内

訳

介 護 予 防 ・

日 常 生 活 支 援

総 合 事 業 費

327,522 358,072 370,115 387,034 422,649

[415,490] [426,897] [438,577] [465,484] [469,831]

包括的支援事業･

任 意 事 業 費

164,432 168,866 173,866 177,095 178,403

[255,450] [256,854] [257,727] [258,449] [273,700]

包 括 的 支 援 事 業 

（社会保障充実分）

30,148 30,148 30,148 30,148 30,148

[98,386] [98,386] [98,386] [98,386] [98,386]

※下段［ ］書きは、地域支援事業の上限額の推計値です。
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  ⑥⑥  地地域域支支援援事事業業費費のの見見込込みみ                                                      

      地地域域支支援援事事業業費費のの総総額額をを次次ののよよううにに見見込込みみまますす。。  

表表  地地域域支支援援事事業業費費のの推推計計                                                （（単単位位：：千千円円））  

区   分 
2021 年度 
(令和3年度)

2022 年度 
(令和4年度)

2023 年度 
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度 
(令和22年度)

地域支援事業費 552222,,110022  555577,,008866 557744,,112299 559944,,227777  663311,,220000

内 

訳 

介 護 予 防 ・

日 常 生 活 支 援

総 合 事 業 費

332277,,552222  335588,,007722 337700,,111155 338877,,003344  442222,,664499

[[441155,,449900]] [[442266,,889977]] [[443388,,557777]] [[446655,,448844]]  [[446699,,883311]]

包括的支援事業･

任 意 事 業 費

116644,,443322  116688,,886666 117733,,886666 117777,,009955  117788,,440033

[[225555,,445500]] [[225566,,885544]] [[225577,,772277]] [[225588,,444499]]  [[227733,,770000]]

包 括 的 支 援 事 業 

（社会保障充実分） 

3300,,114488  3300,,114488 3300,,114488 3300,,114488  3300,,114488

[[9988,,338866]] [[9988,,338866]] [[9988,,338866]] [[9988,,338866]]  [[9988,,338866]]

※※下下段段［［  ］］書書ききはは、、地地域域支支援援事事業業のの上上限限額額のの推推計計値値でですす。。  

表 地域支援事業費の推計 （単位：千円）

区   分 
2021 年度 
(令和3年度)

2022 年度 
(令和4年度)

2023 年度 
(令和5年度)

2025 年度 
(令和7年度) 

2040 年度 
(令和22年度)

地域支援事業費 522,102 557,086 574,129 594,277 631,200

内

訳

介 護 予 防 ・

日 常 生 活 支 援

総 合 事 業 費

327,522 358,072 370,115 387,034 422,649

[415,490] [426,897] [438,577] [465,484] [469,831]

包括的支援事業･

任 意 事 業 費

164,432 168,866 173,866 177,095 178,403

[255,450] [256,854] [257,727] [258,449] [273,700]

包 括 的 支 援 事 業 

（社会保障充実分）

30,148 30,148 30,148 30,148 30,148

[98,386] [98,386] [98,386] [98,386] [98,386]

※下段［ ］書きは、地域支援事業の上限額の推計値です。
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６６  第第１１号号被被保保険険者者保保険険料料のの算算出出  

  

  ここここでではは、、前前頁頁ままでででで見見込込んんだだ介介護護ササーービビスス量量・・保保険険給給付付費費等等をを基基にに、、令令和和33年年度度かか

らら令令和和55年年度度ままででのの33年年間間ににおおけけるる第第11号号被被保保険険者者のの介介護護保保険険料料をを算算出出ししまますす。。  

  

⑴⑴  介介護護保保険険のの財財源源                                                      

  介介護護保保険険事事業業でではは、、法法定定ササーービビスス（（介介護護給給付付ササーービビスス、、予予防防給給付付ササーービビスス、、高高額額

介介護護ササーービビスス、、高高額額医医療療合合算算介介護護ササーービビスス、、特特定定入入所所者者介介護護ササーービビスス、、地地域域支支援援事事

業業等等））をを実実施施ししてていいくく際際のの標標準準給給付付費費等等はは、、ササーービビススのの提提供供内内容容にによよっってて決決ままりり、、

保保険険料料にに反反映映さされれまますす。。  
    介介護護保保険険制制度度ににおおいいててはは、、介介護護ササーービビススのの総総事事業業費費かからら利利用用者者負負担担分分（（所所得得にに応応

じじ1100～～3300％％））及及びび第第三三者者納納付付金金等等をを除除いいたた標標準準総総給給付付費費のの負負担担はは、、原原則則ととししてて5500％％

をを被被保保険険者者のの保保険険料料、、5500％％をを公公費費ととししてていいまますす。。ままたた、、被被保保険険者者のの保保険険料料ののううちち、、

原原則則ととししてて2233％％をを第第11号号被被保保険険者者、、2277％％をを第第22号号被被保保険険者者ががままかかななううここととににななりりまますす。。  

  

      図図  介介護護保保険険給給付付費費のの財財源源構構成成（（利利用用者者負負担担がが1100％％のの場場合合※※11））  

総総

事事

業業

費費  

((
総総
事事
業業
費費
のの
9900
％％))

  

総総

給給

付付

費費  

保保
険険
料料  

5500
％％  

第第11号号被被保保険険者者保保険険料料  

2233％％※※22  

第第22号号被被保保険険者者保保険険料料  

((支支払払基基金金かからら交交付付))  

2277％％  

公公
費費  

5500
％％

国国  県県  市市  

2200％％  

((施施設設1155％％))  

調調  整整

交交付付金金

55％％※※22

1122..55％％  

((施施設設1177..55％％))  
1122..55％％  

利利用用者者負負担担（（総総事事業業費費のの1100％％））  

  

              ※※11  利利用用者者負負担担はは、、原原則則ととししてて総総事事業業費費のの1100％％でですすがが、、一一定定以以上上のの所所得得のの方方はは所所得得水水

準準にによよっってて2200％％又又はは3300％％ととななりりまますす。。  

              ※※22  調調整整交交付付金金はは、、市市町町村村ごごととのの高高齢齢者者11人人ああたたりりのの給給付付費費やや高高齢齢者者のの所所得得水水準準ななどど

にによよっってて交交付付割割合合がが増増減減すするるたためめ、、そそれれとと連連動動ししてて第第11号号被被保保険険者者保保険険料料のの負負担担

割割合合もも増増減減ししまますす。。  
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⑵⑵  地地域域支支援援事事業業等等のの財財源源                                                

    地地域域支支援援事事業業ににつついいててはは、、一一般般介介護護予予防防事事業業とと介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス事事業業

をを実実施施すするる介介護護予予防防・・日日常常生生活活支支援援総総合合事事業業、、地地域域包包括括支支援援セセンンタターーのの運運営営ななどどをを

行行うう包包括括的的支支援援事事業業・・任任意意事事業業とと、、在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進事事業業、、認認知知症症総総合合支支援援

事事業業ななどどをを実実施施すするる包包括括的的支支援援事事業業（（社社会会保保障障充充実実分分））にに分分けけるるここととががでできき、、政政令令

でで定定めめるる一一定定のの上上限限額額のの範範囲囲内内でで実実施施ししまますす。。  

    介介護護予予防防・・日日常常生生活活支支援援総総合合事事業業のの財財源源内内訳訳はは、、介介護護給給付付ササーービビススとと同同様様のの費費用用

負負担担区区分分ととななっってておおりり、、第第22号号被被保保険険者者保保険険料料もも財財源源ととししてていいまますす。。  

    包包括括的的支支援援事事業業・・任任意意事事業業とと包包括括的的支支援援事事業業（（社社会会保保障障充充実実分分））のの財財源源内内訳訳はは、、

第第11号号被被保保険険者者のの負負担担割割合合はは介介護護給給付付ササーービビススとと同同様様でですすがが、、第第22号号被被保保険険者者保保険険料料

をを財財源源ととししなないいたためめ、、第第22号号被被保保険険者者負負担担分分をを国国・・県県・・市市でで分分担担すするるここととととななりりまますす。。  

          

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑶⑶  第第11号号被被保保険険者者のの保保険険料料                                              

 

  ①①  国国がが示示すす第第88期期介介護護保保険険料料設設定定のの考考ええ方方                                      

  11))  被被保保険険者者のの所所得得分分布布をを踏踏ままええてて基基準準所所得得金金額額をを設設定定  

        ・・標標準準99段段階階ののううちち市市町町村村民民税税本本人人課課税税層層にに当当たたるる第第66～～99段段階階のの境境目目ととななるる基基

準準所所得得金金額額をを変変更更  

            第第77段段階階とと第第88段段階階をを区区分分すするる基基準準所所得得金金額額  「「220000万万円円」」かからら「「221100万万円円」」  

            第第88段段階階とと第第99段段階階をを区区分分すするる基基準準所所得得金金額額  「「330000万万円円」」かからら「「332200万万円円」」  

  

    22))  公公費費にによよるる低低所所得得者者のの保保険険料料軽軽減減  

所所得得段段階階  
基基準準額額にに対対すするる負負担担割割合合（（大大垣垣市市のの場場合合））  

軽軽減減前前  平平成成2277年年44月月～～ 平平成成3311年年44月月～～  令令和和22年年44月月～～

第第11段段階階  00..5500  00..4455  00..337755  00..3300  

第第22段段階階  00..6655  00..6655  00..557755  00..5500  

第第33段段階階  00..7755  00..7755  00..772255  00..7700  
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  ②②  第第88期期介介護護保保険険料料段段階階のの設設定定                                                  

   国国がが示示すす考考ええ方方をを踏踏ままええつつつつ、、本本市市でではは、、よよりり収収入入にに応応じじたた負負担担ととななるるよようう、、

所所得得にに応応じじてて保保険険料料段段階階をを1122段段階階でで設設定定ししまますす。。  

  

    表表  保保険険料料区区分分  

所得段階  対    象    者  負担割合  保険料(年額)

第第１１段段階階  

生生活活保保護護受受給給者者又又はは老老齢齢福福祉祉年年金金※※11受受給給者者でで市市

町町村村民民税税非非課課税税世世帯帯のの人人ななどど  

世世帯帯全全員員がが市市町町村村民民税税非非課課税税でで前前年年のの課課税税年年金金

収収入入額額※※22とと前前年年のの合合計計所所得得金金額額※※33をを合合わわせせたた額額

がが8800万万円円以以下下のの人人ななどど  

  

※※44  

基基準準額額××00..3300  2211,,445566円円  

第第２２段段階階  

世世帯帯全全員員がが市市町町村村民民税税非非課課税税でで前前年年のの課課税税年年金金

収収入入額額とと前前年年のの合合計計所所得得金金額額をを合合わわせせたた額額がが

112200万万円円以以下下のの人人ななどど  

※※44  

基基準準額額××00..5500  3355,,776600円円  

第第３３段段階階  
世世帯帯全全員員がが市市町町村村民民税税非非課課税税でで第第１１段段階階・・第第２２

段段階階以以外外のの人人ななどど  

※※44  
基基準準額額××00..7700  5500,,006644円円  

第第４４段段階階  

世世帯帯のの誰誰かかにに市市町町村村民民税税がが課課税税さされれてていいるるがが、、

本本人人はは市市町町村村民民税税非非課課税税でで前前年年のの課課税税年年金金収収入入

額額とと前前年年のの合合計計所所得得金金額額をを合合わわせせたた額額がが8800万万円円

以以下下のの人人ななどど  

基基準準額額××00..9900  6644,,336688円円  

第第５５段段階階  

世世帯帯のの誰誰かかにに市市町町村村民民税税がが課課税税さされれてていいるるがが、、

本本人人はは市市町町村村民民税税非非課課税税でで第第４４段段階階以以外外のの人人

ななどど  

基基準準額額  7711,,552200円円  

第第６６段段階階  
本本人人がが市市町町村村民民税税課課税税でで前前年年のの合合計計所所得得金金額額がが

112200万万円円未未満満のの人人ななどど  
基基準準額額××11..2200  8855,,882244円円  

第第７７段段階階  
本本人人がが市市町町村村民民税税課課税税でで前前年年のの合合計計所所得得金金額額がが

112200万万円円以以上上221100万万円円未未満満のの人人ななどど  
基基準準額額××11..3300  9922,,997766円円  

第第８８段段階階  
本本人人がが市市町町村村民民税税課課税税でで前前年年のの合合計計所所得得金金額額がが

221100万万円円以以上上332200万万円円未未満満のの人人ななどど  
基基準準額額××11..5500  110077,,228800円円  

第第９９段段階階  
本本人人がが市市町町村村民民税税課課税税でで前前年年のの合合計計所所得得金金額額がが

332200万万円円以以上上550000万万円円未未満満のの人人ななどど  
基基準準額額××11..7700  112211,,558844円円  

第第1100段段階階  
本本人人がが市市町町村村民民税税課課税税でで前前年年のの合合計計所所得得金金額額がが

550000万万円円以以上上770000万万円円未未満満のの人人ななどど  
基基準準額額××11..7755  112255,,116600円円  

第第1111段段階階  
本本人人がが市市町町村村民民税税課課税税でで前前年年のの合合計計所所得得金金額額がが

770000万万円円以以上上990000万万円円未未満満のの人人ななどど  
基基準準額額××11..8800  112288,,773366円円  

第第1122段段階階  
本本人人がが市市町町村村民民税税課課税税でで前前年年のの合合計計所所得得金金額額がが

990000万万円円以以上上のの人人  
基基準準額額××22..0000  114433,,004400円円  

※※11  老老齢齢福福祉祉年年金金    ：：  明明治治4444年年((11991111年年))44月月11日日以以前前にに生生ままれれたた人人、、又又はは大大正正55年年((11991166年年))44月月11日日以以前前

にに生生ままれれたた人人でで一一定定のの要要件件をを満満たたししてていいるる人人がが受受けけてていいるる年年金金でですす。。  

※※22  課課税税年年金金収収入入額額  ：：  国国民民年年金金・・厚厚生生年年金金・・共共済済年年金金ななどどのの課課税税対対象象ととななるる種種類類のの年年金金収収入入額額ののこことと

でですす。。ななおお、、障障害害年年金金、、遺遺族族年年金金、、老老齢齢福福祉祉年年金金ななどどはは含含ままれれまませせんん。。  

※※33  合合計計所所得得金金額額    ：：  所所得得ととはは、、実実際際のの収収入入かからら必必要要経経費費のの相相当当額額をを差差しし引引いいたた額額でですす。。ななおお、、合合計計

所所得得金金額額のの算算定定ににああたたっっててはは、、法法令令等等のの規規定定にによよりり特特例例のの適適用用をを受受けけるる場場合合がが

あありりまますす。。  

※※44  消消費費税税率率引引きき上上げげにによよるる保保険険料料軽軽減減のの強強化化ととししてて、、負負担担割割合合をを軽軽減減  

          第第11段段階階    00..5500  →→  00..3300  

          第第22段段階階    00..6655  →→  00..5500  

          第第33段段階階    00..7755  →→  00..7700  
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  ③③  第第11号号被被保保険険者者のの保保険険料料のの算算定定                                              

      令令和和33年年度度かからら令令和和55年年度度ままででのの保保険険給給付付費費ななどどかからら保保険険料料をを計計算算すするるとと次次ののとと

おおりりににななりりまますす。。  

 

区区            分分  金金    額額  

ＡＡ  標標準準給給付付費費見見込込額額  4422,,885577,,331155  千千円円  

ＢＢ  地地域域支支援援事事業業費費見見込込額額  11,,665533,,331177  千千円円  

  ①①  ううちち介介護護予予防防・・日日常常生生活活支支援援総総合合事事業業分分  11,,005555,,770099  千千円円  

ＣＣ  第第11号号被被保保険険者者負負担担額額  ((ＡＡ＋＋ＢＢ))××2233％％  1100,,223377,,444455  千千円円  

ＤＤ  調調整整交交付付金金不不足足額額    ②②－－③③  225522,,665544  千千円円  

  
②②  調調整整交交付付金金相相当当額額  ((ＡＡ＋＋①①))××55％％  22,,119955,,665511  千千円円  

③③  調調整整交交付付金金見見込込額額  11,,994422,,999977  千千円円  

ＥＥ  剰剰余余金金繰繰入入額額  990000,,000000  千千円円  

ＦＦ  保保険険料料収収納納必必要要額額  ＣＣ＋＋ＤＤ－－ＥＥ  99,,559900,,009999  千千円円  

ＧＧ  保保険険料料予予定定収収納納率率  9988..8866  ％％  

ＨＨ  所所得得段段階階補補正正後後第第11号号被被保保険険者者数数  4455,,221122  人人  

ＩＩ  保保険険料料基基準準額額（（年年額額））  ＦＦ÷÷ＧＧ÷÷ＨＨ÷÷33かか年年  7711,,552200  円円  

＊＊ 保保険険料料基基準準額額（（月月額額））  ＩＩ÷÷1122かか月月  55,,996600  円円  

 
  標準給付費見込額 

        令令和和33年年度度かからら令令和和55年年度度ままででににおおけけるる標標準準給給付付費費見見込込額額のの合合計計でですす。。保保険険給給付付費費かからら第第三三

者者納納付付金金等等をを控控除除ししたた額額をを計計上上ししてていいまますす。。  

  地域支援事業費見込額 

        令令和和33年年度度かからら令令和和55年年度度ままででににおおけけるる地地域域支支援援事事業業費費見見込込額額のの合合計計でですす。。過過去去のの実実績績をを勘勘

案案ししてて見見込込んんででいいまますす。。  

  調整交付金不足額 

        国国かからら交交付付さされれるる調調整整交交付付金金ににつついいてて、、標標準準交交付付率率55％％にに対対しし、、第第88期期のの平平均均交交付付率率をを

44..4433％％でで見見込込んんででいいまますす。。  

  剰余金繰入額 

        令令和和22年年度度末末のの剰剰余余金金見見込込みみ1155億億円円ののううちち、、99億億円円をを繰繰りり入入れれ、、保保険険料料基基準準額額のの上上昇昇をを抑抑制制

ししてていいまますす。。  

  保険料予定収納率 

        令令和和元元年年度度ままででのの実実績績をを勘勘案案ししてて9988..8866％％でで見見込込んんででいいまますす。。  

  所得段階補正後第1号被保険者数 

        保保険険料料段段階階のの第第11段段階階かからら第第1122段段階階ままでで分分布布すするる第第11号号被被保保険険者者すすべべててをを基基準準段段階階ででああるる

第第55段段階階にに置置きき換換ええたた場場合合のの人人数数でですす。。  
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第第６６章章    計計画画のの推推進進体体制制  

  

１１  計計画画のの推推進進方方法法  

  

  本本計計画画をを基基にに、、市市とと関関係係機機関関、、各各種種団団体体等等がが連連携携をを図図りり、、計計画画をを推推進進すするるここととにによよりり、、

本本計計画画のの基基本本理理念念やや施施策策をを具具現現化化ししまますす。。  

  

 

２２  計計画画のの進進行行管管理理  

 

  本本計計画画にに基基づづいいてて推推進進すするる施施策策のの進進行行管管理理はは、、外外部部有有識識者者かかららななるる「「大大垣垣市市介介護護保保険険

運運営営協協議議会会」」にに進進捗捗状状況況をを報報告告しし、、点点検検・・評評価価をを行行ううととととももにに公公表表ししまますす。。ここのの点点検検・・

評評価価のの結結果果及及びび保保険険者者機機能能強強化化推推進進交交付付金金、、介介護護保保険険保保険険者者努努力力支支援援交交付付金金※※11のの評評価価指指

標標のの達達成成状状況況にに基基づづきき、、事事業業のの見見直直ししやや改改善善をを行行いい、、翌翌年年度度のの事事業業にに反反映映ししまますす。。  

  ままたた、、本本計計画画はは進進捗捗状状況況やや本本市市をを取取りり巻巻くく社社会会経経済済情情勢勢、、国国・・県県のの動動向向をを踏踏ままええ、、必必

要要にに応応じじてて、、見見直直ししをを行行いいまますす。。  

 

                                       

                                       

                                      

                                       

                                      

                                      

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

  

■ 用語解説   

※※11  保保険険者者機機能能強強化化推推

進進交交付付金金・・介介護護保保険険保保

険険者者努努力力支支援援交交付付金金  

高高齢齢者者のの自自立立支支援援やや要要介介護護状状態態等等のの軽軽減減・・重重度度化化防防止止、、介介護護給給付付等等

のの適適正正化化にに関関すするる取取組組をを推推進進すするるたためめ、、ここれれららのの取取組組状状況況にに応応じじてて

国国かからら交交付付さされれるる交交付付金金  

[Ｐlan（計画）] 

計画の策定 

[Ｄｏ（実行）] 

事業の実施 

[Ｃheck（点検・評価）]

事業の点検・評価 

[Ａction（見直し）] 

事業の見直し 
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３３  指指標標とと目目標標  

  

  本本計計画画にに掲掲げげるる施施策策のの着着実実なな推推進進とと高高齢齢者者のの自自立立支支援援、、要要介介護護状状態態等等のの軽軽減減・・重重度度化化

防防止止にに関関すするる取取組組をを確確認認すするるたためめのの指指標標ととししてて、、次次ののととおおりり目目標標をを設設定定ししまますす。。  

  

基基本本施施策策 指指  標標  名名 
実実    績績  見見込込みみ 目目  標標  値値 

平平成成3300年年度度令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度  令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

⑴⑴  健健ややかかでで

生生ききががいい

ののああるる生生

活活のの実実現現  

介介護護予予防防自自主主ササーー

ククルル数数((団団体体))  
7733 7755 7777 7788  8811  8844

前前期期高高齢齢者者ににおおけけ

るる要要介介護護認認定定率率

((要要介介護護認認定定者者数数

／／ 前前 期期 高高 齢齢 者者

数数))((％％))  

22..5500 22..4444 22..4488 22..4466  22..4444  22..4422

⑵⑵  自自立立ししたた

安安全全・・安安心心

なな生生活活のの

支支援援  

ひひととりり暮暮ららしし高高齢齢

者者台台帳帳登登録録者者数数

((人人))  

22,,888899 22,,887788 22,,889900 22,,990022  22,,991144  22,,992266

緊緊急急通通報報装装置置のの設設

置置台台数数((台台))  
883377 884488 884499 886611  886677  887733

⑶⑶  包包括括的的なな

支支援援体体制制

のの充充実実  

認認知知症症ササポポーータターー

数数((人人))  
1144,,335599 1155,,996611 1166,,550000 1177,,770000  1199,,110000  2200,,770000
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１１  大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会設設置置要要綱綱  

  

大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会設設置置要要綱綱  

［［平平成成1122年年1100月月11日日制制定定］］  

（（設設置置））  

第第11条条    大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画（（介介護護保保険険事事業業計計画画））にに基基づづきき、、介介護護保保険険事事業業のの円円滑滑なな

推推進進をを図図るるたためめ、、大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会（（以以下下「「協協議議会会」」とといいうう。。））をを設設置置すするる。。  

（（協協議議事事項項））  

第第22条条    協協議議会会はは、、次次にに掲掲げげるる事事項項ににつついいてて協協議議をを行行うう。。  

⑴⑴  介介護護保保険険事事業業計計画画のの進進行行管管理理にに関関すするる事事項項  

⑵⑵  介介護護保保険険事事業業計計画画のの見見直直ししにに関関すするる事事項項  

⑶⑶  介介護護保保険険事事業業費費（（保保険険料料））にに関関すするる事事項項  

⑷⑷  地地域域包包括括支支援援セセンンタターーにに関関すするる事事項項  

⑸⑸  そそのの他他市市長長がが必必要要とと認認めめるる事事項項  

（（委委員員））  

第第33条条    協協議議会会のの委委員員はは、、1188人人以以内内ととしし、、次次にに掲掲げげるる者者のの中中かからら市市長長がが委委嘱嘱すするる。。  

⑴⑴  保保健健・・医医療療・・福福祉祉関関係係団団体体にに属属すするる者者  

⑵⑵  大大垣垣市市介介護護認認定定審審査査会会委委員員  

⑶⑶  介介護護ササーービビスス事事業業者者関関係係団団体体にに属属すするる者者  

⑷⑷  地地域域団団体体にに属属すするる者者  

⑸⑸  介介護護者者団団体体にに属属すするる者者  

⑹⑹  医医療療保保険険者者にに属属すするる者者  

⑺⑺  市市民民公公募募にによよるる者者  

22    委委員員のの任任期期はは33年年以以内内ととしし、、再再任任をを妨妨げげなないい。。たただだしし、、補補欠欠委委員員のの任任期期はは、、前前任任者者のの

残残留留期期間間ととすするる。。  

（（会会長長及及びび副副会会長長））  

第第44条条    協協議議会会にに会会長長及及びび副副会会長長をを置置きき、、会会長長はは、、委委員員のの互互選選にによよりり定定めめ、、副副会会長長はは、、

委委員員のの中中かからら会会長長がが指指名名すするる。。  

22    副副会会長長はは、、会会長長をを補補佐佐しし、、会会長長にに事事故故ががああるるとときき又又はは会会長長がが欠欠けけたたととききはは、、そそのの職職

務務をを代代理理すするる。。  

（（協協議議会会のの招招集集））  

第第55条条    会会長長はは、、協協議議会会をを招招集集しし、、そそのの議議長長ととななるる。。  

（（庶庶務務））  

第第66条条    協協議議会会のの庶庶務務はは、、介介護護保保険険課課ににおおいいてて行行うう。。  
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（（委委任任））  

第第77条条    ここのの要要綱綱にに定定めめるるももののののほほかか、、協協議議会会のの運運営営にに関関しし必必要要なな事事項項はは、、会会長長がが協協議議

会会にに諮諮っってて定定めめるる。。  

      附附  則則  

（（施施行行期期日日））  

11    ここのの要要綱綱はは、、平平成成1122年年1100月月11日日かからら施施行行すするる。。  

（（経経過過措措置置））  

22    ここのの要要綱綱施施行行後後、、最最初初にに委委嘱嘱すするる委委員員のの任任期期ににつついいててはは、、第第33条条第第22項項のの規規定定ににかかかか

わわららずず、、平平成成1155年年33月月3311日日ままででととすするる。。  

      附附  則則  

ここのの要要綱綱はは、、平平成成1177年年11月月1155日日かからら施施行行すするる。。  

      附附  則則  

ここのの要要綱綱はは、、平平成成1177年年88月月11日日かからら施施行行すするる。。  

      附附  則則  

ここのの要要綱綱はは、、平平成成1188年年33月月2277日日かからら施施行行すするる。。  

      附附  則則  

ここのの要要綱綱はは、、平平成成1188年年44月月11日日かからら施施行行すするる。。  

      附附  則則  

ここのの要要綱綱はは、、平平成成2200年年44月月11日日かからら施施行行すするる。。  

      附附  則則  

ここのの要要綱綱はは、、平平成成2211年年44月月11日日かからら施施行行すするる。。  

      附附  則則  

ここのの要要綱綱はは、、令令和和22年年44月月11日日かからら施施行行すするる。。  
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２２  大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会委委員員  

  

（（敬敬称称略略））  

区区      分分  氏氏  名名  所所  属属  団団  体体  名名  

保保健健医医療療分分野野  

会会  長長  沼沼 口口   諭諭 大大垣垣市市医医師師会会  

委委  員員  片片 野野 雅雅 文文 大大垣垣歯歯科科医医師師会会  

委委  員員  西西 脇脇   了了 大大垣垣薬薬剤剤師師会会  

福福祉祉分分野野  

委委  員員  大大 橋橋 奈奈 麻麻 輝輝 大大垣垣市市社社会会福福祉祉協協議議会会  

委委  員員  淵淵   茂茂 和和 大大垣垣市市民民生生・・児児童童委委員員協協議議会会  

介介護護認認定定審審査査会会  委委  員員  加加 藤藤 悟悟 司司 大大垣垣市市介介護護認認定定審審査査会会  

介介護護ササーービビスス事事業業者者  委委  員員  伊伊 藤藤 浩浩 明明 大大垣垣市市介介護護ササーービビスス事事業業者者連連絡絡会会  

地地域域団団体体  

副副会会長長  酒酒 井井 保保 𠮷𠮷𠮷𠮷 大大垣垣市市連連合合自自治治会会連連絡絡協協議議会会  

委委  員員  山山 田田 明明 子子 大大垣垣市市女女性性連連合合会会  

委委  員員  西西 田田 勝勝 嘉嘉 かかががややききククララブブ大大垣垣  

介介護護者者団団体体  

委委  員員  臼臼 井井 浪浪 子子 認認知知症症のの人人とと家家族族のの会会岐岐阜阜県県支支部部  

委委  員員  桐桐 山山   淳淳 大大垣垣市市介介護護者者のの会会  

市市民民公公募募  

委委  員員  山山 本本 房房 子子 第第11号号被被保保険険者者  

委委  員員  藤藤 田田 雅雅 子子 第第22号号被被保保険険者者  
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３３  大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会日日程程  

  

年年  月月  日日  項項    目目  内内    容容  

平平成成3300年年  88月月2233日日  平平成成3300年年度度  第第11回回  

大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第66期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの進進捗捗状状況況ににつついいてて  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第77期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))ににおおけけるる目目標標指指標標のの進進

捗捗状状況況ににつついいてて  

令令和和元元年年  88月月1199日日  令令和和元元年年度度  第第11回回  

大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第77期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの進進捗捗状状況況ににつついいてて  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの策策定定ののたためめののアアンン

ケケーートト調調査査ににつついいてて  

・・大大垣垣市市介介護護保保険険条条例例のの一一部部改改正正ににつつ

いいてて  

1111月月  66日日  令令和和元元年年度度  第第22回回  

大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの策策定定ののたためめののアアンン

ケケーートト調調査査ににつついいてて  

令令和和  22年年  88月月1122日日  令令和和22年年度度  第第11回回  

大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第77期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの進進捗捗状状況況ににつついいてて  

・・大大垣垣市市介介護護保保険険条条例例のの一一部部改改正正ににつつ

いいてて  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの策策定定ののたためめののアアンン

ケケーートト調調査査ににつついいてて  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの策策定定ににつついいてて  

1111月月  44日日  令令和和22年年度度  第第22回回  

大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの策策定定ににつついいてて  

1122月月1111日日  市市議議会会教教育育福福祉祉委委員員会会  ・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))((素素案案))のの中中間間報報告告  

1122月月1166日日～～  

令令和和  33年年  11月月1155日日  

パパブブリリッックク・・ココメメンントト  ・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))((素素案案))のの意意見見募募集集  
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年年  月月  日日  項項    目目  内内    容容  

22月月  22日日  令令和和22年年度度  第第33回回  

大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの策策定定ににつついいてて  

・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))((素素案案))ののパパブブリリッックク・・ココ

メメンントトのの結結果果ににつついいてて  

・・大大垣垣市市介介護護保保険険条条例例のの一一部部改改正正ににつつ

いいてて  

33月月1122日日  市市議議会会教教育育福福祉祉委委員員会会  ・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))策策定定のの報報告告  

33月月        ・・大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画((第第88期期介介護護保保

険険事事業業計計画画))のの決決定定  
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４４  第第５５期期大大垣垣市市介介護護給給付付適適正正化化計計画画  

  

第第５５期期大大垣垣市市介介護護給給付付適適正正化化計計画画  

  

１１  趣趣    旨旨  

    介介護護給給付付のの適適正正化化ととはは、、介介護護給給付付をを必必要要ととすするる利利用用者者をを適適切切にに認認定定しし、、利利用用者者がが真真

にに必必要要ととすするるササーービビススをを介介護護ササーービビスス事事業業者者がが適適切切にに提提供供しし、、適適切切ななササーービビススのの確確保保

とと費費用用のの効効率率化化をを通通じじてて介介護護保保険険制制度度へへのの信信頼頼をを高高めめ、、介介護護保保険険制制度度のの持持続続可可能能性性のの

確確保保にに資資すするるももののでですす。。  

    本本市市でではは、、国国がが示示ししたた指指針針にに基基づづきき、、「「第第 55 期期大大垣垣市市介介護護給給付付適適正正化化計計画画」」をを策策定定しし、、

適適正正化化事事業業にに取取りり組組んんででいいききまますす。。  
  

２２  計計画画期期間間  

    第第 55 期期大大垣垣市市介介護護給給付付適適正正化化計計画画はは、、大大垣垣市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画（（第第 88 期期介介護護保保険険事事業業

計計画画））ととのの整整合合性性をを図図るるたためめ、、計計画画期期間間をを令令和和 33 年年度度かからら令令和和 55 年年度度ままででのの 33 年年間間とと

ししまますす。。  

  

３３  大大垣垣市市介介護護給給付付適適正正化化計計画画のの実実施施状状況況（（第第 44 期期））とと実実施施目目標標（（第第 55 期期））  

    介介護護給給付付適適正正化化はは、、主主要要 55 事事業業をを柱柱ととししてて取取りり組組んんででいいくくほほかか、、給給付付実実績績のの活活用用、、

指指導導監監督督へへのの取取組組をを実実施施ししまますす。。  
  

  ⑴⑴  主主要要 55 事事業業のの取取組組  

    ①①  要要介介護護認認定定のの適適正正化化  

      ◇◇  事事業業内内容容  

          要要介介護護認認定定のの変変更更認認定定又又はは更更新新認認定定にに係係るる認認定定調調査査のの内内容容ににつついいてて市市職職員員等等

がが書書面面等等のの審審査査をを通通じじてて点点検検すするるここととにによよりり、、適適切切かかつつ公公平平なな要要介介護護認認定定のの確確

保保をを図図りりまますす。。  

  

   ◇◇  実実績績・・目目標標  

区区    分分  
実実    績績  見見込込みみ  目目    標標    値値  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

認認 定定 調調 査査 票票 のの
チチ ェェ ッッ クク

介介護護認認定定申申請請にに係係るる認認定定調調査査のの
全全件件  

介介護護認認定定申申請請にに係係るる認認定定調調査査のの
全全件件  
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   ◇◇  実実施施結結果果とと課課題題  

          要要介介護護認認定定調調査査のの適適正正化化をを図図るるたためめ、、介介護護認認定定審審査査会会のの資資料料ででああるる認認定定調調査査

票票ななどどのの書書類類全全件件ににつついいてて、、市市職職員員にによよりり点点検検をを実実施施すするるととととももにに、、抽抽出出ししたた

認認定定調調査査にに対対しし、、市市職職員員にによよるる同同行行訪訪問問調調査査をを実実施施しし、、現現場場指指導導及及びび事事後後指指導導

ななどどをを行行いいままししたた。。  

  
   ◎◎  今今後後のの取取組組  

          指指定定居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所等等にに委委託託ししてていいるる区区分分変変更更申申請請及及びび更更新新申申請請にに係係るる

認認定定調調査査のの結結果果ににつついいてて、、市市職職員員にによよるる点点検検等等をを実実施施ししまますす。。  

          ままたた、、抽抽出出ししたた認認定定調調査査にに対対しし、、市市職職員員にによよるる同同行行訪訪問問調調査査をを実実施施ししまますす。。  

  

  ②②  ケケアアププラランンのの点点検検  

      ◇◇  事事業業内内容容  

          介介護護支支援援専専門門員員がが作作成成すするるケケアアププラランンがが利利用用者者のの自自立立支支援援にに資資すするるももののとと

ななっってていいるるかか、、書書面面及及びび対対面面（（事事業業所所訪訪問問等等））にによよりり、、ケケアアママネネジジメメンントトププロロ

セセススのの確確認認をを行行ううととととももにに、、気気づづききをを共共有有しし、、協協働働でで資資質質のの向向上上をを図図りりまますす。。  

  

   ◇◇  実実績績・・目目標標  

区区    分分  
実実    績績  見見込込みみ  目目    標標    値値  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

書書 面面 (( 件件 )) 1199  1199 2200 2200 2200  2200

事事 業業 所所 訪訪 問問 (( 件件 )) 1199  1199 2200 2200 2200  2200

  

   ◇◇  実実施施結結果果とと課課題題  

          対対象象事事業業所所をを選選定定ののううええ、、事事例例資資料料のの提提出出をを受受けけ書書面面及及びび対対面面（（事事業業所所訪訪問問

等等））にによよりり点点検検をを行行いいままししたた。。ままたた、、点点検検実実施施後後ににははアアンンケケーートトをを実実施施しし、、点点

検検後後のの介介護護支支援援専専門門員員のの意意識識やや実実践践のの確確認認をを行行いい、、課課題題把把握握にに努努めめままししたた。。効効

果果的的なな実実施施ののたためめにに、、事事業業のの趣趣旨旨ににつついいてて介介護護支支援援専専門門員員のの十十分分なな理理解解をを得得るる

ここととやや、、担担当当すするる職職員員のの技技術術向向上上がが必必要要でですす。。  

  
   ◎◎  今今後後のの取取組組  

          介介護護支支援援専専門門員員がが利利用用者者のの自自立立支支援援にに資資すするるケケアアププラランンをを適適正正にに作作成成ででききるる

よようう、、引引きき続続きき書書面面及及びび対対面面（（事事業業所所訪訪問問等等））にによよるる点点検検をを継継続続ししてていいききまますす。。

ままたた、、効効果果的的なな事事業業実実施施がが図図れれるるよようう、、介介護護支支援援専専門門員員にに対対ししてて事事業業のの趣趣旨旨等等

のの十十分分なな周周知知をを図図るるととととももにに、、担担当当すするる職職員員のの技技術術向向上上にに努努めめまますす。。  
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  ③③  住住宅宅改改修修等等のの点点検検  

      11))  住住宅宅改改修修のの点点検検  

        ◇◇  事事業業内内容容  

            利利用用者者のの身身体体状状況況等等ににそそぐぐわわなないい不不適適切切又又はは不不要要なな住住宅宅改改修修がが行行わわれれるるここ

ととががなないいよようう、、改改修修工工事事のの施施工工前前にに工工事事見見積積書書等等のの点点検検をを行行ううととととももにに、、施施

工工後後にに竣竣工工写写真真等等にによよりり施施工工状状況況等等をを点点検検ししまますす。。  

  

     ◇◇  実実績績・・目目標標  

区区    分分  
実実    績績  見見込込みみ  目目    標標    値値  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

調調 査査 件件 数数 (( 件件 )) 全全件件  全全件件 全全件件 全全件件 全全件件  全全件件

  

     ◇◇  実実施施結結果果とと課課題題  

            住住宅宅改改修修のの点点検検ににつついいてて、、申申請請書書類類等等のの書書類類審審査査をを全全件件実実施施ししままししたた。。まま

たた、、利利用用者者のの状状態態ににそそぐぐわわなないい不不適適切切又又はは不不要要なな改改修修工工事事ななどど疑疑義義ののああるるもも

ののににつついいてて、、理理学学療療法法士士等等がが現現地地訪訪問問しし、、利利用用者者のの身身体体状状況況にに対対すするる住住宅宅改改

修修のの内内容容がが適適正正ででああるるかか確確認認をを行行いいままししたた。。  

  
    ◎◎  今今後後のの取取組組  

            改改修修工工事事施施工工前前のの工工事事見見積積書書のの点点検検やや、、施施工工後後のの写写真真申申請請書書類類等等のの点点検検をを

実実施施ししまますす。。ままたた、、疑疑義義ののああるる改改修修工工事事ににつついいてて、、理理学学療療法法士士等等とと現現地地調調査査

をを行行いいまますす。。  

  

   22))  福福祉祉用用具具購購入入・・貸貸与与調調査査  

        ◇◇  事事業業内内容容  

            福福祉祉用用具具利利用用者者にに対対しし、、福福祉祉用用具具のの必必要要性性やや利利用用状状況況等等をを点点検検しし、、身身体体状状

況況等等ににそそぐぐわわなないい不不適適切切又又はは不不要要なな福福祉祉用用具具購購入入やや福福祉祉用用具具貸貸与与がが行行わわれれてて

いいなないいかか確確認認をを行行いいまますす。。  
  
    ◇◇  実実績績・・目目標標  

区区    分分  
実実    績績  見見込込みみ  目目    標標    値値  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

調調 査査 件件 数数 (( 件件 )) 6655  4488 4455 4455 4455  4455
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    ◇◇  実実施施結結果果とと課課題題  

            福福祉祉用用具具購購入入のの調調査査でではは、、利利用用者者のの状状態態像像等等かかららみみてて、、福福祉祉用用具具のの必必要要性性

ににつついいてて確確認認しし、、身身体体状状況況等等ににそそぐぐわわなないい不不適適切切又又はは不不要要なな購購入入ががなないいかか点点

検検ししままししたた。。  
            福福祉祉用用具具貸貸与与のの調調査査でではは、、岐岐阜阜県県国国民民健健康康保保険険団団体体連連合合会会（（国国保保連連））かからら

提提供供さされれるる帳帳票票等等にによよりり、、利利用用者者ごごととでで状状態態像像とと異異ななるるケケーーススやや複複数数品品目目をを

利利用用ししてていいるるケケーーススななどどのの内内容容確確認認をを行行いいままししたた。。ままたた、、軽軽度度者者へへのの福福祉祉用用

具具貸貸与与ににつついいてて、、自自立立支支援援のの機機会会をを阻阻害害すするるここととががなないいよようう、、医医師師のの所所見見やや

ササーービビスス担担当当者者会会議議のの記記録録ををももととにに確確認認しし、、届届出出ががなないいまままま貸貸与与ししてていいたた場場

合合、、指指導導をを行行いいままししたた。。  
            福福祉祉用用具具貸貸与与ににつついいてて、、各各事事業業所所がが品品目目やや手手続続きき等等、、正正ししいい知知識識とと手手順順のの

理理解解ををももつつここととがが必必要要でですす。。  

  
    ◎◎  今今後後のの取取組組  

            利利用用者者のの状状態態像像等等かかららみみてて、、利利用用がが想想定定ししににくくいい福福祉祉用用具具購購入入・・貸貸与与にによよ

りり、、自自立立支支援援がが阻阻害害さされれてていいなないいかかななどど、、福福祉祉用用具具のの必必要要性性やや利利用用状状況況をを確確

認認ししまますす。。ままたた、、福福祉祉用用具具購購入入・・貸貸与与ににおおけけるる正正ししいい知知識識やや最最新新情情報報をを周周知知、、

指指導導ししまますす。。  

  

  ④④  縦縦覧覧点点検検・・医医療療情情報報ととのの突突合合  

      ◇◇  事事業業内内容容  

          縦縦覧覧点点検検でではは、、利利用用者者ごごととにに複複数数月月ににままたたががるる介介護護報報酬酬のの支支払払状状況況をを確確認認しし、、

提提供供さされれたたササーービビススのの整整合合性性、、算算定定回回数数・・算算定定日日数数等等のの点点検検をを行行いい、、請請求求内内容容

のの誤誤りり等等をを早早期期にに発発見見ししてて適適切切なな処処理理をを行行いいまますす。。ままたた、、医医療療情情報報ととのの突突合合でで

はは、、利利用用者者のの後後期期高高齢齢者者医医療療やや国国民民健健康康保保険険のの入入院院情情報報とと介介護護保保険険のの給給付付情情報報

をを突突合合しし、、給給付付日日数数やや提提供供さされれたたササーービビススのの整整合合性性のの点点検検をを行行いい、、医医療療とと介介護護

のの重重複複請請求求のの排排除除等等をを図図りりまますす。。  

  

   ◇◇  実実績績・・目目標標  

区区    分分  
実実    績績  見見込込みみ  目目    標標    値値  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

縦縦 覧覧 点点 検検 全全件件  全全件件 全全件件 全全件件 全全件件  全全件件

医医療療情情報報ととのの突突合合 全全件件  全全件件 全全件件 全全件件 全全件件  全全件件
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   ◇◇  実実施施結結果果とと課課題題  

          国国保保連連へへのの委委託託にによよりり、、国国保保連連でで審審査査支支払払業業務務をを行行うう介介護護給給付付のの全全件件ににつついい

てて、、縦縦覧覧点点検検及及びび医医療療情情報報ととのの突突合合をを実実施施ししままししたた。。  

  
   ◎◎  今今後後のの取取組組  

          国国保保連連へへのの委委託託にによよりり、、審審査査支支払払業業務務をを委委託託ししてていいるる介介護護給給付付のの全全件件ににつついい

てて、、縦縦覧覧点点検検及及びび医医療療情情報報ととのの突突合合をを実実施施ししまますす。。疑疑義義ののああるる事事業業者者ににつついいてて

はは、、ヒヒアアリリンンググ等等をを行行いい、、必必要要にに応応じじてて返返還還請請求求をを行行いいまますす。。  

  

   ⑤⑤  介介護護給給付付費費通通知知  

      ◇◇  事事業業内内容容  

          利利用用者者にに対対しし、、事事業業者者かかららのの介介護護報報酬酬のの請請求求及及びび費費用用のの給給付付状状況況等等をを通通知知すす

るるここととにによよりり、、利利用用者者やや事事業業者者にに対対ししてて適適切切ななササーービビススのの利利用用とと提提供供をを普普及及啓啓

発発すするるととととももにに、、自自らら受受けけてていいるるササーービビススをを改改めめてて確確認認しし、、適適切切なな請請求求にに向向けけ

たた抑抑制制効効果果ををああげげるるここととをを目目的的ととししまますす。。  

  

    ◇◇  実実績績・・目目標標  

区区    分分  
実実    績績  見見込込みみ  目目    標標    値値  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

発発 送送 件件 数数 (( 件件 )) 330099  335533 335500 335500 335500  335500

  

    ◇◇  実実施施結結果果とと課課題題  

          介介護護保保険険ササーービビススのの利利用用者者やや事事業業者者にに対対しし、、適適切切ななササーービビススのの利利用用とと提提供供にに

つついいてて普普及及啓啓発発すするるたためめ、、利利用用者者にに対対ししてて、、ササーービビスス利利用用実実績績情情報報等等をを年年 11 回回

通通知知ししままししたた。。  

  
    ◎◎  今今後後のの取取組組  

          介介護護給給付付費費通通知知をを受受けけ取取っったた利利用用者者がが理理解解ししややすすいい通通知知内内容容ととしし、、ササーービビスス

をを見見直直すす節節目目ととななるる認認定定のの更更新新・・変変更更のの時時期期ななどど、、利利用用者者のの理理解解をを得得ややすすいい適適

切切なな送送付付時時期期をを考考慮慮しし、、ササーービビススにに要要すするる費費用用等等ににつついいてて通通知知ししまますす。。  
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  ⑵⑵  そそのの他他のの取取組組  

    ①①  給給付付実実績績のの活活用用にによよるる分分析析・・検検証証  

      ◇◇  事事業業内内容容  

          国国保保連連でで実実施施すするる審審査査支支払払業業務務のの結結果果かからら得得らられれるる給給付付実実績績をを活活用用しし、、不不適適

切切なな給給付付やや事事業業者者をを発発見見しし、、適適切切ななササーービビスス提提供供とと介介護護費費用用のの効効率率化化、、事事業業者者

のの指指導導育育成成をを図図りりまますす。。  

  

    ◇◇  実実績績・・目目標標  

区区    分分  
実実    績績  見見込込みみ  目目    標標    値値  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

認認 定定 調調 査査 状状 況況 とと
利利用用ササーービビススのの突突合合

国国保保連連かかららのの給給付付実実績績のの提提供供にに
合合わわせせ毎毎月月実実施施  

国国保保連連かかららのの給給付付実実績績のの提提供供にに
合合わわせせ毎毎月月実実施施  

支支給給限限度度額額のの一一定定
割割合合事事業業所所のの確確認認

国国保保連連かかららのの給給付付実実績績のの提提供供にに
合合わわせせ毎毎月月実実施施  

国国保保連連かかららのの給給付付実実績績のの提提供供にに
合合わわせせ毎毎月月実実施施  

 

   ◇◇  実実施施結結果果とと課課題題  

          国国保保連連かからら提提供供さされれるる給給付付実実績績デデーータタをを基基にに、、認認定定調調査査状状況況とと利利用用ササーービビスス

のの不不一一致致確確認認やや支支給給限限度度額額のの一一定定割割合合をを超超ええるる事事業業者者をを確確認認しし、、必必要要にに応応じじてて

過過誤誤調調整整等等をを行行いいままししたた。。  
          事事業業者者ごごととにに提提供供すするるササーービビススがが、、適適正正かかどどううかかのの判判断断やや、、介介護護保保険険制制度度のの

解解釈釈にに違違いいががああるるここととかからら、、不不適適切切ななササーービビスス提提供供ににつつななががっってていいるるたためめ、、誤誤っっ

たた判判断断やや解解釈釈ののなないいよようう指指導導しし、、事事業業者者のの育育成成をを図図るるここととがが必必要要でですす。。  
  
    ◎◎  今今後後のの取取組組  

          利利用用者者やや事事業業者者ごごととのの給給付付のの実実績績をを通通じじてて、、認認定定調調査査状状況況とと利利用用ササーービビススがが

不不一一致致ととななっってていいるる被被保保険険者者のの抽抽出出、、支支給給限限度度額額のの一一定定割割合合をを超超ええるる事事業業者者のの

抽抽出出ななどどをを行行いい、、過過誤誤調調整整やや事事業業者者等等へへのの指指導導をを実実施施ししまますす。。  

  

  ②②  介介護護ササーービビスス事事業業者者のの指指導導監監督督  

      ◇◇  事事業業内内容容  

          地地域域密密着着型型ササーービビスス事事業業者者等等にに対対しし、、保保険険給給付付にに関関すするる文文書書、、介介護護給給付付等等対対

象象ササーービビススのの内内容容及及びび介介護護報報酬酬のの請請求求にに関関すするる事事項項ににつついいてて、、保保険険者者ととししてて効効

率率的的なな指指導導監監督督にに努努めめ、、事事業業者者にに対対すするる指指導導やや不不正正請請求求等等にに関関すするる監監査査をを実実施施

しし、、介介護護ササーービビススのの質質のの確確保保及及びび保保険険給給付付のの適適正正化化をを図図りりまますす。。  
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   ◇◇  実実績績・・目目標標  

区区    分分  
実実    績績  見見込込みみ  目目    標標    値値  

平平成成3300年年度度  令令和和元元年年度度 令令和和22年年度度 令令和和33年年度度 令令和和44年年度度  令令和和55年年度度

実実 地地 指指 導導

事事業業者者のの指指定定有有効効期期間間((66年年間間))内内
にに11回回以以上上実実施施  
新新規規指指定定事事業業者者ににつついいててはは指指定定
後後11年年以以内内にに11回回実実施施  

事事業業者者のの指指定定有有効効期期間間((66年年間間))内内
にに11回回以以上上実実施施  
新新規規指指定定事事業業者者ににつついいててはは指指定定
後後11年年以以内内にに11回回実実施施  

 

   ◇◇  実実施施結結果果とと課課題題  

          計計画画どどおおりり実実施施しし、、制制度度にに関関すするる認認識識にに誤誤りりががああっったた事事業業所所にに対対ししててはは改改善善

をを求求めめ、、適適切切なな運運用用ががででききるるよよううにに指指導導をを行行いいままししたた。。ままたた、、指指摘摘のの多多いい事事例例

ににつついいてて市市内内事事業業所所へへ周周知知しし、、運運用用見見直直ししのの一一助助ととししままししたた。。  
  
   ◎◎  今今後後のの取取組組  

          実実地地指指導導のの実実施施ににかかかかるる事事業業所所のの負負担担をを考考慮慮ししたた上上でで、、よよりり効効果果的的なな実実施施方方

法法をを検検討討しし、、取取りり組組みみまますす。。ままたた、、制制度度改改正正にに関関すするる留留意意点点等等をを随随時時情情報報提提供供

しし、、正正ししいい運運用用ががででききるるよよううにに援援助助ししまますす。。  

  

４４  計計画画のの進進行行管管理理  

    設設定定ししたた実実施施目目標標ににつついいてて、、毎毎年年度度、、実実施施状状況況やや目目標標のの達達成成状状況況にに関関すするる調調査査・・分分

析析をを行行いい、、大大垣垣市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会ににおおいいてて報報告告をを行行ううととととももにに公公表表ししまますす。。  
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北公園

大垣駅

保健センター

大垣公園
興文小学校 

大垣市役所

総合福祉会館 

奥の細道むすびの地記念館

  

５５  介介護護ササーービビスス基基盤盤整整備備にに関関すするる参参考考資資料料  

  

【【大大垣垣市市中中心心市市街街地地活活性性化化基基本本計計画画のの区区域域図図】】  
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